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丁kX は 、 Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｍａtｈｅｍａtｉｃａ１ Ｓｏｃｉｅtｙ の 登 録 商 標 で す。

ＭＥＴｎＦＯＮＴ は 、Addi ｓｏｎ-Ｗｅｓleｙ Ｐｕbliｓｈｉｎｇ Ｃｏｍｐａｎｙ の 登 録 商 標 で す。

ＵＮＩＸ は 、 ＵＮＩＸ Ｓｙstｅｍ Ｌａｂｏｒａtｏｒieｓ ｌｎｃ. の 登 録 商 標 で す 。

そ の 他 、 本 書 に登 場 す る シ ス テ ム 名 、 製 品 名 な ど は 、 一 般 に 各 社 の 商 標 ま た

は 登 録 商 標 で す 。 本 文 中 で は 、 特 に Ｔ Ｍ 、 ⑧ マ ー ク は 明 記 し て い ま せ ん 。

匙 沁: ○1982 DonaLd E. Ｋ ｎｕth

日 本 語7[ 甘Ｘ: ○1992 ASCII Co ｒｐｏｒａtｉｏｎ

縦 組 日 本 語 ＴｋＸ: ○1994 ASCII Co ｒｐｏｒａtｉｏｎ， ｌｍｐｒｅｓｓ Ｃｏｒｐｏｒａtiｏｎ

本書に添付されたディスク内の各アーカイブファイルについては、各アーカイブファイ

ルごとに定められた配布規定に従って再配布することができます。
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Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔｓ

X ６８０×Ｏ版の｢I｣ｔＸ システムは、い くつかの環境変数を参照します。こ

れらの環境変数には、ＵＮＩＸ 上で動作するオリジナルの1 ・ Ｘ から受け

継が れたもののほか、インストール作業などの効率化の観点から提案され

たもの まで含 まれます。本章では、このような一連の環境変数を、1]ｋＸ、

フォントマネージヤ、プレビューア、プリンタ ドライバ、ＭＥＴＲＦＯＮＴ、

ｍａｋｅｆｏｎｔ とい う、それぞれの実行環境ごとに説明 することにしましょう。



２

１　 Ｅ ｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔｓ

1
。1 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・71

でEIX の 環 境 変 数

7[ｋＸ は、以下の環境変数を参照します。

●　 ＴＥ ＸＦＯＲＭＡＴ Ｓ

●　 ＴＥＸ工ＮＰＵＴ Ｓ

●　 ＴＥ ＸＦＯＮＴＳ

●　 ＴＥＸＰ００Ｌ

●　 ＴＥＸＥＤ 工Ｔ

fｍｔ ファイルの検索パスの指定

入力ファイルの検索パ スの指定

ｔfm フ ァイルの検索パスの指定

Ｐｔｅｘ･ｐｏｏ１ の検索パスの指定

連動するエディタの指定

本書の添付ディスクのインストーラでインストールを行った場合、これらの環

境変数は適切 に設定されてい ますから／現Ｘ の動作について十分な知識がないう

ちに、これらの環境変数の設定を変更するのは避けて ください。　トラブルの原因

になります。

なお、1 厄Ｘ ぱ ＼”（“￥”）をノ゙ スの区切り として認識しませんので、 デ` イレ

クトリを指定するためにぱ ＼”（“￥”）のかわりに“ ／”を用いなければなり ま

せん。



TEXFORMATS　fm ｔ ファイルの検索パスの指定

解説：　 カレントディレクトリにfm ｔ ファイルが発見で きなかった場合に検索

するディレクトリを指定します。 “；”で区切ることで、複数のパスを

指定することができます。

A〉ｓｅt ＴＥＸＦＯＲＭＡＴＳ=Ａ:/ＭＹＦＭＴＯ;Ｂ:/ＭＹＦＭＴ１/ＬOCＡL

TＥＨ ＮＰＵＴＳ 入力ファイルの検索パスの指定

解説：　 コマンドラインや コントロール ・シーケンス ＼inPｕｔ ”で指定され

たファイルを検索 するディレクトリを指定します。“；”で区切ること

で､ 複数のパスを指定することがで きます。

Ａ＞ｓｅｔＴＥＸ工ＩＰＵＴＳ=Ａこ/ＭＹＩＮＰＵＴ;Ｂ:/ＩＮＰＵＴ/ＬOＣＡＬ

-

１ 。１- の環境変数

３



Ｃｈ ａｐｔｅｒ １ - Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔｓ

４

TＥχＦＯＮＴＳ　tfm ファ イルの検索パスの指定

解説： 「矩Ｘ で使うフォントの情報が記述されているｔfm ファイルを検索す

るデ ィレクトリを指定し ます。 “；”で区切るこ とで、 複数のパスを指

定することができます。

Ａ〉ｓｅｔ ＴＥＸＦＯＮＴＳ-Ａ:/ＭＹＦＯＮＴＳ;Ｂ:/ＦＯＮＴ/ＬOCＡＬ

TＥＸＰ００Ｌ　Ｐｔｅｘ･Poo1 の検 索パスの指定

解説:　 ＴｋＸ の実行ファイルが必要とするP ｔｅｘ.Poo1 を 検索するディレクト

リを指定しますo

Pｔｅｘ･Poo1 は、']砲Ｘ の実行ファイルがエラーメッセージやエラーに

関する詳細な情報を出力する際に必要とするファイルです。 iniｔｅｘ.ｘ

によってfm ｔ ファイルを作成する時点でfm ｔ フ ァイル内に読み込ま

れ ます。 この ため、環境変数 ＴＥＸＰ００Ｌ の設定はini ｔｅｘ.ｘ の実行時

にのみ必要とされますので、fmｔ ファイルを頻繁につ くらない人は必

要なときだけ指定しても実用上問題ありません。

Ａ〉ｓｅｔ ＴＥＸＰ００Ｌ=Ａ:/Ｐ00ＬＤIＲ



TＥＸＥＤＩＴ　連動 するエディタの指定

解説:　 １１Ｘ は、処理するソースにエラーを発見すると、対話的に作成者の

指示を仰ぎますが、そのとぎ ｅ”を入力することでエディタの起動、

および処理中ファイルの当該行へのジャンプを指示し、ｌｊＸ を終了さ

せることができます。

そのとき使用するエディタを、この環境変数で指定します。指定の書

式は、

ｓｅｔ ＴＥＸＥＤ工Ｔ=エディタ名称Z ｓ 行指定オプションZd

です。Zｓの部分はエラーを起こしたソースファイル名称に、Zd の部

分はエラーが起こった行番号に、それぞれ展開され、この２つの引数

を「エディタ名称」で指定されたエディタに渡します。

この環境変数は、ＴｋＸ 内部でＣ 言語のｓＰｒinｔf関数にそのまま渡さ

れます。誤った指定を行った場合には、バスエラーやアドレスエラー

を引き起こしますので注意してくださいｙlkX では安全に実行可能か

どうかをチェックしていませんo

A〉ｓｅt ＴＥＸＥＤ工Ｔ°ｅｍｘ Xｓ -gZd 

㎜

１ 。１- の環境変数

５



Ｃ ｈａｐｔｅｒ １ - Ｅ ｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔｓ

６

1 。2 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
Ｆ Ｏ Ｎ Ｔ Ｍ Ａ Ｎ 環 境 変 数

フ ォントマ ネージャで利用する環境変数ぱ ＴＥＸＨＯＭＥ”ひとつだけです。

TＥＸＨＯＭＥ ７[ｋＸ の ＨＯＭＥ ディレクトリ
-

解 説 ：　 フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ が 参 照 す る フ ァ イ ル は 、 お お む ね 、 こ の 環 境 変 数

が 指 し 示 す デ ィ レ ク ト リ 内 に 置 き ま す。

こ の 環 境 変 数 の 内 容 が 、 た と え ば Ｄ: ＼ｔｅｘ だ と す る と 、 フ ォ ン ト マ

ネ ー ジ ャ の 存 在 す る デ ィ レ ク ト リ は Ｄ: ＼ｔｅｘ＼ｆｏｎｔｍａｎ で あ り、 ド キ ュ

メ ン ト は Ｄ: ＼ｔｅｘ＼ｆｏｎｔｍａｎ＼ｄｏｃ に 入 っ て い る と い う こ と に な り ま す 。

な お 、 こ の よ う な 、 環 境 変 数 の 内 容 に も と づ い て コ ン フ ィ ギ ュ レ

ー シ ョ ン フ ァ イ ル 内 で 相 対 的 な パ ス を 記 述 す る と き は 、 い ち い ち

環 境 変 数 の 内 容 を 書 か ず に 、 直 接$ ｅｎｖ[ＴＥＸＨＯＭＥ] ＼ｆｏｎｔｍａｎ と か

$ｅｎｖ[ＴＥＸＨＯＭＥ] ＼ｆｏｎtｍａｎ＼ｄｏｃ と 書 き ま す 。
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Ｐ Ｒ Ｅ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ 環 境 変 数

プレビューアで利用する環境変数は、以下のとおりです。

●　 ＴＥＸＨＤＭＥ

●　TEXPKS

●　 ＰＲＥＶＩＥＷ.CFG

●　 ＰＲＥＶＩＥＷ.P2M

●　 ＰＲＥＶＩＥＷ.P3 Ｍ

｢rＭＸ のＨＯＭＥ ディレクトリ

非IX のpk ファイルを収めるディレクトリ

プレピューアのコンフィギュレーションファイル

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．２への変換ファイル

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３への変換ファイル

１。３－ ＰＲＥＶＩＥＶＶ 環境変数

７



８

１ - Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔｓ

TＥＸＨＯＭＥ　１１１１Ｘ の Ｈ Ｏ Ｍ Ｅ デ ィ レ ク ト リ

解 説 ：　 プ レ ビ ュ ー ア が 参 照 す る フ ァ イ ル は 、 お お む ね 、 こ の 環 境 変 数 が 指 し

示 す デ ィ レ ク ト リ 内 に 置 き ま す 。

こ の 環 境 変 数 の 内 容 が 、 た と え ば Ｄ: ＼ｔｅｘ だ と す る と 、 プ

レ ビ ュ ー ア の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル の デ｀フ ォ ル ト は

Ｄ: ＼ｔｅｘ＼Pｒｅｖie ｗ.cfg と い う こ と に な り ま す し 、 プ レ ビ ュ ー ア の ド

キ ュ メ ン ト はD: ＼ｔｅｘ＼ｄｒi ｖｅｒｓ＼ｄｏｃ に 入 っ て い る と い う こ と に な り

ま す 。

な お 、 こ の よ う な 、 環 境 変 数 の 内 容 に も と づ い て 相 対 的 な パ ス

を 記 述 す る と き は 、 い ち い ち 環 境 変 数 の 内 容 を 書 か ず に 、 直 接

ＸＴＥＸＨＯＭＥＺ＼Ｐｒｅｖie ｗ.ｃｆｇ や ＺＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｄｒi ｖｅｒｓ＼ｄｏｃ と 書 き ま す 。

TEXPKS　IIX のPk ファイルを収めるディレクトリ

解 説:　Pk フ ォ ン ト を 入 れ た デ ィ レ ク ト リ は 、 デ フ ォ ル ト で は ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ

＼ｆｏｎｔｓ で すo こ の と きプ レ ビ ュ ー ア は 、 ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ＼ｆｏｎｔｓ 配 下 の 、

〈 フ ォ ン ト 名 〉｡〈dPi 〉Pk と い う フ ァ イ ル 、 お よ びdpi 値 を 表 す ４ 文

字 以 下 の 数 字 か ら な る サ ブ デ ィ レ ク ト リ 内 の　〈フ ォ ン ト 名 〉.Ｐｋ と

い う フ ァ イ ル を探 し ま す 。 た と え ば 、118dpi の ｃｍｒ10 のpk フ ォ ン

ト は 、ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｆｏｎｔｓ＼ｃｍｒ10.118Pk あ る い はZTEXHOMEZ ＼ｆｏｎｔｓ

＼118 ＼ｃｍｒ10.Pk と い う フ ル パ ス で ア ク セ ス さ れ ま す。

も し 、 こ れ を 別 の パ ス を 参 照 す る よ う に 変 更 し た い 場 合 は 、 環 境 変 数

ＴＥＸＰＫＳ に 絶 対 パ ス を セ ッ ト し ま す 。 こ の と き 、 セ ミ コ ロ ン “；” で 区

切 っ て 複 数 の パ ス を 指 定 す る こ と も 可 能 で す 。



PREV 工ＥＷ.CFG　プレビューアのコンフイギュレーションフアイル

解 説 ：　 プ レ ピ ュ ー ア の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イル は 、 デ フ ォ ル ト で は

ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ＼Pｒｅｖie ｗ.cfg で す 。 こ の フ ァ イ ル 名 や 格 納 デ ィ レ ク ト リ

を 変 更 す る場 合 、 環 境 変 数 ＰＲＥＶＩＥＷ.CFG に フ ル パ ス で 指 定 し ま す 。

た と え ば、 フ ァ イ ル 名 を ＭｙＰｒｅｖｉｅｗ．ｃｎｆ に 変 え た い 場 合 、Ｔｅχｅｎｖ.ｂａｔ

にLi ｓt 1－1 の １ 行 を 追 加 し ま す。

Liｓｔ_１’１°環境変数ＰＲＥｖｴＥｗ.ｃＦＧの設定例（１）

1:　 ｓｅｔ ＰＲＥＶ工ＥＷ.CFG °ＸＴＥＸＨＤＭＥＸ＼ＭyPｒｅｖieｗ.ｃｎf

ま た 、 格 納 デ ィ レ ク ト リ を ＺＴＥＸＨＯＭＥＸ の サ ブ デ ィ レ ク ト リconfig ｓ

に 変 更 し た い 場 合 、 ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt 1 －2 の １ 行 を 追 加 し ま す 。

Liｓt １－２● 環境変数 肌ＥｖIEｗ.ｃＦＧの設定例(２)

1:　 ｓｅt ＰＲＥＶ工ＥＷ.ＣＦＧ°ＸＴＥＸＨＤＭＥＸ＼config ｓχPｒｅｖieｗ.ｃfg

格納デ ィレクトリもファイル名 も変えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt1

－3 の ような １ 行を追加します。

Liｓｔ １－３● 環境変数ＰＲＥｖIEｗ.ｃＦＧの設定例（３）

I:　ｓｅｔ ＰＲＥＶＩＥＷ.ＣＦＧ=A:χｅtｃ＼dｖ12dｓP.ｃfg

な お、環境変数 ＰＲＥＶｴＥＷ_ＣＦＧに も同じ効果がありますが、プ レビュー

アは ＰＲＥＶＩＥＷ.CFG → ＰＲＥＶ工ＥＷ_ＣＦＧの順番でフ ァイルを参照します

ので、環境変数 ＰＲＥＶｴＥＷ.CFG の設 定が優先されます。

１。３ － Ｐ ＲＥＶＩＥＶＶ 環境 変 数

９



Ｃｈａｐｔｅｒ １- Ｅｎｖｉｒｏｎｒｎｅｎｔｓ

１)ＦＯ ＮＴＭ ＡＮ Ｖｅｒ．２ は。

本書 に は添 付さ れ てい ま

せ ん。

２)いうまで もありませんが、

プレビューア実行時に、

オプション ーpk2fonｔman　

が指定された場介には、

オプ ションの設定が優先

されます。

PＲＥＶＩＥＷ.Ｐ２Ｍ ＦＯＮＴＭ ＡＮ Ｖｅｒ.2 への 変換ファイル

解説：　ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．２１)を利 用する場合、プ レビューアはP ｒｅｖieｗ.p2m　　

ファイルを必要とします。この ときプ レビューアは、デフォルトでは

カレントディレクトリのp ｒｅｖieｗ.p2m を、 もしカレントディレクト

リになければZTEXHOMEZ のP ｒｅｖieｗ.P2m を参 照します。

こ の ファイ ル 名や 格納 デ ィレ クト リを 変更 する 場合 、環 境 変 数

ＰＲＥＶｴＥＷ.P2M にフルパスでこれを指定します。

たとえば、ファイル名をＭyPｒｅｖieｗ.P2m に変 えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.bat　　

にLi ｓt 1－4 の １ 行を追加します。

１

sｅｔ ＰＲＥＶＩＥＷ.Ｐ２Ｍ＝XTEXHOMEZ ＼ＭyPｒｅｖie ｗ･P2 ｍ

ま た 、 格 納 デ ィ レ ク ト リ を ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ の サ ブ デ ィ レ ク ト リconfig ｓ

に 変 更 し た い 場 合 、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt 1－5 の １ 行 を 追 加 し ま す 。

Liｓt 1－５● 環境変数ＰＲＥvＥw.ｐ２Ｍの設定例（２）

1:　 ｓｅt ＰＲＥＶ工ＥＷ.P2M弓４ＴＥＸＨＯＭＥＺ＼config ｓ＼Pｒｅｖieｗ.P2ｍ

格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にList1

－6 の ような１ 行を追加します。

Liｓt １－６● 環境変数ＰＲＥｖlｓ.Ｐ２Ｍの設定例（３）

1 :　ｓｅｔ PREVIEW.P2M °A:χｅｔｃχｄｖ12dｓP･P2ｍ

なお、環境変数ＰＲＥＶ工ＥＷ_P2M に も同じ効果がありますが、プレビュー

アは ＰＲＥＶ工ＥＷ.Ｐ２Ｍ一 ＰＲＥＶｴＥＷ_P2M の順 に参照しますので、環境変

数 ＰＲＥＶｴＥＷ.P2M の 設 定が優先されます2)。

10



PＲＥＶＩＥＷ.Ｐ３Ｍ　ＦＯ Ｎ Ｔ Ｍ ＡＮ Ｖｅｒ.３ へ の 変 換 フ ァ イ ル

解説：　ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３ を利 用する場合、プ レビューアはp ｒｅｖieｗ.ｐ３ｍ

ファイルを必要とします。プレビューアは、デフォルトではカレント

ディレ クトリのp ｒｅｖieｗ.P3m を、 もしカレントディレクトリになけ

れば ＺＴＥＸＨＯＭＥＸのP ｒｅｖieｗ.P3m を参 照します。

この ファイル 名や 格 納 ディレ クト リ を変更 す る場 合、環 境 変 数

ＰＲＥＶＩＥＷ.Ｐ３Ｍにフルパスで指定してください。

たとえば、ファイル名を ＭyＰｒｅｖieｗ.P3m に変えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ

にLiｓt l－7 の １行を追加します。

Liｓｔｌ－７●環境変数ＰＲＥｖIEｗ.Ｐ３Ｍの設定例（１）

1:　ｓｅｔ ＰＲＥＶＩＥＷ.Ｐ３Ｍ=ＸＴＥＸＨＯＭＥＺχＭyPｒｅｖieｗ･P3ｍ

ま た 、 格 納 デ ィ レ ク ト リ を ＴＭＸ の サ ブ デ ィ レ ク ト リ ｃｏｎｆｉｇｓ に 変 更

し た い 場 合 、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt 1 －8 の １ 行 を 追 加 し ま す。

Liｓt ｌ－8● 環境変数 ＰＲＥｖIEｗ.Ｐ３Ｍの設定例（２）　　　　__

1 :　ｓｅt ＰＲＥＶＩＥＷ.P3M= ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼config ｓχPｒｅｖieｗ.p3ｍ

格 納 デ ィ レ ク ト リ も フ ァ イ ル 名 も変 え た い 場 合 、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt1

，9 の よ う な １ 行 を 追 加 し ま す。

Liｓt １－９・ 環境変数 ＰＲＥｖ工Ｅw.P3Mの設定例（３）　　　　 ＿　　　　　 ＿

1: ｓｅt ＰＲＥＶＩＥＷ.Ｐ３Ｍ°A:χｅｔｃ＼ｄｖ12dｓP･P311

なお、環境変数ＰＲＥＶＩＥＷ_P3M に も同じ効果がありますが、プレピュー

アはＰＲＥＶＩＥＷ.Ｐ３Ｍ→ ＰＲＥＶ工ＥＷ_P3M の 順 に参照しますので、環境 変

数 ＰＲＥＶＩＥＷ.P3M の 設定が優先されます3)。

一 一 一

１。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ 環境変数

３)いうまでもありませんが、

プ レピュー ア実行吽に、

オプ ション ーPk3fonｔman　

が指 定された場合には、

オプ ションの設定か優先

されます。

１ １



Ｃｈａｐｔｅｒ １ - Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ

1
。4 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ 環 境 変 数

プ リンタドライバで利用する環境変数は、以下のとおりです。

●　ＴＥＸＨＯＭＥ

●　TEXPKS

●　ＰＲＩＮＴ.CFG

●　 ＰＲＩＮＴ,P2M

●　 ＰＲＩＮＴ.P3 Ｍ

lｌＸ のＨＯＭＥ ディレクトリ

｢｣ＩＸ のｐｋ ファイルを収めるディレクトリ

プリンタドライバのコンフィギュレーションファイル

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．２への変換ファイル

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.3への変換ファイル

12
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TEXHOME l ｔＸ のＨＯＭＥ ディレクトリ

解説：　プ リンタドライバが参照するフ ァイルは。おおむね、この環境変 数が

指し示すディレクトリ内 に置きます。

この環境変数の内容が、たとえばD: ＼ｔｅｘだとすると、プ リンタドライバ

のこjンフィギュレーションフ ァイルのデフォルトはD: ＼ｔｅｘ＼Ｐｒinｔ.cfg　　

とい うことになり ますし、ドキュメントはD: ＼ｔｅｘ＼ｄｒiｖｅｒｓ＼ｄｏｃ に

入っているということになります。

なお、こ の よう な、環境 変 数 の内 容 に もとづ い て相 対的 なパ ス

を記述 す る と きは。い ちい ち 環境 変 数の 内 容を 書か ず に、直 接

ZTEXHOMEX χpｒinｔ.cfg やXTEXHOMEX ＼ｄｒiｖｅｒｓ＼ｄｏｃと書きます。

TＥＸＰＫＳ　ＩＩＸ のPk フ ァイルを収め るデ ィレ クトリ

解 説:　 Ｐｋ フ ォ ン ト を 入 れ た デ ィ レ ク ト リ は 、 デ フ ォ ル ト で は ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ

χｆｏｎｔｓ で す 。 こ の と きプ リ ン タ ド ラ イ バ は 、 ＺＴＥＸＨ【】ＭＥＸ＼ｆｏｎｔｓ 配

下 の 、 〈 フ ォ ン ト 名 〉｡〈dpi 〉pk と い う フ ァ イ ル 、 お よ びdpi 値

を 表 す ４ 文 字 以 下 の 数 字 か ら な る サ ブ デ ィ レ ク ト リ 内 の くフ ォ

ン ト 名 〉.Pk と い う フ ァ イ ル を 探 し ま すo た と え ば 、360dpi の

ｃｍｒ10 の Ｐｋ フ ォ ン ト は 、 ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｆｏｎｔｓ＼ｃｍｒ10.360pk あ る い

は ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｆｏｎｔｓ＼360 ＼ｃｍｒ10.pk と い う フ ル パ ス で ア ク セ ス さ れ

ま す 。

も し、 こ れ を 別 の パ ス を 参 照 す る よ う に 変 更 し た い 場 合 は 、 環 境 変 数

TEXPKS に 絶 対 パ ス を セ ッ ト し ま す。 こ の と き 、 セ ミ コ ロ ン “ ；” で 区

切 っ て 複 数 の パ ス を 指 定 す る こ と も 可 能 で す 。

１。４－ ＰＲＩＮＴ 環境変数

13



Ｃ ｈａｐｔｅｒ １- Ｅ ｎｖｉｒｏｎｒｎ ｅｎｔｓ
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PＲ工NT.CFG　 プリンタドライバのコンフィギュレーションフアイル

解説：　プ リンタドライバのコンフィギュレーションファイルは、デフォルト

ではXTEXHOMEX χPｒinｔ . cfgで す。このファイル名や格納ディレクト

リを変更する場合、環境変数 ＰＲＩＮＴ.ＣＦＧにフルパスで指定します。

たとえば、フ ァイル名をMyP ｒint. ｃｎｆ に変えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.bat　　

にLi ｓt 1-10 の １ 行を追加します。

１
ｓｅｔ ＰＲ工ＮＴ. ＣＦＧ＝ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼Ｍy Ｐｒin ｔ. ｃｎf

また、格納ディレクトリを ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ のサブディレクトリconfig ｓ

に変更 したい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt 1－11 の １ 行を追加します。

１
sｅt PRINT.CFG ＝χTEXHOMEZ χconfig ｓχPｒinｔ.ｃfg

格納デ ィレクトリもファイル名も変えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａt にLi ｓt1-12

の ような １行を追加します。

１ sｅt ＰＲ工NT.CFG= Ａ:＼ｅtｃχｄｖ12d ｓp. ｃfg

なお、環境変数PR 工ＮＴ_ＣＦＧにも同じ効果があり ますが、プ リンタド

ライバ はＰＲｴNT.CFG → ＰＲ工NT_ＣＦＧの順番でファイルを参照します

ので、環境変数PRｴ ＮＴ.CFG の 設定が優先されますO



PＲ工NT.Ｐ２Ｍ ＦＯＮＴＭ ＡＮ Ｖｅｒ.2 への変換ファイル

解説:　 ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.21)を利 用する場合、プ リンタドライバはP ｒinｔ.Ｐ２ｍ

ファイルを必要 とします。このときプ リンタドライバは、デフ ォルト

ではカレントデ ィレクト リのP ｒinｔ.P2m を、 もしカレントディレク

トリになければ ＺＴＥＸＨＯＭＥＺの Ｐｒinｔ.ｐ２ｍを参照しますo

こ のファイル 名 や 格納 ディレ クト リを 変更 す る場 合 、環 境 変 数

PR:[ＮＴ.P2M にフ ルパスでこれを指定します。

たとえば、ファイル名を ＭｙＰｒinｔ.P2m に変 えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ

にLi ｓt 1- 13 の １ 行を追加 します。

１ s ｅt ＰＲ 工ＮＴ. Ｐ２Ｍ＝ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼My Ｐｒin ｔ･ Ｐ2 ｍ

また、格納ディレクトリを ＺＴＥＸＨＯＭＥＸ のサブデ ィレクトリconfig ｓ

に 変更したい場合、ＴｅＸｅｎｖ.baｔ にLi ｓt 1－14 の １ 行を追加します。

１

sｅt PR 工NT.P2M ＝ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｃｏｎｆｉｇｓ＼Pｒin ｔ.P2 ｍ

格 納 デ ィ レ ク ト リ も フ ァ イ ル 名 も変 え た い 場 合 、 ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt1

－15 の よ う な １ 行 を 追 加 し ま す。

Liｓｔ １－１５● 環境変数PILｕIT.Ｐ２Ｈの股定例〔３〕　　　　　　　　　　 ＿__

1 :　ｓｅｔ ＰＲＩＮＴ.Ｐ２Ｍ=Ａ:χｅｔｃχｄｖ１２ｄｓＰ.P2 皿

なお、環境変数ＰＲＩ町_P2M にも同じ効果がありますが、プリンタド

ライバはＰＲＩＮＴ.P2M →PRINT_P2M の順に参照しますので、環境変

数ＰＲＩＮＴ.P2M の設定が優先されます2)。

１。４－ ＰＲＩＮＴ 環境変数

１)ＦＯＮ ＴＭ ＡＮ Ｖｅｒ．２ は、

本 書 に は添 付 さ れ てい ま

せ ん。

2)い う まで もあり ませ ん

が 、プ リ ン タド ライバ

実 行 叶 に 、オプ ション

Pk2fontman か指 定さ

れた場合には、 オプショ

ンの設定が優先されます。
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Ｃ ｈａｐｔｅｒ １ - Ｅ ｎｖｉｒｏｎｒｎｅｎｔｓ
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３)い う ま で も あ り ませ ん

が 、プ リ ン タ ド ラ イ バ

実 行 時 に 、 オ プ シ ョ ン

Ｐｋ３ｆｏｎｔ謹･･ が 指 定 さ

れ た 場 合 に は 、オプ シ ョ

ン の 設定か 優先 さ れます 。

PＲ工ＮＴ．Ｐ３Ｍ　Ｆ ＯＮ Ｔ Ｍ Ａ Ｎ Ｖｅｒ．３ へ の 変 換 フ ァ イ ル

解説：　ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３を利用する場合、プ リンタドライバは Ｐｒinｔ.Ｐ３ｍ

フ ァイルを必要とします。プ リンタドライバは、デフ ォルトではカレ

ントデ ィレ クトリのP ｒinｔ.P3m を、 もしカレントディレクトリにな

ければXTEXHOMEX の Ｐｒint.p3m を参 照します。

この ファイル 名や 格 納 ディレ ク ト リ を変 更 す る場 合、環境 変 数

ＰＲＩＮＴ.P3M にフ ルパスで指定してください。

たとえば、ファイル名を ＭyPｒinｔ.P3m に変 えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.baｔ

にLi ｓt 1－16 の １ 行を追加します。

Liｓt １-16 ● 環境変数ＰＲＩＮＴ.Ｐ３Ｍの設定例（１）

1:　ｓｅt ＰＲＩＮＴ.P3M=ＸＴＥＸＨＯＭＥＸχＭyPｒinｔ.ｐ3ｍ

また、格納デ ィレクトリを7[ＭＸ のサブ ディレクトリconfig ｓ に変更

したい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にLi ｓt 1－ 17 の １ 行を追加し ます。

Liｓｔ １－17● 環境変数ＲＲｌｌＴ.Ｐ３Ｍの設定例(２)

1 :　ｓｅｔ PRINT.P3M= ＸＴＥＸＨ【】MEX＼configｓへpｒinｔ.p3ｍ

格納ディレクトリもファイル名も変えたい場合、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ にList1

－18 の ような１ 行を追加し ます。

Liｓt １－１８● 環境変数ＰＲＩＮＴ.Ｐ３Ｍの設定例（３）

1 :　ｓｅｔ PRINT.Ｐ３Ｍ=Ａ:χｅtｃχｄｖ12dｓp･P3ｍ

なお、環境変数PR 工NT_Ｐ３Ｍにも同じ効果がありますが、プリンタド

ライバはPRINT.P3M → ＰＲＩＮＴ_Ｐ３Ｍの順に参照しますので、環境変

数PRｴNT.P3M の設定が優先されます3)。



1｡5 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　Ｍ Ｅ Ｔ Ｒ Ｆ Ｏ Ｎ Ｔ の
環 境 変 数

M ＥＴｎＦｏＮＴ は以下の環境変数を参照します。

●

●

●

MFBASES

MF 工ＮPＵＴS

ＭＦP00L

bａｓｅファイルの検索パスの指定

入力ファイルの検索パスの指定mf･Poo1

の検 索パスの指定

本書の添付ディスクのインストーラでインストールした場合、こ れらの環境変

数は適切 に設定されてい ますから、ＭＥＴＲＦｏＮＴ の動作について十分な知識がな

いうちにこれらの環境変数を変更 するこ とは避けてください。　トラブルの原因に

なります。

なお、ＭＥＴｎＦｏＮＴ ぱ‘＼イ ￥”)をパスの区切りとしては解釈しませんので、

ディレクトリを指定するためにぱ ＼”(“￥”)の かわりに“ ／”を用いなければ

なりません。

1｡５－ ＭＥＴＲＦＯＮＴ の 環 境変 数
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MＦＢＡＳＥＳ　ｂａｓｅ ファイルの検索パスの指定

解説：　 ファイル 名の先頭 に“＆”を付 加するこ とでコマ ンド ラインから指

定されたｂａｓｅファイル( 第2.5 節｢ ＭＥＴＲＦＯＮＴ のコマ ンドライン｣

(p.94) で詳 説) を検索するディレクトリを指定しますノ ヅ' で 区切る

ことで複数のパスを指定することができます。

A〉ｓｅｔ MFBASES=A:/MYBASE;B:/MBASE1/LOCALBAS Ｅ

MＦＩＮＰＵＴＳ 入力ファイルの検索パスの指定

解説：　コマンドラインやコントロール・シーケンス χinPｕｔ ” で指定された

ファイルを検索するディレクトリを指定します。“；”で区切ることで

複数のパスを指定することができます。

A 〉ｓｅｔ ＭＦＩＮＰＵＴＳ＝Ａ:/ ＭＹＭＦＩＮＰＵＴ; Ｂ:/ ＭＩＮＰＵＴ/LOCA ＬI ＮP ＵＴ



MFP00L mf･Poo1 の検索パスの指定

解説:　 ＭＥＴＲＦＯＮＴの実行ファイルが必要 とするmf.Poo1 を検 索するディレ

クトリを指定します。

mf･Poo1 は、ＭＥＴＲＦＯＮＴ の実行ファイルがエラーメッセージやエラー

に関する詳細な情報を出力する際に必要 とするファイルで、inimf. ｘ

に よってba ｓｅファイルを作成する時点でｂａｓｅファイル内に読 み込

まれてしまいます。このため、環境変数MFP00L の 設定はinimf. ｘ の

実行時にの み必要とされますので、ｂａｓｅ ファイル を頻繁につ くらな

い方は必要なときだけ指定しても実用上問題あり ません。

A〉ｓｅt MFP00L=Ａ:/P00LD工Ｒ

1｡５－ ＭＥＴｎＦｏＮＴ の環 境 変数
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｜) 本:,Iｒ' Ｖｏ】｡1 － Ｕｓｅｒ'ｓ

Ｇｕｉｄｅ 編 』 の 第 ２．２．３

項｢ 一 括 イ ン ス トー ル｣　(

ｐ.32) 参 照。

1

●

6
●●● ………ｍａｋｅｆｏｎｔ の環境変数

●

●

●

mａｋｅｆｏｎｔ.ｘ が 使 用 す る 環 境 変 数 に は ．

MＦＨＯＭＥ

ＭＦＢＡＳＥＳ

ＭＦ 工ＮPＵＴS

M ＥＴＲＦＯＮＴの ＨＯＭＥ ディレクトリ

ｂａｓｅ ファイルの収められているディレクトリ

ＭＥＴｎＦＯＮＴ ソースファイルの収められているディレクトリ

があります。

これらの環境変数が設定されていないときには、本書のインストーラで作成さ

れる環境で動作します。環境の変更、追加をした場合、これらの環境変数を指定

してください。

MＦＨＯＭＥ　 ＭＥＴＲＦＯＮＴ の Ｈ Ｏ Ｍ Ｅ デ ィ レ ク ト リ

解説:　 ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ が参照するファイルは、基本的にこの環境変数が示すディ

レクトリ配下にお きますo 具 体的にい えば、環境変数 ＭＦＨＯＭＥ には、

ＭＥＴＲＦＯＮＴ システムのルートディレクト リを指定します。たとえば、

本書の添付ディスク付属のインストーラで「一括 インストールJI 」を

行った場合、環境変数 ＭＦＨＯＭＥ には ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ/mf が 設定されること

になります。



MＦＢＡＳＥＳ　 ＭＥＴＲＦＯＮＴ の ｂａｓｅ ファイルのディレクトリ

解 説:　 ＭＥＴＲＦＯＮ丁 が 参 照 す る フ ァ イ ル ｃｍＰｌａｉｎ.ｂａｓｅ,１０ｃａ１.mf の 存 在 す

る デ ィ レ ク ト リ を 指 定 し ま す 。 こ の 環 境 変 数 が 指 定 さ れ て い な い 場 合

は 、 環 境 変 数 ＭＦＨＯＭＥ で 指 定 さ れ て い る デ ィ レ ク ト リ下 の ｂａｓｅｓ デ ィ

レ ク ト リ か ら フ ァ イ ル を 探 し ま す 。 本 書 の イ ン ス ト ー ラ で イ ン ス ト ー

ル し た 環 境 な ら 、 こ の 環 境 変 数 の 指 定 は 不 要 で す 。

MＦ 工ＮＰＵＴＳ　　ＭＥＴＲＦＯＮＴ ソ ー ス フ ァ イ ル の デ ィ レ ク ト リ

解説:　 ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ は、この環 境変数が 設定 されていない場合、環境変数

ＭＦＨＯＭＥで示されるデ ィレクト リ配下にあ る、以下に示 すデ ィレ クト

リから ＭＥＴｎＦＯＮＴソースフ ァイルを探 しますが、この環境変数が指

定されている場合、 そのディレクトリからソースファイルを探すよう

になります。本書のインストーラでインストールした環境なら、この

環境変数の指定は不要です。

Ｏ　ｃｍｆｏｎtｓ

Ｏ　ＬａＴｅＸｆｏｎｔｓ

Ｏ　ｕｔiliｔyｆｏｎtｓ＼ｂａｓｅｓ

Ｏ　ｕｔiliｔyｆｏｎｔｓ＼ｂｌａｃｋ

Ｏ ｕtility ｆｏｎtｓ＼ｇｒａy

Ｏ　ｕｔiliｔｙｆｏｎｔｓ＼ｈａｌｆ

Ｏ　ｕｔi].iｔyｆｏｎｔｓ＼１０ｇｏ

Ｏ　ｕｔiliｔｙｆｏｎｔｓ＼maTIｕａｌｆｏｎｔｓ

Ｏ　ｕtiliｔｙｆｏｎｔｓ＼ｍｆｂｏｏｋ

Ｏ　ｕｔiliｔｙｆｏｎｔｓ＼ｓｌａｎｔ

Ｏ　 ｏｔｈｅｒｆｏｎｔｓ

1｡６ - ｍａｋｅｆｏｎt の 環境 変 数

２ １





Ｃ　 Ｈ　 Ａ　 Ｐ　Ｔ　 Ｅ　 Ｒ　　 ２

O Ｐtｉｏｎs

本章では、ｌｌＸ、フォントマネージ ヤ、プレ ビューア、プリンタドライ

バ、ＭＥＴＲＦＯＮＴ、ｍａｋｅｆｏｎｔ という、それぞ れの実行環境ごとに、実行

ファイルの コマンドラインから入力した文字列引数の解釈について、あ

るいは、コマンドラインから指定 することがで きる実行ファイルのオプ

ション引数について説明します。
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2 。1 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・711
χ の コ マ ン ド ラ イ ン

Ｔ甘Ｘ の基本的 な実行形式であるini ｔｅｘ.ｘ とｖiｒｔｅｘ.ｘ のコマンドライン解

釈について簡単に説明しておきます。

ini ｔｅｘ.ｘ とｖiｒｔｅｘ.ｘ には通常のプログラムでコマ ンドラインから指定する

オプ ションは存在し ませんo コマ ンドライン文字列は、そのまま「珀Ｘ への入力

文字として扱われます。

たとえば、 コマンドラインから次のように人力したとします。

A〉init ｅｘ tｅｓt.ｔｅｘ

この入力は、一見すればｔｅｓｔ.ｔｅｘをコマンドラインの引数として渡したよう

に見えますが、これはただ単に、

Ａ〉 ｉｎｉｔｅｘ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.99 jl ．７ ＰＩ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ 工ＮＩＴＥＸ）

ヰ＊ｔｅｓｔ ．ｔｅｘ

とし たの とまったく等価になります。 コマ ンドラ インか らの入力は、そのまま

「rＥＸ の人力として扱われる点に注意してください。

7［ｋＸ では、“＆”を先頭に持つ最初のコマンドライン引数のみ、特別の意味

を持ち ます。“＆”のあとに続 く文字列には、iniｔｅｘ.ｘ で作成した拡張子.fm ｔ

の ファイルを指定し ます。詳しくは、『Ｖｏロ ー Ｕｓｅｒ’ｓ Ｇｕide 編』 の第1.2.3 項

「■E;Ｘ の 種類 と実行ファイル」（ｐ.10）を参照してください。

なお、再三述べたようにｙＩＭＸ ぱ ‘＼”（“￥”）をパスの区切りとは解釈しま

せんので、コマンドラインからディレクト リ付きのファイル ネームを渡す場合は

“ ＼”（“￥”）のかわりに“／”を使用して ください。



２。２………………………ＦＯＮＴＭ ＡＮ オプ シ ョン

2｡2.１　ＦＯＮＴＭＡＮ オプション概説

フォントマネージャには、動作を指示するためのサブコマンドとしてのオプ

ションが６つ1)と、デバッグ情報を表示するためのオプションが２つあります。

サブコマンドとしてのオプションには、以下のものがあります。

・　 な し

●　- １

●　 一ａ

●　- ｎ

●　 －１

● －「

通常登録

すべての登録フォントエイリアス・ネームの表示

すべての登録フォントエイリアスの表示

すべての登録フォントネームの表示

登録フォントドライバの情報表示

フォントドライバを１レベル解除する

“-ﾉ に関しては、指定する引数によって動作が若干異なります。

フォントドライバの登録に失敗した場合には、デバッグ情報を表示しながら登

録を行えば、どこが間違っているのかを知る手がかりになりますO そのために２

つの追加オプションが用意されています。

●

●

一Ｖ-

Ｖ

コンフイギュレーションファイルの行内容を逐次表示-

Ｖの表示に加えてマクロ展阻後の行内容も逐次表示

１　
２．２．２　 ＦＯＮＴＭＡＮ オプ シ ョ ン詳説

以下、各オプ ションについて、詳 しく説|り1し ます。

２。２- ＦＯＮ ＴＩＸｙＩＡＮ オプ ショ ン

1) オフ'ションを指定しない

劣合 も含む。

2j



26

２-

引数なし　フォントマネージヤ常駐

書式：

機能：

解説：

fｏｎｔｍａｎ

フォントマネージャを常駐させます。

フォントマネージャを常駐させるだけです。

通常は、次に述べるように、コンフィギュレーションファイルを指定

することによってフォントの登録も同時に行いますから、この方法に

よって起動することは、まずないでしょう。

〈コンフィギュレーションファイル名〉

フォントマネージヤ常駐 ＆ フォント登録

書式：

機能：

解説：

fｏｎｔｍａｎ　< コンフィギュレ ーションファイル名〉

フ ォントマ ネージャを常駐させ、フォントを登録します。

第3.1 節 「コンフィギュレーションファイル文法」（ｐ.100）で説明する

コンフ ィギュレーションファイルを指定してフ ォントマネージャを常

駐させ、コンフィギュレーションファイルの指示内容に従ってフ ォン

トを登録していきます。フ ォントマ ネージャの基本的な登録方法です。

付加オプ ションとして、“-ｖ”か ６_Ｖ”を併用できます（後述）。

わかりやすぃように、コンフィギュレーションファイルの拡張子は.fm

に統 一してください。たとえば、ｍｉｎｃｈｏ.fm な ど とします。添付ディ

スクのコンフィギュレーションファイルは ｍｙｆｏｎｔｓ.fm という名前で

すから、これを使ってフォントマネージャを常駐させるには、次のよ

うにし ます。



A＞ｆｏｎｔｍａＴｌ ｍyｆｏｎｔｓ.ｆｍ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎ七 Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3. ００ｃ ＣｏＰｙｒigh ｔ （Ｃ）1989,90,91 ，92

by E ｘt （Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ が 常 駐 し ま し た 。

コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン を 読 み 込 み ま す。

ド ラ イ バ を 登 録 し ま す 。

ジ ェ ネ レ ー タ: Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆｏｎt ｍａｎ/j ｘ14. ｓyｓ

-g -0 0 -p A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/j ｘ14

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎt ID ＝$0001 ）

ジ ェ ネ レ ー タ エ Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆｏｎｔｍａｎ/j ｘ14. ｓyｓ

-ｍ -0 0 -p A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/j ｘ14

常 駐 し ま し たo （ｆｏｎt ID ＝$0002 ）

フ ィ ル タx Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/ｆｏｎｔlnaTI/ｓｍｏｏｔｈ.ｓｙｓ

‾ｓ 256 -P 16

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ID ＝S0003 ， 親 ｆｏｎｔ ID ＝$0000 ）

フ ィ ル タ: Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/ｆｏｎｔmaTI/ ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ

-j A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/ｆｏｎｔｓ/go ｔh10. ｔfm

eA こ/ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/dlmP

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎt ID ＝$0004 ， 親 ｆｏｎｔ ID ＝$0003 ）

フ ィ ル タ　: Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/ｆｏｎｔmaTI/ ｓｍｏｏｔｈ.ｓyｓ

ｓ` 256 -P 24

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎt ID ＝S0005 ， 親 ｆｏｎｔ ID ＝$0000 ）

フ ィ ル タ　: Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ

-j A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆｏｎtｓ/min10.tfm

-eA=/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/Ｔｅχ/ｄｌｍＰ

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎt ID ＝$0006 ， 親 ｆｏｎｔ ID ＝$0005 ）

登 録 は 正 常 終 了 し ま し た 。

Ａ〉

なお、この実行例は、アスキーの『パーソナル日本語「珀Ｘ フォント

ライブラリ」のJXL4 フォーマットフォントを使用した場合のもので

す。他のフォントを使用している方は表示内容が異なります。

フォントドライバの登録は何回でも実行することができますが、２回

目以降、フォントマネージャの常駐自体を重ねて行うことはしません。

この場合、フォントの追加登録だけを行いますO その際、同じ名前の

フォントがあった場合には上書きされます。なお、この方法でのフォ

ントの追加登録は32 回まで行えます。

２。２ - ＦＯＮ ＴＩＸｙＩＡ Ｎ オプ シ ョン
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ｅｒ ２- Ｏ ｉｏ ｎ ｓ

-Ｖ　<コンフィギュレーションファイル名〉

フォントマネージヤ常駐 ＆ フォント登録

書式：

機能：

解説：

fｏｎｔｍａｎ　ｖ 〈コンフイギュレーションファイル名〉

フォントマネージャを常駐させ、フォントを登録します。

第3.1 節「コンフィギュレーションファイル文法」（ｐ,100）で説明する

コンフィギュレーションファイルを指定してフォントマネージャを常

駐させ、コンフィギュレーションファイルの指示内容に従ってフォン

トを登録していきます。

“-ｖ”オプションを指定した場合は、読み込んだコンフィギュレーショ

ンファイルの行内容を逐次表示しますo

p.27 で使用したコンフィギュレーションファイルを用いて実行例を挙

げてみましょう。

Ａ〉ｆｏｎｔｍａｎ －ｖ ｍｙｆｏｎｔｓ ．ｆｍ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3. ００ｃ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ （Ｃ） １９８９ ，９０ ，９１ ，９２

ｂｙ Ｅ ）（ ｔ （Ｔ ．Ｋａｗａｍｏｔｏ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ が 常 駐 し ま し た 。

コ ン フ イ ギ ュ レ ー シ ョ ン を 読 み 込 み ま す 。

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒi ｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ［ＴＥＸＨＯＭＥ］/ｆｏｎｔｍａｎ

ｄｅｆｉｎｅ ｍａｘＦｏｎｔSi ｚｅ ＝256

define j ｘ14 ＝$ ｅｎｖ［ＴＥＸＨＯＭＥ］/j ｘ:L4

fｏｎｔ - ｔｅｘ一高 速 一明 朝 ＝ 一通 常 ＩＴｏｔｅｘＭｉｎ

ｆｏｎt - ｔｅｘ一高 速 －ゴ シ ッ ク ＝ 一強 調 ＩＴｏｔｅｘGo ｔｈ

ｆｏｎｔ- ｔｅｘ一明 朝 ＝ ＳＪＸＬ４ＭＩＮ

ｆｏｎｔ - ｔｅｘ－ゴ シ ッ ク ＝$ ＪＸＬ４ＧＯＴＨ

ド ラ イ バ を 登 録 し ま す 。

ジ ェ ネ レ ー タx Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆｏｎセｌａｎ/j ｘ14. ｓyｓ-g

-o O -p A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/j ｘ14

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎt ID ＝$0001 ）

ジ ェ ネ レ ー タ ＝ Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆｏｎｔllaTI/j ｘ１４.ｓｙｓ-

ｍ -o O -p A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/TeX/j ｘ14

このようにコンフィギュレーションファイルの内容が付加されて表示

されます。フォントマネージャの常駐時、コンフィギュレーションファ

イルの不備が指摘された場合（登録に失敗した旨が表示されます）に

は、この表示を参考にして対処することができます。

一 一



-V　〈コンフィギュレーションファイル名〉

フォントマネージヤ常駐 ＆ フォント登録

書式：

機能：

解説：

fｏｎｔｍａｎ -Ｖ 〈コンフィギュレーションファイル名〉

フォントマネージャを常駐させ、フォントを登録します。

第3.1節「コンフィギュレーションファイル文法」（ｐ.100）で説明する

コンフィギ２レーションファイルを指定してフォントマネージャを常

駐させ、コンフィギュレーションファイルの指示内容に従ってフォン

トを登録していきます。

A 〉ｆｏｎｔlnan - Ｖ ｍｙｆｏｎｔｓ.ｆ ｍ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ ＣｏＰy ｒｉｇｈt ( Ｃ)1989 ，90 ，91 ，９２

ｂy EXt( Ｔ. Ｋａｗａｍｏｔｏ)

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ が 常 駐 し ま し た 。

コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン を 読 み 込 み ま す 。

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒi ｖｅｒ ＝ Ｓｅｎｖ[ ＴＥＸＨＯＭＥ]/ ｆｏｎｔｍａｎ

＞　 ｄｅｆｉｎｅ ｄｒi ｖｅｒ － Ａ:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/ ｆｏｎｔ ｍａｎ

ｄｅｆｉｎｅ ｍａｘＦｏｎｔSi ｚｅ ＝256

－＞　　 ｄｅｆｉｎｅ ｍａｘＦｏｎｔSi ｚｅ ＝256

define j ｘ14 ＝ 串ｅｎｖ[ ＴＥＸＨＤＭＥ]/j ｘ14

－〉　 ｄｅｆｉｎｅ ｊｘ14 ＝ Ａ:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/j ｘ１４

ｄｅｆｉｎｅ ｆｏｎｔｓ ＝$ ｅｎｖ[ ＴＥＸＨＯＭＥ]/ ｆｏｎｔｓ

－〉　 ｄｅｆｉｎｅ ｆｏｎt ｓ ＝ Ａ:/ ｕｓｒ/ １０Ｃａ１/ ＴｅＸ/ ｆｏｎt ｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｌｍＰ ° $ ｅｎｖ[ ＴＥＸＨＯＭＥ]/dllllp

－〉　　 ｄｅｆｉｎｅ ｄｌｌｍＰ ° A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ Ｔｅχ/dllmp

define JXL40p ｔｉｏｎｓ ＝ －oO

－〉　define JXL40Pt ｉｏｎｓ ° －o0

dfil ｔｅｒ ＭｉｎＳｍｏｏt ｈ ＝Sd ｒi ｖｅｒ/ ｓｍｏｏｔｈ. ｓy ｓ

ｓ 軸 ａｘＦｏｎｔＳｉｚｅ - ｐ ２４

－＞　　 ｄｆｉｌｔｅｒ ＭｉｎＳｍｏｏｔｈ ＝ Ａ：／ｕｓｒ／１０ｃａ１ ／ＴｅＸ／ｆｏｎｔｍａｎ

／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ －ｓ ２５６ －Ｐ ２４

ｄｆｉｌｔｅｒ ＧｏｔｈＳｍｏｏｔｈ ＝$ ｄｒｉｖｅｒ ／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ －ｓ $ ｍａｘＦｏｎｔＳｉｚｅ

-Ｐ １６

－＞　　 ｄｆｉｌｔｅｒ ＧｏｔｈＳｍｏｏｔｈ ＝ Ａ＝／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／ＴｅＸ ／ｆｏｎｔ皿ａｎ

／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ －ｓ ２５６ - ｐ １６

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＪＸＬ４Ｍｉｎｃｈｏ ＝$ ｄｒｉｖｅｒ ／ｊｘ１４ ．ｓｙｓ - ｍ $ ＪχＬ４０Ｐｔｉｏｎｓ

-Ｐ $ ｊｘ１４

－＞　 ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＪＸＬ４Ｍｉｎｃｈｏ ＝ Ａ： ／ｕｓｒ ／１０ｃａ１／ＴｅＸ／ｆｏｎｔｍａｌｌ

／ｊｘ１４ ，ｓｙｓ- ｌｎ －０ ０ －Ｐ Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／ＴｅＸ／ｊｘ１４

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＪＸＬ４Ｇｏｔｈｉｃ ° $ ｄｒｉｖｅｒ ／ｊｘ１４ ．ｓｙｓ －ｇ $ ＪＸＬ４０ｐｔｉ ｏｎｓ

－Ｐ $ ｊｘ１４

－＞　　 ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＪＸＬ４Ｇｏｔｈｉｃ － Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１／ＴｅＸ／ｆｏｎｔｍａＴＩ

／ｊｘ１４ ．ｓｙｓ －ｇ －ｏ Ｏ －ｐ Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／ＴｅＸ／ｊｘ１４

２。２ - ＦＯＮ ＴＮｙＩＡＮ オプシ ョ ン
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３０

２-

“-Ｖ”オプションを指定した場合は、読み込んだ行の内容と、マクロ

展開後の結果を逐次表示します。

ｐ,27で使用したコンフィギュレーションファイルを用いて前ページに

実行例を挙げてみました。-＞のあと、“-Ｖ”オプションを指定した場

合に表示される情報以外に、コンフィギュレーションファイルの各行

をマクロ展開した結果が表示されることに注目してください。 “-Ｖ”

オプションでコンフィギュレーションファイルの行内容を表示しても

エラーに対処しきれない場合は、“-Ｖ”オプションを指定することに

より、より詳細な情報を得ることができます。



-１

書式：

機能：

解説：

フォント一覧

fｏｎｔｍａｎ -1

登録 フォントの一覧 を表示し ます。

すべての登録フォントのフォントエイリアスおよびフォントネームを表

示します。フォントエ イリアスやフォントネームについては、第3.1 節

「 コンフィギュレーションファイル文法」（ｐ,100）を参照してください。

ｐ.27 か ら使用してい るJXL4 フ ォーマ ットフ ォントを登録するコン

フィギュレーションファイルを用いた場合の“-1 ” オプ ションによる

実行例を挙げ ます。

A 〉ｆｏｎ七ｍａｎ －１

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３.00c Copy ｒｉｇｈｔ （C ）1989 ，９０，91 ，９２

ｂｙ Ｅ Ｘt （Ｔ.ＫａｗａＴｎｏｔｏ）

-t ｅｘ一高 速 一明 朝

一通 常

-ｔｅｘ一高 速 －ゴ シ ッ ク

一強 調

-ｔｅｘ一明 朝

-ｔｅｘ－ゴ シ ッ ク

ｓｈａｒP ‾ｒｏｍ

大 日 本 一ゴ シ ッ ク

大 日 本 一明 朝

ｓｈａｒP- 「ｏｍ―平 滑 （１６）

ｓｈａｒＰ―ｒｏｍ‐平 滑 （16 ） ｔｅｘ［ｇｏｔｈ］

ｓｈａｒP-「ｏｍ一平 滑

ｓｈａｒp- ｒｏｍ一平 滑- ｔｅｘ［ｍｉｎ］

Ａ〉

著作権表示の行より下にある名前のうち、ハイフンc4_ｱ1　か ら始 まっ

ているものがフ ォントエイリアスです。それ以外（“ｓｈａｒp- ”あるい

ぱ 大日本一”から始 まっているもの）がフォントネームです。

２。２ 一 ＦＯＮ ＴＩＸｙＩＡＮ オ プ ショ ン

３ １



Ｃｈａｐｔｅｒ ２-

３ ２

－ａ

書式：

機能：

解説：

フォントエイリアスー覧

fｏｎｔｌｌａＴＩ -ａ

登録フォントエイリアスの一覧を表示します。

すべての登録フォントのフォントエイリアスについて、何の別名であ

るかを一覧表示します。

ｐ.27から使用しているJXL4 フォーマットフォントを登録するコン

フイギュレーションファイルを用いた場合の“-ａ”オプションによる

実行例を挙げます。ｐ.31の“-1 ”オプションによってフォントエイリ

アスとフォントネームを表示した場合と比較してください。

A〉ｆｏｎｔｍａｎ -ａ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3.00c CoPy ｒigh ｔ （C ）1989,90,91,92　by EXt

（T.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

-tｅｘ一高速 一明 朝 ＝ ｓｈａｒP ―ｒｏｍ-平 滑-t ｅｘ［ｍｉｎ］

一通 常 ＝ ｓｈａｒP-ｒｏｍ一平滑

-tｅｘ一高速－ゴ シ ッ ク ＝ ｓｈａｒp ―ｒｏｍ-平 滑（16 ）-ｔｅｘ［gotｈ］

一強 調 ＝ ｓｈａｒP-ｒｏｍ一平 滑（16 ）

-tｅｘ一明 朝 ＝ 大 日本一明 朝

-tｅｘ－ゴ シッ ク ＝ 大 日本 一ゴシ ッ ク

A〉



－ｎ

書式：

機能：

解説：

フォントネーム一覧

fｏｎtｍａＴＩ -ｎ

フォントネームの一覧を表示します。

すべての登録フォントのフォントネームについて、一覧を表示します。

ｐ.27から使用しているJXL4 フォーマットフォントを登録するコン

フィギュレーションファイルを用いた場合の“-ｎ”オプションによる

実行例を挙げます。 ｐ.31の“-1 ”オプションによってフォントエイリ

アスとフォントネームを表示した場合と比較してください。

A ＞ｆ ｏｎｔｍａｎ - ｎ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎt Ｍａ７１ａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （Ｃ ）1989, ９０.91 ，９２

ｂｙ Ｅ ）（t （Ｔ. Ｋａｗａｍｏｔｏ）

ｓｈａｒＰ- ｒ Ｑｍ

大 日 本 一ゴ シ ッ ク

大 日 本 一明 朝

ｓｈａｒｐ- ｒｏｍ 一平 滑 （16 ）

ｓｈａｒP- ｒｏｍ 一平 滑 （16 ）-ｔｅＸ［got ｈ］

ｓｈａｒp ―ｒｏｍ- 平 滑

ｓｈａｒp- ｒｏｍ 一平 滑 －ｔｅｘ［ｍｉｎ］

Ａ〉

“-1 ”オプションを使用した場合の表示から、C4_ilで始まるエントリ

（フォントエイリアス）を除いたものと同じになります。

２。２- ＦＯＮＴＭ ＡＮ オプション
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３ ４

２- Ｏ

－１

書式

機能

解説

登録フォントドライバ情報一覧

fｏｎｔｍａｎ -i

すべての登録フォントドライバの情報を表示しますo

すべての登録フォントドライバについて、詳細情報（登録時のドライ

バオプション）を表示します。

Ａ＞ｆｏｎｔ℡ａｎ －ｉ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3. ００ｃ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （ Ｃ） １９８９ ，９０ ，９１ ，９２

ｂｙ Ｅ ）（ ｔ （ Ｔ．Ｋａｌｉａｍｏｔｏ ）

ｓｈａｒｐ－ｒｏｍ

Ｒ Ｏ Ｍ フ ォ ン ト ：ｄｅＰｔｈ ＝$0000 ， ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0000

大 日 本 一ゴ シ ッ ク

ビ ッ ト マ ッ プ ジ ェ ネ レ ー タ:　 ｄｅＰｔｈ ° $0001 ，

ｆｏｎt ID ＝S0001

A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ Ｔｅχ/ｆｏｎｔllan/j ｘ14. ｓｙｓ －ｇ －ｏ Ｏ

-p A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/j ｘ14

大 日 本 一明 朝

ビ ッ ト マ ッ プ ジ ェ ネ レ ー タ:　 ｄｅＰt ｈ ＝$0001 ，

ｆｏｎt ID ＝S0002

A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/ｆｏｎｔllaTI/j ｘ１４. ｓy ｓ －ｌｎ　 ｏ Ｄ

-P A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/j ｘ14

ｓｈａｒp －ｒｏｍ一平 滑 （１６ ）

ビ ッ ト マ ッ プ フ ィ ル タ:　　　　 ｄｅｐt ｈ ＝S0001 ，

ｆｏｎt ID ＝10003 ， 親 ｆｏｎt ID ＝$0000

A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/ｆｏｎｔllan/ ｓｍｏｏｔｈ. ｓy ｓ －ｓ 256 -P 16　　

ｓｈａｒp- ｒｏｍ一平 滑 （１６ ）－ｔｅｘ［ｇｏｔｈ ］

ビ ッ ト マ ッ プ フ ィ ル タ:　　　　 ｄｅｐt ｈ ＝$00 〔〕1 ，

ｆｏｎｔ ID ＝$ ０００４ ， 親 ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$ ０００３

Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／Ｔｅχ／ｆｏｎｔｍａｎ ／ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ

－ｊ Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／ＴｅＸ ／ｆｏｎｔｓ／ｇｏｔｈ１０ ．ｔｆｍ

－ｅ Ａ ＝／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／Ｔｅχ ／ｄｌｌｍＰ

ｓｈａｒｐ－ｒｏｍ一平 滑

ピ ッ ト マ ッ プ フ ィ ル タ:　　　　 ｄｅＰｔｈ ＝S0001 ，

ｆＯｎｔ ID ＝$0005 ， 親 ｆＯｎt ID ＝S0000

A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ Ｔｅχ/ｆｏｎｔｍａｎ/ ｓｍｏｏｔｈ. ｓy ｓ －ｓ ２５６ - Ｐ ２４

ｓｈａｒＰ－ｒｏｍ一平 滑 －ｔｅｘ［ｍｉｎ］

ビ ッ ト マ ッ プ フ ィ ル タ ：　　　　 ｄｅｐｔｈ ゛ S0001 ，

ｆｏｎｔ ＩＤ ＝ １０００６ ， 親 ｆｏｎｔ ＩＤ ＝S0005

A ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／Ｔｅχ／ｆｏｎｔｌｌａＴＩ／ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ

－ｊ Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／ＴｅＸ ／ｆｏｎｔｓ／ｍｉｎ１０ ．ｔｆｍ

－ｅ Ａ こ/ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ Ｔｅχ/ ｄｌｍＰ

Ａ〉



一 一 一 一

p.27 か ら 使川してい る 、ＪＸＬ」フ すーマ ットフ ォントを.ぴ録 するコン

マｆギュレーツヨンファ イル引［Jい た］易作ソい-i ” オブ ンションに上

る知 班 前へづ に付 ており した、

一 一 一 一 一 一

２ 。２ 一一一 Ｆ Ｏ Ｎ Ｔ Ｎ４Ａ Ｎ オ プ シ ョ ン

一一　　　 一　　 一一一一一一一
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２)ＦＯＮＴ Ｍ ＡＮ Ｖｅｒ．１ で

は、 こ のフ ォ ントID を

も と に コ ンフ ィ ギュ レ ー

シ ョン フ ァ イル を 作 成 し

な け れば な ら な かっ た た

め、 コンフ ィギュレ ーシ ョ

ン フ ァ イル の 作成 は 必 ず

し も簡 唯な もの では あ り

ませ んで し た。

-i=$ 〈数値〉　指定フォントドライバ情報

書式：

機能：

解説：

fｏｎｔｍａｎ-i=$ 〈数値〉

指定フォントドライバの情報を表示します。

<数値〉で指定したフォントドライバについて、詳細時報（登録時の

ドライバオプション）を表示します。なお、〈数値〉は16 進数で指定

します。

ｐ.27 から使用しているJXL4 フォーマットフォントを登録するコン

フィギュレーションファイルを用いた場合、“ｆｏｎｔｴD ＝$0003 ”等

の部分がフォントドライバのID です。

フォントドライバには、登録された順番に「フォントID 」と呼ばれる

情報が付与されます。そして、各フォントドライバはこのID をもと

にしてフォントデータのやりとり（入出力）を行います。つまり、ある

フォントドライバについて注目してみると、その親ID を持つフォン

トドライバの出力は当該フォントドライバの入力に、自身のID は当

該フォントドライバの出力にあたります。したがって、フォントID

を追っていけば、そのフォントがどのフォントドライバによって処理

されたものかわかります2）o

このフォントID を本オプションで指定すると、そのフォントドライ

バだけの情報表示に限定されます。たとえば、“ｆｏｎtＨ）=$0003”に

ついての表示を行いたいなら、以下のようにします。

A ＞ｆｏｎｔｍａ７１ －i＝$ ０００３

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （ Ｃ）1989 ，90 ，91 ，９２　

ｂｙ E ｘt （Ｔ. Ｋａｗａｍｏｔｏ）

ｓｈａｌ’Ｐ―ｒｏｍ- 平 滑 （16 ）

ビ ッ ト マ ッ プ フ ィ ル タ:　　　 ｄｅＰｔｈ ° $0001 ，

ｆｏｎt ID ＝S0003 ， 親 ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0000

A2 ／ｕｓｒ ／１０ｃａ１ ／Ｔｅχ／ｆｏｎｔｍａｎ ／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ －ｓ ２５６ - ｐ １６

Ａ〉



-i= 〈フォントネーム〉　指定フォントドライバ情報

書式：

機能：

解説：

２。２ - ＦＯＮ ＴＩＶＩＡＮ オプシ ョ ン

fｏｎtｍａＴＩ -i=〈フォントネーム〉

指定フォントドライバの情報を表示します。

〈フォントネーム〉で指定したフォントドライバについて、詳細情報

（登録時のドライバオプション）を表示します。なお、<フォントネー

ム〉にはフォントエイリアスも指定可能です。

ｐ.27から使用しているJXL4 フォーマットフォントを登録するコン

フィギュレーションファイルを用いた場合、大日本一明朝 フォントに

ついて表示を行いたいなら、以下のようにします。

Ａ＞ｆｏｎｔｍａｎ －ｉ ＝大 日 本 一明 朝

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ ＣｏＰyｒｉｇｈｔ （Ｃ ）1989 ，90 ，91 ，９２

ｂｙ Ｅ Ｘt （Ｔ. Ｋａｗａｍｏｔｏ）

大 日 本 一明 朝

ビ ッ ト マ ッ プ ジ ェ ネ レ ー タ:　 ｄｅｐt ｈ ＝$0001 ，

ｆｏｎｔ ID ＝S0002

A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ Ｔｅχ/ ｆｏｎｔ ｍａｎ/j ｘ14. ｓy ｓ- ｍ －o0

-P A:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ＴｅＸ/j ｘ14

A 〉
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３ ８

２-

一「

書式：

機能：

解説：

フォントドライバ解除

fｏｎｔｍａｎ-ｒ

フォントドライバを解除します。

フォントドライハを１レベル(ldept,h) 解除します。そのレベルで使

用していたメモリはこの時点で解放されます。すべてのドライバが解

除されたら、フォントマネージャ自体も解除されます。

たとえば、二重にフォントマネージャを登録していた場合、１度目の

解除では、２回目の常駐時に登録されたフォントドライバだけが解除

されます。

A〉ｆｏｎtｍａｎ -ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎt Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3.00c CoPy ｒighｔ （C ）1989,90,91,92by EXt

（T.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

ldeP ｔｈ 分の フ ォン ト ドラ イバ が 解除 さ れ ました。

Ａ〉

２度日の解除で、１回目の常駐時に登録されたフォントドライバ、お

よびフォントマネージャが解除されます。

A〉ｆｏｎｔｍａｎ -ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3.00c CoPy ｒight （Ｃ）1989,90,91 ，92by

E ゛t （T.Ｋａｗａｍｏtｏ）

1 dePｔｈ分 の フ ォン ト ドラ イバ が 解除 さ れ まし た。

フ ォ ント マネ ージ ャ は 解除 さ れ まし た。

A〉

通常使用する場合は、「フォントマネージヤは解除されました。」とい

うメッセージが出るまで解除操作を繰り返してください。



2.3 ………ＰＲＥＶＩＥＩＶ オプ シ ョン

1　2j.
１　 ＰＲＥＶＩＥＷ オプション概説

プレビューアには、以下のオプションがあります。

●　 －ｒｅｍａｒｋ

●　 －ｉｎｆ ｏ

●　 ‾ｄＰｉ

●　 ‾ｍａｇ

●　 －ｔｉ ｍｅｒ

●　
‾
ｈｉ ｇｈＲｅｓｏ

●　 －ＧＲＡＭ

●　- ｂｕｆ

●　- ｗｉ ｄｔｈ

●　
‾
ｈｅｉｇｈｔ

●　 －ｘ Ｏｆｆｓｅｔ

●　
‾
ｙ Ｏｆｆｓｅｔ

° ‾ＰａＰｅｒ Ｃ０１

●　 ‾Ｐｅｎ Ｃｏ１

°
‾Ｐ
ｋ２ｆ ｏｎｔｍａｎ

●　
‾Ｐ
ｋ３ｆ ｏｎｔｍａｎ

●　 －ｆｏｎｔｍａｎχ ａχＳｉｚｅ

° ‾１ａｙｏｕｔ

●　 －ｓｕｂ ｓｔ

注釈文

情報表示

解像皮指定

拡大率指定

キースキャン・タイマ・インターバル指定

高解像度指定

グラフ ィックＲＡＭ 使 用宣言

ページバッフ ァ数指定

バッフ ァ横ドット数指定

バッフ ァ縦ドット数指定

左上座標指定( Ｘ 座標)

乙ﾐ上 座標指定( Ｙ 座標)

背 景色の指定

ペンの色の指定

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.2の 変 換ファイル指定

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３の変換ファイル指定

フ ォントマネージャの最大フォントサイズ

レイアウト表示指定

代用表示方法指定

なお、これらは大文字、小文字の区別をしません。

2｡3.２　 ＰＲＥＶＩＥＷ オプション詳説

以下、各オプションについて、詳しく説|りjし ます。

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション

３ ９



４ ０

２- Ｏ ｉｏ ｎ ｓ

-ｒｅｍａｒｋ 注釈文

書式：

機能：

解説：

皿ｒｅｍａｒｋ°[ｓｔｒing]

注釈文を書きます。

[ｓｔｒing] には、半角スペースを含めないでください。かわりに、か

なスペースまたは全角スペースを使用します。プレビューアのコン

フィギュレーションファイルにコメントを残したい場合、これを利用

します。

１

２

３

皿ｒｅｍａｒｋ=　p ｒｅｖieｗ.cfg　fo ｒ　E ｘ t

-ｂｕf=9 - ｒｅｍａｒｋ=バ ッフ ァは前 後 そ れぞ れ ４画 面

-GRAM　- ｒｅｍａｒｋ=グ ラフ ィッ ク ＲＡＭは 未使 用 で もっ たい な いか ら使 う

List 2- 1 の１行目は、コメント行として使用する例です。２行目や

３行目では、各行の右側にコメントを併記する形式の例です。

［ｓｔｒing］のなかに使用するスペースとしては、かなスペースはわか

りにくいので、かわりにアンダースコア“ ＿”を使うのも手です。



-info　 情報表示

書式：

機能：

解説：

-info

各種|青報を表示して終了します。

テキストの縦横のドット数や総ページ数等、各種情報を表示し、その

まま終了します。

実行例を挙げますo

A〉Pｒｅｖieｗ －info P ｒｅｖieｗ

X680 ×Ｏ ＴｅＸ Ｐｒｅｖieｗｅｒ Ｖｅｒ 2P09a CoPy ｒighｔ 1989 ，90，91

，92，９３ ｂｙ E X t （Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

Tpic Special ｓ ｓｕPPoｒt Ｖｅｒ 1.00a CoPy ｒight　1993 by 

ＴＳＧ＋SＨIＭA

f ｏｎｔ ｍａｎａｇｅｒ

フ リ ー ス ペ ー ス

内 Ｇ Ｒ Ａ Ｍ

総 バ ッ フ ァ 数

：ｖｅｒｓｉｏｎ ３

：　3242 K b ｙｔｅｓ

：　５１０ Ｋ ｂｙｔｅｓ

：　７

バッファ幅，高さ:　1024 ，

テキスト左上座標:（　118 ，

テキスト右下座標:（　855 ，

2048　

118 ）1260

）

フ ォー マ ッ ト　　 ：Ｔ ｅ χ

基 本 Ｄ Ｐ Ｉ　　　　：１１８

拡 大率　　　　　 ：１

総 ペー ジ 数　　　 ：１１

フ ォン ト　　　　:

5: 118/ ｃｍｒ6.pk －〉 Ａ:/ｕｓｒ/１０ｃａ１/Teχ/Ｐｋｓ/118/ ｃｍｒ6.ｐｋ

７: 118/ ｃｍｓｙ6.Ｐｋ －＞ｄｌＴＩｌｍｙ ｆｏｎｔ

10: 118/ ｃｍｒ7･pk －〉 Ａ:/ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/Pkｓ/118/ ｃｍｒ7.Pk

16: 118/ ｃｍｒ8.pk －〉 Ａ:/ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/pkｓ/118/ ｃｍｒ8.Pk

18: 118/ ｃｍｓy8.Pk －〉 Ａ:/ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/Ｐｋｓ/118/ ｃｍｓy8.pk21: 118/min8.pk -

〉- ｔｅｘ一高速 一明 朝 （　13.0621 ）

Or ｆｏｎt ｍａｎａｇｅｒ」 の行は、フォントマネージヤのバージョンを

表示しています。

Ｏ　 「フリースペース」の行は、グラフィックＲＡＭ も含めて、プ レ

ビューアがワ ーキングエリア1）として使用可能な空 きエ リアの容

量を、 Ｋ バイト単位で表示しています。

○ 「内 ＧＲＡＭ」の行は、フリースペースのうち、グラフィック ＲＡＭ

に割り当てられた部分を Ｋ バイト単位で表示してい ます。

Ｏ　 「総バッファ数」の行は、プ レビューアカ坏宦保しているページバッ

ファの個数です。この個数の指定には、オプ ション“-ｂｕf・ を使

用してください。

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション

）マニュアル類には、cell　

領 域 と述 べ られてい る

部分。

４ １
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Ｏ　「バッファ幅、高さ」の行から「テキスト右下座標」の行までは、

ページバッファのサイズを表示しています。座標は、バッファの左

上隅を原点にとり、右方向および下方向か正として表示されます。

○　「フォーマット」の行は、ｄｖi ファイルが通常の横書きＴｋＸ の

ものか、縦書きITIEIXのものであるかを示しています。

○　「基本DP 工」の行は、オプ ション“-ｄＰｉ”で指定した値であっ

て、実際の画而のdpi 値ではありませんo 実際の両面のdpi 値は

約71dpi ですから、この行の表示が71 より大きければ大きいは

ど、画面Jに はより拡大されて表示されることになります。

○　「拡大率」の行は、オプション“-ｍａｇ”で指定した率を表示して

います。

Ｏ　「総ページ数」の行は、ｄｖiファイルに含まれているページの総

数です。

○　「フォント」の行から下の部分は、ｄｖiファイルで使用されてい

るフォントの一覧です。ここをよく見ると、代用フォントの状態

がわかりますo 詳しくはオプション“-ｓｕｂｓt”の項を参照してく

ださい。



-dPi　 解像度指定

書式：

機能：

解説：

-dpi=［ｎｕｍ］

解像度を直接指定します。

単位はdPi です。本オプションを指定していないとき、プレビューア

の解像度にはH8dpi が採用されます。この値は、16 ドットフォント

の漢字がほぼ10 ポイントになるように決められました。

ただし、実際のディスプレイの解像度は、実測によると約71dpi です。

したがって、71dpi 用のフォントを別途作成し、“Pｒｅｖieｗ-dPi=71 ”

を実行すれば、画面上に正確なサイズで表示することができます。

以下に示すのが、実測のために使川した「物差し」です。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔyle{j ｒｅＰｏｒt}

＼ｂｅｇｉｎ{ｄｏｃｕｍｅｎt}

＼ｂｅｇｉｎ{ｃｅｎｔｅｒ}

＼ｕniｔｌｅｎｇｔｈ ｌｍｍ

＼ｎｅｗｃｏ１１ｎｔｅｒ{ｎｕｍ}

＼beginfpic ｔｕｒｅ}(100 ，10)

＼Pｕｔ(0 ，10)f ＼11ne(1 ，0){100}}

＼ｍｕlｔiPｕｔ(0 ，10)(1 ，0){101}{ ＼11ne(0, －1){2}}

＼ｍｕlｔiPｕt(5 ，10)(10,0){10}{ ＼11ne(0, －1)f3}}

＼ｍｕltip ｕｔ(0 ，10)(10, ０){11H ＼11ne(0, －1){5}1

＼ｅｎｄｆＰｉｃtｕｒｅ}

＼ｅｎｄｆｃｅｎtｅｒ}

＼thiｓPage ｓtyle{ ｅｍＰty1

＼ｅｎｄ{ｄｏＣｌｌｍｅｎt}

このファイルｒｕleｒ.ｔｅｘ をI ぎITEX に か け、プレビューアで 見てみま

しょう（ｒｕleｒ.ｔｅｘは、71dpi の フ ォントを作成しなくても見るこ と

がで きるように、目盛等 の数字表示は省略 してい ます）。

Ａ＞1aｔｅｘ ｒｕleｒに 二 言i=
、･ 一

画面に本物の物差しを当てて訓ってみてください。正しいスヶ一ルで

あることが確認できるでしょう。 もちろん、この「物差し」はプ リン

タに出力することもできます。

ノ ‾ ‾ 　 コ

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション

４３



４ ４

２- Ｏｐｔｉｏｎｓ

-ｍａｇ　 拡大率指定

書式1 :　- ｍａｇ=［111m］

書式2 :　- ｍａｇ=half

機能：　拡大率を指定します。

解説：　この指定に従って、表示拡大率が変化します。このオプションの指定

がない場合、ｄｖiファイルに書き込まれている値が採用されます。各

指定値に対応する実際の拡大率とフォントのdpi 値を以下に挙げま

す。「フォント」の項目は、“-dpi=118 ”と指定した場合、拡大後、ど

のフォントが主に使われるかを示したものです。

指定 �拡大率 �フォント

０

ｈａｌｆ

１　

２　

３　

４　

５ �1.000

倍1.096

倍1.200

倍1.440

倍1.728

倍2.074

倍2.488

倍 �118dpi129dpi142dpi170dpi204dpi245dpi294dpi

-ｔｉｍｅｒ　 キースキャン・タイマ・インターバル指定

書式：

機能：

解説：

-ｔｉｍｅｒ=[ｎｕｍ]

キースキャンのためのタイマ・インターバルを指定します。

数値が小さいほどスクロールが速くなります。あまり数値が小さいと

書き込みが行われなくなる恐れがあるので、お勧めできません。デ

フォルトは60 です。

次に、少しキースキャン・タイマ・インターバルを速くしてみる場合

の指定例を挙げます。

Ａ〉ｐｒｅｖieｗ -tｉｍｅｒ=50 ｓａｍＰlｅ



-ｈｉｇｈＲｅｓｏ　 高 解 像 度 指 定

書式

機能

解説

-ｈｉｇｈＲｅｓo

1024 ×848 ドットの表示モードにします。

このとき、さらにテキストＲＡＭ の一部をce11 領域２)に使用します。

→ 二 ） ‾ 二

1024 ×848 ドットの表示モードでは画面がちらつきますが、これは

ハードウェアの制限からくる症状で。デバイスドライバのトラブルで

はありません。

-ＧＲＡＭ　グラフィック ＲＡＭ 使用宣言

書式：

機能：

解説：

-GRAM

グラフィックＲＡＭ もcell 領域に使用します。

グラフィックＲＡＭ もce11 領域に使用したい場合に指定します。

グラフィックＲＡＭ が他の目的に使用されていた場合はエラーを表示

して終了します。

A〉Pｒｅｖieｗ -ＧＲＡＭ ｓamPle

X680 ×O TeX P ｒｅｖieｗｅｒ Ｖｅｒ 2P09a CoPy ｒighｔ 1989 ，90，91，92，93

by E ゛t （Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

ＴＰｉｃ ＳＰｅｃｉａｌｓ ｓｕPPoｒt Ｖｅｒ 1.00a Copy ｒighｔ 1993

by TSG 十SH工ＭA

PｒｏＦ 『゙ｎ ＳｔoP : ｇｒａｐｈｉｃ Ｒ Ａ Ｍ は 使 用 で き ま せ ん 。

この表示が出た場合には、グラフィックＲＡＭ を専有しているアプリ

ケーション３)を外し、使川できるようにしてくださいO

もし、そのアプリケーションを外したくなければ、プレビューアでの

グラフィックＲＡＭ の使川(- ＧＲＡＭ)をあきらめるしかありません。

２。３- ＰＲ ＥＶＩＥＶＶ オプ シ ョン

2)ＴｋＸ ドライバが使うワー

キングエリア。

3)最 も可能性の高いものは、

グラフィックＲＡＭ ディ

スクでしょう。
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Ｃｈａｐｔｅｒ ２ - Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

４ ６

-ｂＵ:f　ページバッファ数指定

書式：

機能：

解説：

-ｂｕf=[nllm]

ページバッファを何ページ分メモリにとるかを指定します。

このオプションを省略した場合、デフォルトとして２が採用されま

す。現在のページを中心にして、どのページをメモリにためるかを指

定します。現在のページが５ページのときの例をバッファ数別に挙げ

ておきますo　　　　　　　　　　　　　　　・

バッファ数 �ためるページ

２

３

４

５

６

７ �

５６

４５６

４５６７

３４５６７

３４５６７８

２３４５６７８

前後のページにすぐに移りたいのなら、最低でも４ページ分のバッ

ファがないと快適な環境にはならないでしょう。

-Ｗｉｄtｈ　バ ッファ横ドット数指定

書式：

機能：

解説：

-ｗidｔｈ=［ｎｕｍ］

バッファの横幅をドット単位で指定します。

ただし、ｐ.45 で 述べたオプ ション“-ｈｉｇｈＲｅｓｏ”が指定されていない

と、本オプションの指定は意味があ りません。 デ` フ ォルトは1024 で

す。 また、指定する値は16 の 倍数でなければなりませ ん。

なお、表示対象の ｄｖi フ ァイルの横幅 を超えて指定することはできま

せ ん。

使用例を挙げますo

A＞Pｒｅｖieｗ -ｈｉｇｈＲｅｓｏ -ｗidtｈ=1536 ｓａｍＰｌｅ

プレビューアで閲覧可能な幅が1.5 倍 に増えます。



-ｈｅｉｇｈｔ　バッファ縦ドット数指定

書式:　- ｈｅｉｇｈｔ=［ｎｕｍ］

機能：　 バッフ ァの縦幅をドット単位で指定します。

解説：　 ただし、ｐ.45 で述 べたオプ ション“-ｈｉｇｈＲｅｓｏ”が指定されていない

と、本オプションの指定は意味がありませ ん。デフ ォルトは2048 で

す。 また、指定す る値 は16 の倍数でなければ なりません。

なお、表示対 象の ｄｖi フ ァイルの縦幅を超えて指定するこ とはできま

せん。

使用例を挙げ ます。

犬
二 二 二

十

プ レビューアで閲覧可能な高さが1.5 倍 に増えます。

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション
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２- Ｏｐｔｉｏｎｓ

-ｘOff ｓｅt　左上座標指定( Ｘ 座標)

書 式：

機能：

解説：

-ｘOffｓｅｔ=［ｎｌｍ］

画面に対して書き込む位置をドット単位で指定します。

次ページで説明する“-yOffｓｅｔ”と対にして使用します。

座標系は画面左上を原点とし、右方向が Ｘ 軸の正の方向、下方向か

Ｙ 軸の正の方向です。これらのスイッチで、どの位置から書き込みを

始めるかを指定します。たとえば、“-ｘOffｓｅｔ=O”と指定します。

次ページで説明する-yOff ｓｅt と対にして使用しますo

座標系は画面左上を原点とし、右方向が Ｘ 軸の正の方向、下方向

か Ｙ 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込みを始

めるかを指定します。

これを、“-ｘOffｓｅｔ=100 ”と指定すると、下の例のように100 ド ット

右方向にずれます。

次ページで説明する-yOff ｓｅt と対にして使用します。

座標系は画面左上を原点とし、右方向が Ｘ 軸の正の方向、下方向

か Ｙ 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込

めるかを指定します。

負の値を指定すると、逆に左方向にずれます。デフォルトとしては、

画面の中央に印刷用紙の中央がくるような値が採用されていますO



-yOff ｓｅt　左上座標指定( Ｙ 座標)

書式：

機能 ：

解説：

-yOffｓｅｔ-［nllm］

画面に対して書き込む位概をドット単位で指定します。

前ページで説明しだ- ｘOffｓｅｔ”と対にして使用します。

座標系は、画而左上を原点とし、右方向がＸ 軸の正の方向、下方向が

Ｙ 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込みを始

めるかを指定します。たとえば｡“-yOff ｓｅｔ=O”と指定します。

前ページで説明した- ｘOffｓｅｔ と対にして使用しますo

座標系は画面左上を原点とし、右方向が Ｘ軸の正の方向、下方向

か Ｙ 軸の正の方向です。これらのスイッチでどの位置から書き込みを始

めるかを指定します。

これを、“-ｙOffｓｅｔ=100 ”と指定すると、下の例のように100 ドッ

ト下方向にずれます。

前ページで説明した- ｘOffｓｅt と対にして使用します。

座標系は画面左上を原点とし、右方向が Ｘ軸の正の方向、下方向

負の値を指定すると、逆に上方向にずれます。デフ ォルトとしては、

画面の中央に印刷用紙の中央がくるような値が採用されていますO

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション

４ ９



５ ０

２-

-ＰａＰｅｒCo1　 背 景色の指定

書式：

機能：

解説：

-ＰａＰｅｒCo1=［nllm］

ディスプレイ画而の背景色の指定です。

［ｎｕｍ］はカラーコードで、デフォルトは$C630 （白）です。十進数で

指定します。

カラーは、緑成分・赤成分・青成分ごとにＯから31 までの数値で指

定することができます。緑成分を2048 倍したものと、赤成分を64 倍

したものと、青成分を２倍したものを足したものが、カラーコードと

なります。

たとえば、緑成分30 、赤成分30 、青成分28 の場合は、30 ×2048 ＋30

×64 ＋28 ×2 ＝63416 となります。

使用例を挙げますo ディスプレイ画面の背景色を、紙らしくなるよう

に変えてみましょう。

Ａ〉pｒｅｖieｗ-ＰａＰｅｒCo1=63416 ｓａｍＰlｅ

-PenCo1　 ペンの色の指定

書式：

機能：

解説：

-PenCo1 °［ｎｕｍ］

ペンの色の指定です。

［ｎｎｍ］はカラーコードで、デフォルトは$0000 （黒）です。十進数で

指定します。

カラーは、緑成分・赤成分・青成分ごとに Ｏから31 までの数値で指

定することができます。緑成分を2048 倍したものと、赤成分を64 倍

したものと、青成分を２倍したものを足したものが、カラーコードと

なります。

たとえば、緑成分O 、赤成分5 、青成分13 の場合は、OX2048 ＋5 ×64

＋13 ×2 ＝346 となりますo

この場合、ペンの色はほんの少し青昧がかったものになります。

Ａ＞Pｒｅｖieｗ -ｐｅｎＣｏ１=３４６ ｓａｍＰ:Lｅ



-Ｐｋ２ｆｏｎｔｍａｎ Ｆ ＯＮ ＴＭ Ａ Ｎ Ｖｅｒ．２ の 変 換 フ ァ イ ル 指 定

書式：

機能：

解説：

-Pk2fon ｔｍａｎ°［ｓｔｒｉｎｇ］

ＦＯＮＴＭ ＡＮ Ｖｅr.2 の 変 換 フ ァ イ ル 指 定 で す。

ＦＯＮＴＭ ＡＮ Ｖｅｒ．２ を 利 用 す る 場 合 、ｐｒｅｖie ｗ.Ｐ２ｍフ ァ イル を 必 要 と し

ます 。 こ れ は 、 テ･フ ォル ト で は カ レ ン ト デ ィ レ ク ト リ の Ｐｒｅｖie ｗ.Ｐ２ｍ、

あ る い は 、 ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ/Ｐｒｅｖieｗ.Ｐ２ｍ を 参 照 し ま す が 、 こ の オ プ シ

ョ ン を 指 定 す る こ と で 変 更 す る こ と が で き ま す。 ま た 、 環 境 変 数

ＰＲＥＶＩＥＷ.P2M ま た は ＰＲＥＶＩＥＷ_P2M で も 設 定 可 能 で す。 環 境 変 数 と

オプ シ ョ ン の 両 方 で 指 定 し た 場 合 、 オ プ シ ョ ン の ほ う が 優 先 さ れ ま

す 。 フ ァ イ ル 名 を フ ル パ ス で 指 定 し て く だ さ い 。 詳 し く は 第1.3 節

「ＰＲＥＶＩＥ Ｗ 環 境 変 数 」（ｐ.7） を 参 照 し て くだ さ い 。

な お 、 本 書 に は ＦＯＮＴＭ ＡＮ Ｖｅｒ.2 は添 付 さ れ て い ませ ん 。

-Ｐｋ３ｆｏｎｔｍａｎ ＦＯ Ｎ Ｔ Ｍ ＡＮ Ｖｅｒ．３ の 変 換 フ ァ イ ル 指 定

書式

機能

解説

-Pk3fon ｔｍａｎ=[ｓｔｒｉｎｇ]

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.3 の変 換ファイル指定です。

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３ を利用する場合、Ｐｒｅｖieｗ.P3m フ ァイルが必要に

なります。ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３ は、デ'フ ォルトではカレントディレク

トリのP ｒｅｖieｗ.Ｐ３ｍ、あるいはXTEXHOMEZ のP ｒｅｖieｗ.P3m を 参 照

しますが｡- ｐｋ３ｆｏｎｔｍａｎ オプ ションで変更することができます。

環境変数ＰＲＥＶＩＥＷ.P3M または ＰＲＥＶＩＥＷ_P3M で も設定可能です。オプ

ションと環境変数の両方で指定した場合は、オプ ションの指定のほう

が優先されます。

ファイル 名 をフル パ スで指 定 して ください。詳 し くは 、第1.3 節｢

ＰＲＥＶＩＥＷ 環境 変数｣( ｐ.7)を参 照してください。

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション
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２- Ｏｐｔｉｏｎｓ

－ｆｏｎｔｍａｎＭａｘＳｉｚｅ　 フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ の 最 大 フ ォ ン ト サ イ ズ

書式：

機能：

解説：

-ｆｏｎｔｍａｎＭａχSiｚｅ一[ｎｕｍ]

フ ォントマネージャの最大フ ォントサイズを設定します。

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．２あるいは Ｖｅｒ.3 を利用すると、漢字フォントをか

な り大 きな サイズ まで利 用するこ とが可能になります。フォントマ

ネージャとのインターフェースでは、フォントのバッファを必要なサ

イズだけ確保しなければならないので、このオプションで指定します。

デフォルトでは512 ド ッ トで、普通はこれで十分です。

-1ay ｏｕｔ　レイアウト表示指定

書式：

機能：

解説：

-1aｙｏｕｔ

レイアウト表示を指定します。

すべてのフォントのすべての文字がボックスで表示されます。スピー

ドが若干速くなりますが、たいした効果は期待できません。



-ＳＵｂＳt　代用表示方法指定

書式：

機能：

解説：

-ｓｕｂｓｔ°［ｓｔｒing ］

代 用表示方法を指定しますo

フ ォントファイルがない場合の動作を指定します。［ｓｔｒｉｎｇ］は、ｂｏｘ，

ｃｍｒｍｉｎ,ｎｏｆｏｎｔ のうちから選んでくださいo そ れぞれの動作は以下

のようになってい ます。

（1）- ｓｕｂｓt=ｂｏｘ

フ ォントファイルがない場合、ボックスを表示 します。 ただ し、

ｔfm フ ァイルがない とボックス表示はできません。 その場合、ダ

ミーフォントになります。

（２）- ｓｕｂｓｔ=ｃｍｒｍｉｎ

フ ォントファイルがない場合、ｃｍｒ4）かｍｉｎ５）で`代 用します。この

場合、フォントの領域 を示すボックスは正確ではな くな ります。

なお、これらのフ ォントが見つからなかった場合、代用表示 はで

きませんo その場合、 ダミーフ ォントとなります。

この指定で代用を行った場合、cc　info ” で 見るど ｃｈｅｃｋ ｓ11m　

eｒｒｏｒ”がよく出 ますが、無視してもかまい ません。

（3 ）- ｓｕｂｓｔ=ｎｏｆｏｎｔ

フォントファイルが見つからなかった場合、ダミーフ ォントとな

ります。

なお、上述のいかなる場合で もダミーフ ォントが見つかった場合 は、

途中で動作を打ち切 りますo 該 当フォントを作成したうえでリトライ

してください。

２。３- ＰＲＥＶＩＥＶＶ オプション

4)英語フォントの場合。5)[|

本譜フ ォントの場合。

５ ３
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２- Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

1 ）1and ｓｃａｐ ｅ と 同 じ 。2

）-１ ａｎ ｄｓ ｃａ ｐｅ と 同 じ 。

2.4

(1)

(２)(

３)

………ＰＲＩＮＴ オプション

2｡4.１　 ＰＲＩＮＴ オプション概説

プリンタドライバのオプションは、大きく分けて次の３種類に分類できます。

ドライバ制御系

汎用プリンタ制御系

ラスクプリンタ制御系

それぞれに属するオプションの一覧を挙げます。なお、これらは大文字、小文

字の区別をしません。

◆　ドライバ制御系

●　 －ｒｅ ｍａｒｋ

●　 －ｉｎｆｏ

●　 －ｄＰｉ

●　- ｍａｇ

●　 －ｔｉｍｅｒ

●　 －ＴＲ ＡＭ

●　 －ＧＲ ＡＭ

° －１ａｎｄｓｃａＰｅ

●　 －ｖｅｒｔｉｃａ１

●　 －ｔｕｒｎ Ｒｉ ｇｈｔ

●　 －ｔｕｒｎＬｅｆｔ

●　- ｗｉｄｔｈ

●　- ｈｅｉ ｇｈｔ

●　 －χＯｆｆ ｓｅｔ

° －ｙ Ｏｆｆ ｓｅｔ

注釈文

情報表示

解像度指定

拡大率指定

キースキャン・タイマ・インターバル指定

テキストＲＡＭ 使用宣言

グラフィックＲＡＭ 使用宣言

横置き(縦方向) 印字指定( 右回転)

横置き(縦方向) 印字指定( 右回転)1〕

横置き(縦方向) 印字指定( 右回転)２)

横置き(縦方向) 印字指定(左回転)

バッファ横ドット数指定

バッファ縦ドット数指定

左上座標指定(Ｘ 座標)

左上座標指定(Ｙ 座標)



●　 ‾Pk2fon ｔｍａｎ

●　-pk3font ｍａｎ

●　 －ｆｏｎt ｍａｎＭａχSi ｚｅ

●　 ‾1ay ｏｕｔ

●　 －ｓｕb ｓt

●　 ‾d11”IP

FＯＮＴＭＡＮ Ｖｃr.2の変 換ファイル指定

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.3 の変 換ファイル指定

フ ォントマネージャの最大フォントサイズ

レイアウト印字指定

代用印字方法指定

ダンプ出力

これらのオプションは、コマンドラインで直接指定するのが普通の使い方です。

ただし、よく使うオプションはコンフィギュレーションファイルに入れておくの

もいいでしょう。

◆ 汎用プリンタ制御系

●　 ‾MSBi ｓUPPe ｒ

●　-MSBi ｓLef ｔ

●　- ＰｉｎＢy ｔｅｓ

●　
‾Ｐ
ｉｎＨｅｉ ｇｈｔｓ

●　- ＰｒB ｕfSi ｚｅ

●　 －init

●　 －CRLF

●　 －ｅｘｔｒaCRLF

●　 －FF

●　 ‾ｇｒ ａＰｈｉ ｃ

●　 －ｓｔ ａｒｔ

●　 －ｒ ｅｌａｔi ｖｅ

●　- ｒ ｅＰｅａｔ

印字ヘッド方向指定

印字ヘッド方向指定

印字ヘッドのピン数指定

印字ヘッドのピン数指定

プリンタバッファの大きさ指定

プリンタ初期化のコード列指定

プリンタ改行のコード列指定

空行改行時の追加コード列指定

プリンタ改ページのコード列指定

ドットグラフィック指定のコード列指定

ドット単位印字開始位置指定のコード列指定

ドット単位印字位置相対指定のコード列指定

グラフィックリピート指定のコード列指定

こ れ ら は プ リ ン タ を 制 御 す る オプ シ ョ ン類 で す か ら 、 通 常 は コ ン フ ィ ギ ュ レ ー

シ ョ ン フ ァ イ ルP ｒinｔ. ｃｆｇ に 書 い て お く 性 質 の もの で す 。 し た が っ て 、 す で にITkX

の ＨＯ ＭＥ デ ィ レ ク ト リ 内 にp ｒint.cfg が あ る読 者 （ イ ン ス ト ー ル 時 に プ

リ ン タ を 指 定 し てP ｒinｔ. ｃｆｇ が で き あ か っ て い る 読 者 ） の 場 合 は 、 こ れ ら の オ

プ シ ョ ン は す で に 設 定 済 み で す 。 あ ら た め て コ マ ン ド ラ イ ン か ら 指 定 す る 必 要 は

あ り ませ ん 。

不 幸 に も該 当 す る コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル が 見 つ か ら な か っ た 人 は 、

本 節 とプ リ ン タ の マ ニ ュ ア ル を よ く 読 ん で か ら オプ シ ョ ン を 指 定 し て 、 コ ン フ ィ

ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル を 作 成 し な け れ ば な り ま せ ん 。 作 成 の し か た に つ い て は 、

『 Ｖｏｌ.1 － Ｕｓｅｒ’ｓ Ｇｕide 編
』 の
第5.3 節 「Ｐｒin ｔ.ｃｆｇ の 作 り 方 」（ｐ.186 ）を 参 照

し て くだ さ い 。

も し 新 し い コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル が 作 成 で き ま し た ら 、 お 手 数 で す

が 、 筆 者 （川 本 ） 宛 に 送 っ て く だ さ い 。 筆 者 が パ ソ コ ン 通 信 を 通 じ て 他 の ユ ー ザ

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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に 広 め る な り， こ の 本 の 新 版 に 収 録 さ せ て い た だ く な り し た い と 思 い ま す。 そ う

す れ ば ， 同 様 の 悩 み を 抱 え て い る 他 の 読 者 の 乎 肋 け に な る こ と と 思 い ます の で 。

さ て ， こ の な か で-init ，-CRLF ，- ｅχｔｒaCRLF ，- ＦＦ，- ｇｒａＰｈｉｃ，- ｓｔａｒt ，-

ｒｅｌａｔiｖｅ，-ｒｅＰｅａｔ に つ い て は ， 引 数 と し て 文 字 列 を 指 定 し ま す。 指 定 す

る 際 は エ ス ケ ープ ・ シ ー ケ ン ス 等 を使 い ま す が ， 使 用 可 能 な コ ー ド に つ い て の 詳

細 は 第2.4.3 項 「- ｓｗiｔｃｈ=［ｓｔｒing ］ で 使 用 で き る コ ー ド 」（Ｐ.91 ）を 参 照 し て く

だ さ いo

そ の う ち ，-g ｒａＰｈｉｃ,- ｓｔａｒｔ,-ｒｅｌａｔiｖｅ,-ｒｅＰｅａｔ は ， グ ラ フ ィッ ク イ メ ー ジ

を プ リ ン タ に 送 出 す る 際 に 使 用 す る コ ー ド 列 を 指 定 す る も の で す 。 ４ つ あ り ま す

が ， ど れ も 同 じ 目 的 を 遂 行 す る た め に あ り ま す。 プ リ ン タ に よ っ て は ， ど れ か ひ

と つ し か サ ポ ー ト し て い な い こ と が あ り ま す。

◆ ラスクプリンタ制御系

●　 －Ｒａｓｔ ｅｒ

●　- ＭＨ

●　 －ＥｖｅｒｙＲａｓｔｅｒ

●　- Ｒａｓｔ ｅｒ ＯｕｔＰｕｔＯｒ ｄｅｒ

●　- Ｒａｓｔ ｅｒ Ｊ Ｐｏｓ

●　- Ｒａｓｔ ｅｒ_ ｙＰｏｓ

●　 －Ｒａｓｔ ｅｒ Ｊ Ｓｉｚｅ

●　 －Ｒａｓｔ ｅｒ_ ｙ Ｓｉｚｅ

ラスクスキャン出力指定

ＭＨ 符号圧縮指定

出カラスク数指定

ラスク情報出力順序指定

ラスクスキャンＸ方向位置のコード列指定

ラスクスキャンｙ 方向位置のコード列指定

ラスクスキャンＸ方向サイズのコード列指定

ラスクスキャンｙ 方向サイズのコード列指定

これらは、ラスクス キャン系のプ リンタを使用する場合に使うオプションで、

汎 用プ リンタ系の オプ ションと同じく、プ リンタを制御するオプ ション類です。

したがって、通常はコンフ ィギュレーションフ ァイル Ｐｒinｔ.cfg に 書 いておく

性質の ものです。ただし、-ＥｖｅｒyＲａｓｔｅｒ は ｄｖi フ ァイル によってはコマンドラ

インで指定するのが効果的です。

1　2.4.
２　ＰＲＩＮＴ オプション詳説

以下、 各オプ ションについて、詳しく説|りjを 行い ます。



-ｒｅｍａｒｋ 注釈文

書式：

機能：

解説：

-ｒｅｍａｒｋ=[Ｓｔｒｉｎｇ]

注釈文を書きます。

[Ｓｔｒing] には、半角スペースを含めないでください。かわりにかな

スペースあるいは全角スペースを使用します。Pｒinｔ.Cfg に覚え書き

を残したい場合、これを利用します。

Liｓt ２ - ３ ● -ｒｅｍａｒｋ を使用した例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

㎜ｒｅｍａｒｋ= Ｃ Ｚ－ ８ ＰＣ ３ 用p ｒinｔ.ｃｆｇ ｂy J ｕnK

‾dPi=180

-MSBi ｓUPPeｒ

-PinByt ｅｓ=3

－iniｔ= ＼ｅｃ１＼eZZ9 ＼ｘ10 ＼ｘ20 ＼ｘ08

-ｒｅｍａｒｋ= 美 し くな いけ ど よし とし よ う ｂy じ ぱ ん ぐ-CRLF=

＼ｒ＼ｎ

-ＦＦ=＼f　　　- ｒｅｍａｒｋ= ｃｏｒｒｅｃｔｅｄ ｂy じ ぱ ん ぐ89/12/11

-gｒａＰｈｉｃ ＼゙eJZ2m

－ｓｔａｒｔ＝＼ｅ＼ｘ１０Ｚ４ｄ

-ｒｅＰｅａｔ°

［ｓｔｒing ］のなかに使用するスペースとしては、かなスペースだとわか

りにくいので、そのかわりにアンダースコア“ノ を使うのも手です。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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２-

3)マニュアル顛には.ce11　

領域と述べられている

部分。

-ｉｎｆｏ　情報表示

書式：

機能：

解説：

-info

各種情報を表示して終了します。

テキストの縦横のドット数や総ページ数等、各種情報を表示し、その

まま終了します。

実行例を挙げます。

Ａ＞ Ｐｒｉｎｔ －ｉｎｆｏ Ｐｒｅｖｉｅｗ

χ６８０×Ｏ Ｔｅχ Ｐｒｉｎｔｅｒ Ｄｒｉｖｅｒ Ｖｅｒ ２Ｐ０９ａ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ １９８９ ，９０，

９１，９２ ，９３ ｂｙ Ｅ Ｘ ｔ （ Ｔ ．Ｋａｗａｍｏｔｏ）

ＴＰｉ ｃ ＳＰｅｃｉａｌｓ ｓｕＰＰｏｒｔ Ｖｅｒ 1. ００ａ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ 1993　b

ｙ ＴＳＧ＋ＳＨＩＭＡ

ＲａｓｔｅｒＯｕｔｐｕｔ Ｄｅｖｉｃｅｓ ｓｕＰｐｏｒｔ Ｖｅｒ 1. ００ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ

１９９２ ，1993 b ｙ Ｔ ． Ｈｉｌ ａｎｏ

fｏｎｔ 乖ａｎａｇｅｒ　　: ｖｅｒｓion 3

フ リ ース ペ ース　:　 ３９０３ Ｋ ｂｙｔｅｓ

プ リ ンタ バッ ファ:　256 K byt ｅｓ

プ リ ンタ ピ ン数　:　24 ピン

印 字 絶対 位 置　 リ ピー ト　 指 定。

バ ッフ ァ 幅， 高さ:　1440 ，1980

テ キ スト左 上座 標: （　157 ，　118 ）

テ キ スト 右下座 標: （1282 ，1861 ）

注意 ：　左 端が23 do ｔｓ 右 端 が ２３ ｄｏｔｓ 上 端が62 do ｔｓ 下 端が

６２ ｄｏｔｓ 紙面 から 切 れ ます。

フォーマット

基本ＤＰＩ

拡大率

総ページ数

フォント

： Ｔ ｅ Ｘ

０８
　
　

１

１
　

１
　

１

5: 180/ ｃｍ ６.Ｐｋ －＞ Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/Pk ｓ/180/ ｃｍｒ6.Pk

7: 180/ ｃｓy6.pk －〉 Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/Pk ｓ/180/ ｃｍｓy6.Pk10: 

１８０/ｃｍｒ7. Ｐｋ - 〉 Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/pk ｓ/180/ ａ ｒ7.Pk

16: 180/ ｃｍｒ８.Pk －〉 Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/Pk ｓ/180/ ｃｍｒ８.Ｐｋ

１８: 180/ ｃｍｓy8.pk －〉A:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｐｋｓ/180/ ｃｍｓy8.Pk21: 

１８０/ｍｉｎ８.Pk - ＞- ｔｅｘ一明 朝 （　19.9253 ）

Or ｆｏｎt ｍａｎａｇｅｒ」の行は、フォントマネージャのバージョンを表

示しています。

○　 「フリースペース」の行は、プ リンタドライバがワーキングェ リ

ア3）として使用可能な空きエ リアの容量 をＫ バイト単位で表示し

ています。

Ｏ　 「プリンタバッファ」の行は、プ リンタスプ ーリング用に確保さ

れたバッファの容量を Ｋ バイト単位で表示してい ます。



Ｏ　「プリンタピン数」の行は、プリンタの印字ピンの数を、８本を

ひとまとまりとして表示していますO

O　 「プリンタピン数」の次の行には、プリンタ関連のその他の情報

が表示されています。ここに表示される情報は、以下のようなも

のです。

右回転、左回転　用紙を90 度回転して印字する場合に、右回

転４）するか左回転5）するかの表示。

ラスクスキャン　ラスクスキャン6）のプリンタであるかどうか

の表示。

ＭＨ 符号圧縮　ラスクスキャンの場合に、ＭＨ 符号圧縮７）を

行うかどうかの表示。

ビット逆順　ビット並びが逆順８）のプリンタを使用しているか

どうかの表示。

印字絶対位置　印字絶対位置のシーケンス9）を用いているかど

うかの表示O

印字相対位置　印字相対位置のシーケンス10）を用いているかど

うかの表示。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション

4)- １ａｎｄｓｃａＰｅ 等 同 等 オブ

ション指 定時。 ｐ.65 参照 。5)-

ｔｕｒｎＬｅｆｔ 折 定時。 ｐ.66　

参 照。

6)- Ｒａｓｔｅｒ 指 定 時 。

参 照。

p.８６

7)- ＭＨ 指 定時 。ｐ.87 参 照。8)-MSBi

ｓUPPe ｒ 指 定 時 。

ｐ.74 参照 。

９)-s ｔｆt 指 定 時 。ｐ.８３参

照 。

10)- ｒｅｌａｔiｖｅ指 定時｡ ｐ.84　　

参照 。

リピート　 グラフ ィックリピートのシーケンス11)を用 いている　　11)-ｒｅｐｅａｔ指定時。ｐ.8５

かどうかの指定。

それぞれ該当するオプションの説明の項を参照してくださいo

O　 「バッファ幅、高さ」の行から「テキスト右下座標」の行までは、

ページバッファのサイズを表示しています。座標は、バッファの左

上隅を原点に取り、右方向および下方向か正として表示されます。

○　「テキスト座標」の次の行では、ページバッファが小さすぎるた

めに出力する内容がバッファ領域（紙面）をはみ出すときに注意

を促します。ただし、上下左右 １インチの余裕を見込んでいま

すので、はみ出した量が１インチを超えないかぎり大丈夫です。

ドット数とインチサイズとの対応については、あなたのプリンタ

のdpi 値を参考にしてください。たとえば360 dpi のプリンタで

あれば、１インチが360 ドット分となります。

Ｏ　「フォーマット」の行は、ｄｖi ファイルが通常の横書き7LでＥＸ の

ものか、縦書き１£Ｘ のものであるかを示しています。

Ｏ　「基本DPｴ 」の行は、オプション“-dPi”で指定した値です。あ

なたのプリンタのdpi 値と違っていれば、オプション“-dPi ”で

正しく設定しなければなりません。

Ｏ　「拡大率」の行は、オプション“-ｍａｇ”で指定した率を表示して

います。

Ｏ　「総ページ数」の行は、ｄｖiファイルに含まれているページの総

数です。

参照 。

59
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‾］ ‾･

｜

ｉ

・
‐－

＜
6
0

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 -

「フォント」の行から| 勺ヽ）部分は、dVi フ ァ イルで使川されてい

るフ ォントの一Iなで寸 。ここをよく兄ると、即| に すントの状態

が わか り｡ます､八 洋しくは、 オフ シEJ ン ゛･-ＳＵｂＳぴ の項（p.7匈 を

参照してください。



-ｄＰｉ　 解像度指定

書式：

機能：

解説：

ｄＰｉ°[ｎｕｍ]

解像度を直接指定します。

単位はdpi です。本オプションを指定していないときは180dpi が採用

されます。解像度180dpi 以外のプリンタをお使いの方は、Ｐｒinｔ.cfg

にこのオプションを加えておくとよいでしょう。本書添付のインス

トーラを使用した場合は、すでに正しい値が入っています。

ＬＰ-3000 用Pｒinｔ.cfg の設定例を挙げます。

Liｓｔ ２-４● ＬＰ ３０００ 用ｐｒlllｔ.ｃfｇ

1

2

3

4

5

6

７ ：

８ ：

９ ：

１ ０ ：

１ １ ：

１ ２ ：

１ ３ ：

１ ４ ：

１ ５ ：

１ ６ ：

１ ７ ：

１ ８ ：

１ ９ ：

２ ０ ：

㎜ｒｅｍａｒｋ＝ Ｌ Ｐ －3000 用 Ｐｒｉｎｔ ．ｃｆｇ ｂｙ Ｒｉｔｃｈｙ：

－ｒｅｌｎａ：「ｋ＝　　　　 ｍｏｄｉｆｉｅｄ ｂｙ Ｔ ．Ｈｉｌ ａｎｏ ｆｏｒ Ｒａｓｔｅｒ ＯｕｔＰｕｔ

－ｗｉｄｔｈ＝2360

- ｈｅｉｇｈｔ＝3376

－ｘＯｆｆｓｅｔ＝２００

‾
ｙＤｆｆｓｅｔ＝２００

－ｄＰｉ＝３００

-ｐｉｎＢｙｔｅｓ＝１

－ｉｎｉｔ＝へｘｌｂｚＸＯＺＯ＼ｘｌｄＯ；0.24m ｕＥ ＼ｘｌｄ８; ０１ｐＰ ＼ｘｌｄＯ；３００；３００ｄｒＥ ＼ｘｌｄ

ＯｂｏＰ

－ＲａｓｔｅｒＯｕｔＰｕｔ Ｏｒｄｅｒ ＝ｘｙｇχΥ

-Ｒａｓｔｅｒ

－Ｒａｓｔｅｒ
－
ｙＰｏｓ°＼ｘｌｄχ４ＤＹ

-Ｒａｓｔｅｒ ＿ｘＰｏｓ＝＼ｘｌｄＸ４ＤＸ

-Ｒａｓｔｅｒ
－
ｙＳｉｚｅ司 Ｃ４Ｄ；Ｏｂｉ{ Ｉ

-Ｒａｓｔｅｒ ＿ｘＳｉｚｅ＝Ｘ４Ｄ；

－ＣＲＬＦ＝χΓ ＼ｎ

－ＦＦ＝＼ｆ

－ｇｒａＰｈｉｃＪ､ ｘｌｄＸ５Ｄ；

－ｓｔａｒｔ ＝

－ｒｅＰｅａｔ °

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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-ｍａｇ　 拡大率指定

書式1 :　- ｍａｇ=［ｎｕｍ］

書式2 :　- ｍａｇ=half

機能：　拡大率を指定します。

解説：　この指定に従って、印字拡大率が変化します。このオプションの指定

がない場合、dｖiファイルに書き込まれている値が採用されます。以

下に、各指定値に対応する実際の拡大率とフォントのdpi 値を挙げま

す。「フォント」の項目は｡-dPi=180 と指定した場合、拡大後、どの

フォントが主に使われるかを示したものですo

指定 �拡大率 �フ ォント

０

ｈａ１Ｆ

１　

２　

３　

４　

５ �1.000

倍1.096

倍1.200

倍1.440

倍1.728

倍2.074

倍2.488

倍 �180dpi197dpi216dpi259dpi311dpi373dpi448dpi

-ｔｉｍｅｒ　 キースキャン・タイマ・インターバル指定

書式

機能

解説

-ｔｉｍｅｒ=［ｍｌｍ］

キースキャンのためのタイマ・インターバルを指定します。

デフォルト値は60 です。［ｎｕln］の値を小さくすると、キースキャン

は速くなります。

以下に、キースキャンを少し速くしてみる場合の指定例を挙げます。

Ａ＞Ｐｒinｔ -ti】ｌｅｒ-５０ ｓａⅢＰｌｅ



-ＴＲＡＭ テキストＲＡＭ 使用宣言

書式：

機能：

解説：

-ＴＲＡＭ

テキスト ＲＡＭ もce11 領域に使用します。

テキスト ＲＡＭ もce11 領域に使用したい場合に指定します。

プリンタドライバのコンフィギュレーションファイルに追加しておく

とよいでしょう。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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皿ｒｅｍａｒｋ° Ｈ Ｇ ８ ００用p ｒinｔ.cfg-dpi

＝180

-MSBi ｓＵｐＰｅｒ

-ＴＲＡＭ

-pinBy ｔｅｓ°３

－init ＝XeQXｘ18 ＼ｅＡ＼ｘ08

－CRLF= ＼ｒ

-ＦＦ=＼f

-ｘOffｓｅｔ＝135

-ｇｒａＰｈｉｃ＝χｅ＊＼ｘ27Z21

－ｓtａｒt ＝

-ｒｅｐｅａｔ°

-ｈｅｉｇｈt＝19４４



Ｃｈａｐｔｅｒ ２ - Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

６ ４

12) 最も可能性の高いものは、

グラフィックＲＡＭ ディ

スク でしょう。

GＲＡＭ　グラフィックＲＡＭ 使用宣言

書式：

機能：

解説：

-GRAM

グラフィックＲＡＭ もce11領域に使用します。

グラフィックＲＡＭ もcell領域に使用したい場合に指定します。

グラフィックＲＡＭ が他の目的に使用されていた場合はエラーを表示

して終了します。

Ａ〉 ｐｒｉｎｔ －ＧＲＡＭ ｓａⅢＰｌｅ

Ｘ６８０×Ｏ ＴｅＸ Ｐｒｉｎｔｅｒ Ｄｒｉｖｅｒ Ｖｅｒ ２Ｐ０９ａ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ １９８９ ，９０
ｊ

９１ ，９２ ，９３ ｂｙ Ｅ ）（ ｔ （Ｔ ．Ｋａｗａｍｏｔｏ ）

ＴＰｉ ｃ ＳｐｅｃｉａｌＳ ＳＵｐＰｏｒｔ Ｖｅｒ 1. ００ａ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ 1993　b

ｙ ＴＳＧ＋ＳＨＩＭＡ

ＲａＳｔｅｒＯＵｔＰｕｔ Ｄｅｖｉｃｅｓ ｓＵｐｐｏｒｔ Ｖｅｒ １ ，００ ＣＯｐｙｒｉｇｈｔ

１９９２ ，1993 b ｙ Ｔ ． Ｂｉｌ ａｎｏ

Pｒｏｇｒａｍ ＳｔoP : ｇｒaPhic R A M は使 用 で き ませ ん。

Ａ〉

この表示が出た場合には、グラフィックＲＡＭ を専有しているアプリ

ケーショ'ン12)を外し、使用できるようにします。もしそのアプリケー

ションを外したくなければ、残念ですが、プリンタドライバでのグラ

フィックＲＡＭ の使用(-GRAM) をあきらめるしかありません。



‾1゛ld ｓｃａＰｅ， －ｖｅｒtica1 ，- ｔｕ:ｒｎＲｉｇｈｔ

横 置 き( 縦 方 向) 印 字 指 定( 右 回 転)

書式１ : -１ａＴｌｄｓｃａＰｅ

書式 ２ : -ｖｅｒｔica1

書 式 ３ : -ｔｕｎｌＲｉｇｈｔ

機能：　 横置き〔縦方向〕印 字を指定します。

解説：　プ リンタに出力する際、ピットマップデータを時計回りに90 度 回転

し、縦方向に印字します。

A4 用 紙を横位置にして印刷す る場合に使います。 １ａ７１ｄｓｃｑ)ｅ.ｓｔｙ と

組み合わせて使用してください。

１

２

３

＼ｄｏｃｌｌｍｅｎｔｓｔyle ［１ａｎｄｓｃａＰｅ］｛j ｒｅＰｏｒｔ ｝

Liｓt 2－6 をL 紅ＥＸ に か け ま す。

A〉1aｔｅχ ｓａｍｐｌｅ 

㎜

こ れ を 出 力 す る 際 に “-１ａｎｄｓｃａＰｅ” オプ シ ョ ン を つ け ま す。

Ａ〉Pｒinｔ -１ａｎｄｓｃａＰｅ ｓａｍＰｌｅ

な お 、- ｖｅｒｔica1 は 以 前 の バ ー ジ ョ ン の プ リ ン タ ド ラ イ バ と の 互 換

性 を 考 え て 残 し て あ り ま す が 、- １ａｎｄｓｃａＰｅ と 同 じ 意 味 で す 。 ま た 、-

ｔｕｒｎＲｉｇｈｔ に つ い て は 、 次 の ペ ー ジ で 説 明 す る-t ｕｒnLef ｔ オ プ シ ョ

ン と セ ッ ト に す る 意 味 で 設 け て い ま す 。 -ｔｕｒｎＲｉｇｈｔ も-1alld ｓｃａＰｅ

と 同 じ 意 味 で す 。

２。４- ＰＲＩＮ Ｔ オプ シ ョ ン
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Ｃ ｈａｐｔｅｒ ２ - Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

６ ６

-ｔｕｒｎＬｅｆｔ 横置き( 縦 方向) 印 字指定( 左 回転)

書 式：

機能：

解説：

-tｕｒnLefｔ

横置き(縦方向卜|俘 を指定します。

プ リンタに出力する際、ピットマップデータを時計回りとは逆に90

度回転し、縦方向に印字します。

A4 用紙を横位置にして印刷する場合に使います。1andｓｃａｐｅ.ｓty と

組み合わせて使用してください。

１

２

３

＼ｄｏｃ１]ｍｅｎｔｓｔｙｌｅ[ １ａｎｄｓｃａｐｅ]{ ｊｒｅｐｏｒｔ}

LiSt 2 －7 をI ぷＩＥＸ に か け ま す。

A〉1aｔｅｘ ｓａｍＰｌｅ

こ れ を 出 力 す る 際 に “-t ＵｒｎＬｅｆt ” オ プ シ ョ ン を つ け ますo

A〉pｒint - ｔｕｒｎＬｅｆｔ ｓａｍＰlｅ



-Ｗｉｄtｈ　バッファ横ドット数指定

書式

機能

解説

書式：

機能：

解説：

-ｗidｔｈ=[ｎｕｍ]

バッファの横幅をドット単位で指定します。

デフォルトは1440 です。普通は、プリント幅をドット単位で指定し

ます。縦書き指定がある場合は、プリント用紙１ページの長さをドッ

ト単位で指定します。８の倍数で指定してください。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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4

5

6

7

8

9

10

Ｈ

１ ２

㎜ｒｅｍａｒｋ= Ｐ Ｃ －Ｐ Ｒ １０ １Ｅ ２用p ｒint.cfg　b y　 ど お お

-ｗidｔｈ=1320

-ｈｅｉｇｈｔ=1800

-ｘOffｓｅｔ=-130　　　　　　　　　- ｒｅｍａｒｋ=適 当 に変 え て くだ さ い-yOff

ｓｅｔ＝-60

－iniｔ＝Ｘｅｃ＼ｘ31＼ｅＴ＼ｘ31＼ｘ37

-ＣＲＬＦ=＼ｒ＼ｎ

-ＦＦ=

-ｇｒａＰｈｉｃ＝＼ｅＪＸ４ｄ

-ｒｅＰｅａt=＼ｅＵ;44d　　　　　- ｒｅｍａｒｋ=； こ れ、 大丈 夫 か な ？

－ｓｔａｒｔ＝

-PｒＢｕfSiｚｅ=102 ４

-ｈｅｉｇｈt　バッファ縦ドット数指定

-ｈｅｉｇｈt=[ｎｌｍ]

バッファの縦幅をドット単位で指定します。

デフォルトは1980 ですo 普通は、プリント用紙１ページの長さをドッ

ト単位で指定します。縦書き指定がある場合は、プリント幅をドット

単位で指定します。８の倍数で指定してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

㎜ｒｅｍａｒｋ＝ＥＰＳＯＮ-AP －９００　 ｂy　 諸 は 郎

－PｒBｕfSi ｚｅ＝512

－ＧＲＡＭ

－ＴＲＡＭ

- ｗidｔｈ=2880

-height ＝3920

－dPi ＝360

－MSBi ｓＵｐＰｅｒ

-ＰｉｎＢyｔｅｓ二６

－ini ｔ＝＼ｅＡ＼ｘ08

－ＣＲＬＦ＝＼ｒ

－ＦＦ＝＼f

－ｇｒａＰｈｉｃ°＼ｅ＊＼ｘ48Z21

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａｔ°
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-ｘOff ｓｅｔ　左上座標指定( Ｘ 座標)

書 式：

機能：

解説：

-ｘOffｓｅt=［ｎｕｍ］

プ リンタ用紙に対して書 き込む位置を指定し ます。

次ページで説明する“-ｙOffｓｅｔ”とセットで使用します。座標系は、

画面左上を原点とし、右が Ｘ 軸の正の方向、下がＹ 軸の正の方向で

すo こ れらのオプ ションで、どの位置から書き込みを始めるかを指定

します。 たとえば、“-ｘOffｓｅｔ=O” と指定します。

次ページで説明する-yOff ｓｅt とセットで使用します。

座標系は、画面左上を原点とし、右が Ｘ軸の正の方向、下が Ｙ軸

の正の方向です。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始める

かを指定します。

これを“-ｘOffｓｅｔ=100 ”と指定すると、100 ドッ ト分、右方向にずれ

ますo

次ページで説明する-yOff ｓｅｔ とセットで使用しますo

座標系は、画面左上を原点とし、右が Ｘ 軸の正の方向、下が Ｙ軸

の正の方向です。これらのオプションで、どの位置から書き込み

かを指定します。

逆に負の値を指定すると、左方向にずれます。

デフォルトは、紙の中央が画面の中央にくるような値が採用されます。



-yOff ｓｅt　左上座標指定( Ｙ 座標)

書式

機能

解説

-yOffｓｅい［・lm］

プリンタ用紙に対して書き込む位置を指定します。

前ページで説明しだ- ｘOffｓｅｔ”とセットで使用します。座標系は、

画面左上を原点とし、右が Ｘ 軸の正の方向、下がＹ 軸の正の方向で

す。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始めるかを指定

します。たとえば、“-yOffｓｅt=O”と指定します。

前ページで説明した- ｘOffｓｅt とセットで使用します。

座標系は、画面左上を原点とし、右が Ｘ 軸の正の方向、下が Ｙ軸

の正の方向です。これらのオプションで、どの位置から書き込みを始める

かを指定します。

これを“-yOffｓｅｔ=100”と指定すると、100 ドット分、下方向にずれ

ます。

前ページで説明した- ｘOffｓｅt とセットで使用します。

座標系は、画面左上を原点とし、右が Ｘ 軸の正の方向、下が Ｙ 軸

逆に負の値を指定すると、上方向にずれます。

デフォルトは、紙の中央が画面の中央にくるような値が採用されます。

２,４- ＰＲＩＮＴ オプション
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２-

-Ｐｋ２ｆｏｎｔｍａＴＩ　Ｆ ＯＮ ＴＭ Ａ Ｎ Ｖｅｒ．２ の 変 換 フ ァ イ ル 指 定

書式

機能

解説

-Ｐｋ２ｆｏｎｔｍａｎ=[ｓｔｒｉｎｇ]

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.2の 変換ファイル指定。

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ,２ を利用する場合.p ｒinｔ.ｐ２ｍファイルを必要とし

ます。ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.2 は 、 デフ ォル トでは、カレントディレクト

リのp ｒinｔ.ｐ２ｍ、 あるいは ＺＴＥＸＨＯＭＥＸのP ｒinｔ.Ｐ２ｍ を参照します

が、この オプ ションを使 えば変更 できます。この変更は、環境変 数PRINT.P2M

また は ＰＲＩＮＴ_Ｐ２Ｍで も設定可能です。 オプ ションと環境

変数の両方を指定 した場合は、オプ ションの指定のほ うが優先され

ます。フ ァイル名をフルパスで指定してください。詳しくは第1.4 節｢

ＰＲＩＮＴ 環境変数｣( ｐ.12) を参 照してください。

なお、ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．２ は、本書には添付されてい ません。

-Ｐｋ３ｆｏｎｔｍａｎ Ｆ ＯＮ Ｔ Ｍ ＡＮ Ｖｅｒ．３ の 変 換 フ ァ イ ル 指 定

書式：

機能：

解説：

-Ｐｋ３ｆｏｎｔｍａｎ=[ｓｔｒｉｎｇ]

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.3の 変換ファイル指定です。

ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３ を利 用する場介、Pｒinｔ.p3m フ ァイルを必要とし

ます。フ ォントマネージャの Ｖｅr.3 は デフ ォルトでは、カレントディ

レクトリのP ｒinｔ.P3m 、 あ るい は ＺＴＥＸＨＯＭＥＸ の Ｐｒint. Ｐ３ｍを参照

しますが、このオプションを使えば変更するこ とができます。この変

更 は、環境変数PR 工ＮＴ.P3M またはPR]: ＮＴｊ)3M で も設定可能です。 オ

プ ションと環境変数の両方を指定した場合は、オプ ションの指定のほ

うが優先され ます。

ファイル名をフルパスで指定してください。詳しくは第1.4 節｢ ＰＲＩＮＴ

環境変数｣( ｐ.12) を参 照してください。



-ｆｏｎｔｍａｎＭａｘSiｚｅ　フ ォントマネージ ャの最大フォントサイズ

書式：

機能：

解説：

fｏｎｔｍａｎＭａｘSiｚｅ=[ｎｎｌｎ]

フ ォントマネージャの最大フ ォントサイズを指定します。

ＦＯＮＴＭＡＮ の Ｖｅｒ.2 あ るいは Ｖｅｒ.3 を利 用すると、か なり大 きな

サイズの漢字フォント まで利用することができます。フォントマ ネー

ジャとのインターフェースでは、フ ォントのバッファを必要なサイズ

だけ確保しなければならないので、このオプションで指定します。デ

フォルトは512 ド ッ トですが、普通はこれで十分です。

-1ay ｏｕt　レイアウト印字指定

書 式 ：

機 能 ：

解 説 ：

-1ayｏｕt

レイアウト印字を指定します。

すべてのフォントのすべての文字がボックスで印字されます。印字速

度が若干速くなりますが、たいした効果は期待できません。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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２- Ｏ ｉｏ ｎ ｓ

13)英語フォントの場合。14)

日本語フォントの場合。

-ＳＵｂＳｔ　代用印字方法指定

書式：

機能：

解説：

-ｓｕｂｓｔ°［ｓｔｒｉｎｇ］

代用印字方法を指定 します。

フォントファイルがない場合の動作を指定 します。［ｓｔｒing］は、ｂｏｘ，

ｃｍｒｍｉｎ,ｎｏｆｏｎｔ のうちから選んでください。 それぞれの動作は、以

下の とおりです。

（1 ）- ｓｕｂｓt=ｂｏｘ

フォントファイルがない場合、ボックス印字します。ただし、tfm　　

ファイルがない と、ボックス印字をすることはできません。その

場合、ダミーフ ォントとなります。

（2 ）- ｓｕｂｓｔ=ｃｍｒｍｉｎ

フ ォントフ ァイルがない場合、ｃｍｒ13）かmin14 ）で 代用します。こ

の場介、フ ォントの領域を示すボックスは正確ではなくなります。

なお、これらのフ ォントがない場合は、代用印字するこ とはで き

ません。その場 合、ダミーフ ォント となります。

この指定で代用印字をした場介、“-info ”で見ると、“ｃｈｅｃｋ ｓｕｍ

ｅｒｒｏｒ”が よく表示されます。　しかし、無視してかまいません。

（3 ）- ｓｕｂｓt=ｎｏｆｏｎt

フ ォントフ ァイルが見つからなかった場合、ダミーフ ォントとな

ります。

なお、上述のいかなる場合で もダミーフ ォントが見つかった場合は、

途中で動作を打ち切ります。該 当フ ォントを作成したうえでリトラ イ

してください。



-dllmP　ダンプ出力

書式：

機能：

解説：

-dlmP°[ｓｔｒing]

ダンプ出力を指定します。

プリンタに出力するかわりに、バイナリデータをファイルに出力し

ます。

A〉ｃｏＰyファイル名ＬＰＴ

以上の操作でプリンタに出力できる形式でファイルに出力しますから、

いったんファイルに保存しておいて、後日プリンタに出力することが

できます。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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1５)たとえば、ＮＥＣ の ＰＲ

シリーズ筰。

1６)バイトの ＭＳＢ がプリン

タの上方にくる。

-MSBi ｓUPPeｒ　印字ヘッド方向指定

書式：

機能：

解説：

-MSBiｓUPPeｒ

印字ヘッドの方向を指定します。

多くのプリンタ15）は、プリンタの印字ヘッドピンの上方向にＬＳＢ が

きます。　しかし、なかにはシャープのＣＺシリーズのようにビット並

びが反対16）のものがあります。そういう場合、本オプションを指定し

ます。

ここでちょっと寄り道をして、プリンタの印字ヘッドピンの並びにつ

いて説明しておきます。プリンタをコンピュータで制御するために、

普通、プリンタの印字ヘッドピンは８つごとに区切ってバイト単位に

まとめられています。１バイトに含まれる８つのビット並びを正確に

把握していないと、数ミリ幅の帯状にスライスされたイメージがプリ

ンタに出力されてしまいます。並び方は、上下が入れ替わっているか

どうかという違いしかありません。それぱ プリンタの上方に ＭＳＢ

がくるかＬＳＢ がくるが と表現されます。あなたのプリンタがどち

らであるかはわかりにくいと思いますが、見分け方のひとつとして、

プリンタがシャープ製かどうかという方法があります。シャープ製な

ら、確実に-MSBi ｓＵＰＰｅｒ を指定すべきプリンタだからです。その他

のメーカについては、それぞれのプリンタのマニュアルを参照してく

ださい。

そして万が一、“数ミリ幅の帯状にスライスされたイメージ”が出力

されたら、-MSBiｓUPPeｒ を再調整してください。

四 ｌ

1
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4
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6
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8
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11

-ｒｅｌｎａｒｋ= Ｃ Ｚ　 ８ Ｐ Ｃ ３ 用 Ｐｒｉｎｔ ．ｃｆｇ ｂｙ Ｊ ｕ ｎ Ｋ

－ｄｐｉ＝１８０

-ＭＳＢｉｓＵｐｐｅｒ

-ＰｉｎＢｙｔｅｓ＝３

－ｉｎｉｔ＝＼ｅｃ１＼ｅＸＸｇχｘ１()＼ｘ２０＼ｘ０８

-ｒｅｍａｒｋ= 美 し く な い け ど よ し と し よ う ｂy じ ぱ ん ぐ

－ＣＲＬＦ= ＼ｒχｎ

-ＦＦ＝χｆ　　　　　　 －ｒｅｍａｒｋ= ｃｏｒｒｅｃｔｅｄ ｂｙ じ ぱ ん ぐ89/12/11

－gｒａｐｈｉｃ八eJX2m

－ｓｔａｒt ＝＼eXｘ10X4d

－ｒｅＰｅａｔ°



MSBi ｓＬｅｆｔ　印字ヘッド方向指定

書式：

機能：

解説：

-MSBiｓLeft

印字ヘッドの方向を指定します。

PR2000/4 のように、プリンタの印字ヘッドのビットの並びが横に並

んでいるときに、本オプションを使います。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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１
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㎜ｒｅｍａｒｋ=　PR2000 ／ ４用　P ｒint.cfg　by　SASA-

ｒｅｍａｒｋ=　A4 縦 書 き用

-dpi=400

-ＴＲＡＭ

-ＧＲＡＭ

-ｗidtｈ=3040

-ｈｅｉｇｈt=4512

-MSBi ｓＬｅｆｔ

-PinHeigh ｔｓ＝1

－init= ＼ｘlbcl へｘlcd240. ＼ｘlcfPA4. χｘlcく1/40〔〕，i.χｘｌｃｅ０,0.-CRLF=

＼ｘlce0 ，1。Ｂ,Ｂ.

-ＦＦ=＼f

-ｇｒａＰｈｉｃ＝＼ｘlciZ4d ，1，０，1/1，1/1，Ｘ３Ｄ,400.

－ｓｔａｒｔ＝

‾ｒｅＰｅａt＝

残念ながら、本オプ ションを指定した場合、縦方向への印字ができな

くなります。しかし、PR2000/4 にかぎっていえば、-MSBiｓLeft を

外してラスクプリンタ制御系オプションを駆使すると、縦方向への印

字が可能になります。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16
7
8
9
0

1
1
1
2

皿ｒｅｍａｒｋ ＝　PR2000 ／ ４ 用　p ｒin ｔ.cfg　by　S A S A:

Ｍｏｄｉｆｉｅｄ_ ｂｙ Ｔ. Ｈｉｌａｎｏ

－ｒｅｍａｒｋ＝　A4 縦 書 き 用

-dPi ＝400

- ＴＲＡＭ

－ＧＲＡＭ

-ｗid ｔｈ=3040

-ｈｅｉｇｈｔ＝4512

- Ｒａｓｔｅｒ

-ＲａｓｔｅｒO ｕｔP ｕｔO ｒｄｅｒ＝ｘy χΥg

- Ｒａｓt ｅｒ ＿ｘPo ｓ＝ ＼ｘlceX4D

- Ｒａｓt ｅｒ
－yPo
ｓ°,X4D.

- Ｒａｓｔｅｒ_ ｘSi ｚｅ＝χｘlciX4D

－Ｒａｓt ｅｒ-ySi ｚｅ°,X4D

-pinHeigh ｔｓ＝1

－ini ｔ ＝＼ｘlbcl χｘlcd240. ＼ｘｌｃｆＰＡ４. ＼ｘlc く１ ／４００ ，ｉ ．χｘｌｃｅ０ ，０ ．-

ＣＲＬＦ＝χｘｌｃｅ０ ，１ 。 Ｂ, Ｂ ．

-ＦＦ= ＼ｆ

-Ｆ ａＰｈｉｃ°, ０ ，１ ／１ ，１ ／１ ，Ｘ４Ｄ, ４００ ．

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａｔ ’
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２- Ｏ

-PinByt ｅｓ 印字ヘッドのピン数指定

書式：

機能：

解説：

-ＰｉｎＢｙｔｅｓ=[11ｕｍ]

印 字ヘ ッドのピン数を指定します。

[ｎｕｍ] に は、印字゛ツド゛)ピシ数/8 を指 定してください

-PinHeigh ｔｓ 印字ヘッドのピン数指定

書式：

機能：

解説：

-ＰｉｎＨｅｉｇｈｔｓ=[ｎｕｍ]

印字ヘッドのピン数を指定します。

[ｎｕｍ]で印字ヘッドのピン数を指定します。-MSBiｓLefｔを指定した

場合は、-PinByｔｅｓではなく、-PinHeigh ｔｓを指定してください。



-PｒＢｕfSiｚｅ　プリンタバッファの大きさ指定

書式：

機能：

解説：

-PｒBｕfSiｚｅ°[ｎｕｍ]

プリンタバッファの大きさを指定します。

プリンタスプールに使用するバッファの大きさをＫ バイト単位で指

定します。１以上を指定してください。デフォルトは256 です。プ リ

ンタの速度がX680 ×O の描画速度に比べて遅い場合、このバッファの

値を大きくするとよいでしょう。反対に、プリンタの速度がX680 ×0

よりも速い場合には、最小値の１を指定してください。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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eｒ2- Ｏ ｉｏ ｎ ｓ

-init　 プリンタ初期化のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-ini ｔ=［ｓｔｒing ］

プ リ ン タ 初 期 化 の コ ー ド 列 を 指 定 し ま す 。

１ ペ ー ジ の 始 ま り ご と に ［ｓtｒing ］ に 指 定 し た コ ー ド 列 をプ リ ン タ に

送 り ま すo プ リ ン タ に 出 力 す る エ ス ケ ー プ ・ シ ー ケ ン ス 等 の コ ー ド 列

を 指 定 し ま す 。 こ こ で 指 定 で き る コ ー ド の 詳 し い 説 明 は 、 第2.4.3 項

「- ｓｗiｔｃｈ=［ｓｔｒｉｎｇ］ で 使 用 で き る コ ー ド 」（ｐ.肘 ）を 参 照 し て く だ さ

い 。 デ フ ォ ル ト は 、-ini ｔ= ＼ｅｃ１＼ｅＭ＼ｓＧ＼eT24 で す。

1

2
3

4

5
6

7
8

9

10
11

12

13
14

皿ｒｅｍａｒｋ= Ｈ Ｐ － Ｌ ａ ｓ ｅ ｒ Ｊ ｅ ｔ ４ 用P ｒint.cfg by Ｈ工DE

-ｄＰｉ＝600

-ｗid ｔｈ=4672

-ｈｅｉｇｈt ＝6400

-PinHeight ｓ＝1

-MSBi ｓLef ｔ

－ＣＲＬＦ＝＼ｎ

-ＦＦ= ＼f

－ｘOff ｓｅｔ=400

－yOff ｓｅt=428

－init ＝＼eE ＼ｅ&ｕ600D ＼ｅ＊ｔ600R ＼ｅ＆1.08C ＼ｅ＆k2G ＼ｅ＆fOyOX ＼ｅ＊P－1Y ＼ｅ＊ｒ

ｂ１Ａ＼ｅ＆f1X

-ｇｒａＰｈｉｃ°＼ｅ&f2X ＼ｅ＊ｂＸ３ＤＷ

－ｓｔａｒt＝＼ｅ＊ＰＺ４ｄχ

-ｒｅＰｅａt°

Liｓt 2- 13 の11 行目を見てください。-iniｔ の行の設定により、１

ページの始まりごとに「エスケープコード十Ｅ十エスケープコード十&

十ｕ＋6 十 … 」という長いコード列をプリンタに出力します。



-ＣＲＬＦ　プリンタ改行のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-CRLF=［ｓｔｒing ］

プ リンタ改行のコード列 を指定します。

改行ごとに［ｓtｒing ］で 指定したコード列を送りますo プ リンタに出

力するエ スケープ ・シーケンス等のコード列を指定します。ここで指

定できるコードの詳しい説明は、第2.4.3 項 「-ｓｗitｃｈ=［ｓｔｒｉｎｇ］で

使用できるコード」（ｐ.91）を参照して ください。

デフ ォルトは-CRLF= ＼ｒ＼ｎ（改行復廟 です。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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1

2

3

4

5

6

7
8
9
0
1
2
3
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1

14

15

－ｒｅｍａｒｋ=　PR2000 ／ ４用　 Ｐｒｉｎｔ・ｃｆｇ　 ｂｙ　 Ｓ Ａ Ｓ Ａ-

ｒｅｍａｒｋ=　 Ｂ ５縦 書 き 用

-dPi ＝400

-ＴＲＡＭ

－ＧＲＡＭ

-ｗidｔｈ=２６０８

-ｈｅｉｇｈt＝3888

-MSBi ｓＬｅｆt

-pinHeigh ｔｓ＝1

－iniｔ＝＼ｘlbc1 ＼ｘlcd240. ＼ｘlcfPB5. ＼ｘlc＜1/４００，i.＼ｘlce0 ，0

－ＣＲＬＦ=＼ｘlce0 ，1。Ｂ，B.

-ＦＦ=＼f

－gｒａＰｈｉｃ＝＼ｘlciZ4d ，1，0，1/1，1/1，Z3D,400.

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａt＝

Liｓt 2－ 14 の11 行目を見てください。 -CRLFの行の設定により，改行

には，「Oｘlc十ｅ十〇十，＋1 十，十，十Ｂ十，十Ｂ十･」を使います。



Ｃｈａｐｔｅｒ ２-

８ ０

-ｅｘｔｒａＣＲＬＦ　空行改行時の追加コード列指定

書式：

機能：

解説：

-ｅｘｔｒａＣＲＬＦ°[ｓｔｒing]

空 行改行時の追加コード列を指定します。

空行改行時に、改行コード列の直前に[ ｓtｒing] で指 定したコード列

を追加します。空行の出力時に通常の改行だけでは不十分な場合、本

オプ ションで不足分を追加します。プ リンタに出力するエスケープ 。

シーケンス等のコード列を指定 します。 ここで指定で きるコードの

詳しい説明は、第2.4.3 項｢- ｓｗitｃｈ=[ｓｔｒing] で 使用で きるコード｣(

ｐ.91) を参照してください。デフォルトは- ｅｘｔｒａＣＲＬＦ=( 何 もしない)

で す。

ＨＰ-DJ505J の コ ンフ イギュレーションファイル は、本オプ ションを

使って空行の調整を行い ます。

Liｓt ２-１５ ● -ｅｘｔｒａｃＲＬＦ の設定例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

－ｒｅｍ゙ ｋ̂-HP_DJ505J ＿Config_ ｂy- Ａ工Ｒ-

ｗidt ｈ＝2400

-ｈｅｉｇｈt＝3300

－ｄＰｉ＝300

－MSBi ｓＬｅｆt

-pinHeight ｓ＝1

－init ＝＼eQ ＼ｅ＼ｘ5F ＼ｘ41XO

－ＣＲＬＦ＝＼ｒ

－ｅｘｔｒａＣＲＬＦ＝＼ｅ＼ｘ5F ＼ｘ4A ＼ｘ01ZO

－ＦＦ＝＼f

－ｇｒａｐｈｉｃ°＼ｅ＼ｘ5F ＼ｘ57X2 工

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａｔs

－ｒｅｌａｔiｖｅ＝

Liｓt 2-15 の8 、9 行 目を見てください。 -ＣＲＬＦの行の設定により、通

常行は復帰O ｘOd を 出力するのみですが、-ｅｘｔｒａＣＲＬＦ の行の設定に

より、空行を出力する場合はかわりに 「エスケープコード十＿十Ｊ十

〇ｘ01 十 〇ｘ00 十 〇ｘOd」 の順に出力し ます。



-FF　　 プリンタ改ページのコード列指定

書式：

機能：

解説：

-FF=[ Ｓｔｒing]

プ リ ン タ 改 ペ ー ジ の コ ー ド 列 を 指 定 し ま す 。

改 ペ ー ジ時 に[ ｓｔｒing] で 指 定 し た コ ー ド 列 を 追 加 し ま す 。プ リ ン タ に

出 力 す る エ ス ケ ープ ・シ ー ケ ン ス 等 の コ ー ド 列 を指 定 し ます 。 こ こ で 指

定 で き る コ ー ド の 詳 し い 説 明 は 、 第2.4.3 項｢- ＳＷｉt Ｃｈ=[ Ｓtｒing] で 使

用 で き る コ ー ド｣( ｐ.91) を 参 照 し て く だ さ い。 デ フ ォル ト は- ＦＦ= ＼f＼ｄ

で す 。

iｓt ２-１６●　ＦＦ の設定例　　　　　　　　　　　　　　　 ＿　　　　　　　 ＿

1:　- ｒｅｍａｒｋ=MJ-500 P ｒint.cfg by 山 川 直己

2:　-dPi=360

3:　-MSBi ｓＵＰＰｅｒ

4:　- ＴＲＡＭ

５:　-pinBy ｔｅｓ°6

6:　-init= ＼ｅ畝ｘ18＼eAχｘ08

7:　- ＣＲＬＦ=χΓ＼n

8:　- ＦＦ=Xf

9:　- ｘOffｓｅｔ=135

10:　- ｇｒａｐｈｉｃ=＼ｅ＊χｘ48X21

11:　- ｓｔａｒt=

12:　- ｒｅＰｅａｔ°

13:　- ｒｅｌａtiｖｅ=χｅχ＼X2/21

14:　- ｘ【】ffｓｅｔ=300

15:　-yOff ｓｅｔ=0

16:　- ＰｒＢｕfSiｚｅ=32

LiSt 2- 16 の８行目を見てください。 -FFの行の設定により、改ペー

ジする際にはOXOC を出力します。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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Ｃｈａｐｔｅｒ ２-

82

17) インテルの ＣＰＵ が採用

している順番で、２ バイ

トのうち、下 位バイトを

まず先に、上 位バイトを

そのあとに出力する方法。

-gｒａＰｈｉｃ　ドットグラフィック指定のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-gｒａＰｈｉｃ°［ｓｔｒing ］

ド ッ ト グ ラ フ ィッ ク 指 定 の コ ー ド 列 を 指 定 し ま す 。

プ リ ン タ ド ラ イバ が 作 成 した ビ ッ トマ ップ デ ー タ １ 行 分 をプ リ ン タ に

送 る 際 に 使 用 す る コ ー ド列 で す 。［ｓｔｒing ］ で 指 定 さ れ る コ ー ド 列 を

す べ て 出 力 後 、 ビ ッ ト イ メ ー ジ デ ー タ が 出 力 さ れ ます 。 デ フ ォル ト は-

ｇｒａｐｈｉｃ=＼eJZ4d で す 。

ビ ッ ト マ ップ 出 力 の た め に 、- ｇｒａＰｈｉｃ,- ｓｔａｒｔ，-ｒｅｌａtiｖｅ,-ｒｅＰｅａｔ

の ４ つ の オ プ シ ョ ン が 用 意 さ れ て い ま す 。 こ の ４ つ の な か で は 、-

ｇｒａＰｈｉｃ が 最 も基 本 的 で 、 か つ 、 最 も 効 率 が 悪 い 方 法 で す。 詳 し く

は プ リ ン タ の マ ニ ュ ア ル を 参 照 し て くだ さ い 。 プ リ ン タ の マ ニ ュ ア ル

に は 、「 ド ッ ト グ ラ フ ィッ ク 指 定 」 と い っ た 用 語 で 記 述 さ れ て い ま す。

プ リ ン タ の マ ニ ュ ア ル を よ く読 ん で 「 ド ッ ト グ ラ フ ィッ ク 指 定 」 と い

う 用 語 が あ れ ば 、 本 オ プ シ ョ ン で 指 定 し て くだ さ い 。

［ｓｔｒing ］ に 使 用 可 能 な コ ー ド に つ い て の 詳 細 は 、 第2.5.3 項

「-ｓｗitch ＝［ｓtｒingl で 使 用 で き る コ ー ド
］
（ｐ.91 ）を 参 照 し て くだ さ い 。

iｓtヌー17 ● -ｇｒａＰｈｉｃ の設定例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿

1

2

3
4

5

6

7
8

9
10

11

12
13

14

15

-ｒｅｍａｒｋ＝ＥＰＳＯＮ
－AP －900　b ｙ　

諸 は 郎

－pｒBｕfSi ｚｅ＝512

－ＧＲＡＭ

－TRAM

－ｗidｔｈ＝2880

-ｈｅｉｇｈt ＝3920

－dPi ＝360

－MSBi ｓUPPe ｒ

－PinBy ｔｅｓ＝6

－ini ｔ＝＼eA ＼ｘ08

－CRLF ＝＼ｒ

－FF ＝＼f

-gｒａｐｈｉｃ＝＼ｅ＊＼ｘ48X21

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａt °

List 2-17 の13 行目 を見て ください。 -gｒａＰｈｉｃの行の設定により、｢

エ スケープコード十＊十Ｈ｣ に続 き、リトルエンディアン17)で出 力し、

最後にビットマップデータがその長さだけ続 くことを意味します。



-ｓtａ:ｒt　ドット単位印字開始位置指定のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-ｓｔａｒｔ=［ｓｔｒing ］

ド ット単位印字開始位置指定のコード列を指定します。

プ リンタドライバ が作成 したビットマップデータ １ 行分 をプ リンタ

に送る際に、空白をスキップ するためのコード列です。デフ ォルトは-

ｓｔａｒｔ=＼ｅＦＺ４ｄです。

ビットマップ をべ夕出力する際に空白部分を省略すると、プ リンタへ

の転送容量が減 るため、高速化で きます。本オプ ションは、そういっ

た用途に使われるコード列を指定するものです。

プ リンタの １行の印字開始位置を指定する目的で、プ リンタにビット

マップ 列を出力する先頭絶対位置を指定できる機能が備わっているこ

とがありますo プ リンタのマニュアルには、「ドット単位印字開始位置

指定」 といった用語で記述されてい ます。詳しくはプ リンタのマニュ

アルを参照してください。

プリンタのマニ ュアル をよく読んで、このような指定のしかたが可能

なことを確かめてから、本オプ ションを指定してください。 もし不幸

にも本機能がない場合 には、［ｓｔｒｉｎｇ］を省略して- ｓｔａｒｔ= と 書 き

ます。

使用可能なコードについての詳細は、第2.4.3 項 「-ｓｗiｔｃｈ=［ｓｔｒing ］

で使用で きるコード」（Ｐ.91）を 参照してください。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション

83

１ ：

２ ：

３ ：

４ ：

５ ：

６ ：

７ ：

８ ：

９ ：

１ ０ ：

１ １ ：

１ ２ ：

１ ３ ：

１ ４ ：

－ｒｅｍａｒｋ＝ Ｆ Ｍ － Ｐ Ｒ ４ ５ １ 用 ｐｒｉｎｔ ．ｃｆｇ

－ｒｅｍａｒｋ= ｂｙ ｆａｔｍａｎ

－ｄＰｉ ＝１８０

-ＭＳＢｉｓＵＰＰｅｒ

-ＰｉｎＢｙｔｅｓ＝３

－ｉｎｉｔ＝＼ｅｃ＼ｅＱ＼ｘ３２＼ｘ３ｂ＼ｘ３１＼ｘ３５＼ｘ２０Ｇ

－ｒｅｍａｒｋ=

－ＣＲＬＦ＝＼ｎ

－ＦＦ＝＼f

-ｇｒａＰｈｉｃ＝＼eQZ4d ＼ｘ20W

－ｓtａｒｔ－＼ｅ[Ｘ４ｄ＼ｘ60

-ｒｅｌａｔiｖｅ＝＼ｅ[Ｘ４ｄａ

-ｗid ｔｈ＝２４４８

-ｈｅｉｇｈｔ＝1９80

ｒｅｓｅｔ＆ＬＦｐｉｃｔｈ

－ｒｅｍａｒｋ＝ａｂｓｏｌｕｔｅ

－ｒｅｍａｒｋ＝ｒｅｌａｔｉｖｅ

Liｓt 2-18 の11 行目 を見てください。 -ｓｔａｒｔの行の設定により、「エ

スケープコード十「」に続 き、位概を最大 ４ 桁までのASCII コ ー ド

で表した十進数で出力し、最後に‘ を出力することで、先頭絶対位置

を指定しています。実際のビットマ ップの出力は- ｇｒａＰｈｉｃで指示 さ

れたとおりに行 われます。



８ ４

２-

-ｒｅｌａｔiｖｅ　ドット単位印字位置相対指定のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-ｒｅｌａｔiｖｅ°［ｓtｒing ］

ド ット単位印字位置相対指定のコード列を指定しますo

プ リンタドライバが作成 したビットマップ データ １ 行分 をプ リンタ

に送る際に、空白をスキップ するための コード列です。デフ ォルトは-

ｒｅｌａｔiｖｅ= で す。ビ ットマップ をべ夕出 力する際に空白部分を省略

すると、プ リンタへの転送容量が減るため、高速化できます。本オプ

ションは、そういった用途に使 われるコード列を指定するものです。

プ リンタの １行目の印字阻始位置を指定するために、プ リンタには

ビットマップ列を出力する先頭相対 位置を指定できる機能が備わって

いることがあります。プ リンタのマニュアル には、「ドット単位印字位

置相対指定」といっ た用語で記述されてい ます。詳しくはプ リンタの

マニュアルを参照してください。

-ｓｔａｒｔ と同じ目的で使用されます。 ただし、-ｒｅｌａtiｖｅ は、ビット

マップ 列を出力する先頭位置を、以 前出力した先頭位置からの相対位

置で指定するコードが備わっているときに使い ます。

プ リンタのマニュアルをよく読んで、このような指定のしかたが可能

なこ とを確かめてから、本オプ ションを指定 してください。 もし不幸

にも本機 能がない場合には、［ｓtｒing ］を 省略 して- ｒｅｌａｔiｖｅ= と 書

きます。

使用可能なコードについての詳細は、第2.4.3 項 「-ｓｗitｃｈ=［ｓｔｒｉｎｇ］

で使用できるコード」（ｐ.91） を参照 してください。

Liｓt ２ - １９ ●　ｒｅｌａtiｖｅ の設定例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
1
2
3

1
1
1

-ｒｅｍａｒｋ° Ｂ Ｊ １３０ Ｊ用 ｐｒinｔ.cfg ｗｒiｔｅｎ ｂy あ るた さろ す・Ｒ

ミ オラ ル オン

－dPi＝360

-pinByt ｅｓ＝6

－init ＝＼ｅＭχｓG＼ｓC＼ｅＴ２４

－ＣＲＬＦ=＼ｒ＼ｎ

-ＦＦ＝＼f

-MSBi ｓUPPeｒ

-ｇｒａＰｈｉｃ＝＼ｘlcCB ＼ｘ04 ＼ｘ04Z21

-ｒｅｌａtiｖｅ＝＼eUZ4/2dXOXOZO －ｒｅｍａｒｋ=ａｄｄｅｄ_ｂy－SaSafU

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａｔ°

-ｗidｔｈ=2880

-ｈｅｉｇｈｔ＝3960

Liｓt 2- 19 の ９ 行目を見てください。-ｒｅｌａｔiｖｅ の行の設定により、

エスケープコード十Ｕに続き、相対位置を ２で割ったものを、最大 ４

桁までの ＡＳＣＨ コードで表した十進数で出力し、続けて ３つのO ｘ00

を出 力することで相対位置を指 定してい ます。 実際のビットマ ップ の

出力は- ｇｒａＰｈｉｃで指示されたとお りに行われます。



-ｒｅＰｅａｔ　 グラフィックリピート指定のコード列指定

書式

機能

解説

-ｒｅＰｅａｔ=［ｓｔｒｉｎｇ］

グラフ ィックリピート指定のコード列を指定します。

プ リンタドライバが作成したビ ットマップ データ １ 行分をプ リンタ

に送る際に、空白をスキップ するためのコード列です。デフ ォルトは-

ｒｅｐｅａｔ=＼ｅＵＺ４ｄ です。 ビットマ ップ をべ夕出力する際に空白部分を

省略すると、プ リンタへの転送容量が減るため、高速化できます。本

オプ ションは、そういった用途 に使 われ るコード列 を指定 する もの

です。プ リンタに、同じピットマ ップ データを繰 り返し転送する機能

が備わっているこ とがありますo プ リンタのマニュアル には、「グラ

フ ィックリピート指定」といった用語で記述されています。詳しくは

プ リンタのマニュアル を参照 してください。

-ｓｔａｒｔ,-ｒｅｌａｔiｖｅとは違って出力位置が指定で きなくても、リピー

ト指定ができれば、これらと同じようにプ リンタへの転送容量を削減

できます。［ｓｔｒing ］で指 定されるコード列をすべ て出力後、リピー

トすべ きビットイメージデータが出力されます。プ リンタのマニュア

ルを よく読んで、この ような指定のしかたが可能なことを確 かめて

から、本オプ ションを指定してください。 もし不幸にも本機 能がない

場合には、［ｓｔｒing ］を 省略して- ｒｅＰｅａｔ= と書 きます。使用可能な

コードについての詳細は、第2.4.3 項 「-ｓｗiｔｃｈ=［ｓｔｒｉｎｇ］で使 用で

きるコード」（ｐ.91） を参照してください。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション

８ ５

1

2

3

4
5

6

7
8

9

10
11

12
13

14

15

－ｒｅｌｎａｒｋ＝ Ｌａｓｅｒ Ｓｈｏt ｅｍｕla ｔｉｏｎ （２/ ３ ｍｏｄｅ ）用 （ＬＢＰ１８０Ｌ ．ｃｆｇ）

ｂｙ Ｍ Ａ Ｓ Ａ

－ｒｅｍａｒｋ＝ １ ５ ９ ‥ 。　と3711 ．‥ の ｐａｇｅ で 使 い ま す 。

－ｄＰｉ＝180

-PinByt ｅｓ＝3

- ｈｅｉｇｈt ＝1960

－ｗidt ｈ ＝2560

－tｕｒｎＬｅｆｔ

－ini ｔ＝＼ｘlbc1 ＼ｘｌｂＭ＼ｘlbT18 ＼ｘlbd2

－ＣＲＬＦ＝＼ｒ ＼ｎ

－ＦＦ＝＼ｘOd

－ｘOff ｓｅｔ＝1340

－yOff ｓｅｔ＝110

－ｇｒ ａｐｈｉｃ＝＼ｅＪＺ４ｄ

－ｓｔａｒｔ ＝＼ｅＦＺ４ｄ

－ｒｅＰｅａｔ°＼ｅlJ5C４ｄ

List 2-20 の15 行目を見てください。 “-ｒｅＰｅａｔ”の行の設定によ

り、「エスケープコード十Ｕ」に続き、リピート回数を最大４桁までのASCII

コードで表した十進数で出力し、続いてリピートすべきコード

を１バイト出力するように指定しています。実際のビットマップの出

力は、-ｇｒａＰｈｉｃで指示されたとおりに行います。



Ｃ ｈａｐｔｅｒ ２ - Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

８ ６

-Ｒａｓｔｅｒ　 ラスクスキャン出力指定

書式：

機能：

解説：

-Ｒａｓｔｅｒ

ラスクスキャン出力することを指定します。

-Ｒａｓｔｅｒ オプ ションを指定すると、次のオプ ションを指定しても無視

されます。

○　- ｖｅｒｔica1

○　-MSBi ｓUpPeｒ

○　-PinB ｙｔｅｓ

Ｏ　 －ＣＲＬＦ

Ｏ　 －ｓｔａｒｔ

Ｏ　- ｒｅｌａｔiｖｅ

○　-ｒｅＰｅａｔ

iｓt ２-２１●　Ｒａｓtｅｒの設定例

1

2
3

4

5
6

7

8

9

10

11

12
3
4
5

1
1
1

16
17

18
19

20

21

㎜ｒｅｍａｌ：ｋ＝ Ｌ Ｐ －3000 用 ｐｒｉｎｔ ．ｃｆｇ ｂｙ Ｒｉｔｃｈｙ：

皿ｒｅｍａｒｋ＝　　　　　　 ｍｏｄｉｆｉｅｄ ｂｙ Ｔ ．Ｈｉｌａｎｏ ｆｏｒ Ｒａｓｔｅｒ ＿ＯｕｔＰｕｔ

－ｗｉ ｄｔｈ ＝2360

- ｈｅｉｇｈｔ＝3376

－ｘＯｆｆｓｅｔコ200

－yOff ｓｅｔ＝200

－ｄＰｉ＝300

－PinByt ｅｓ＝1

－init ＝＼ｘlb ｚXOXO ＼ｘldO ；0.24m ｕＥχｘld8 ；01PP ＼ｘldO ；300 ；300d ｒＥχｘｌ

ｄＯｂｏＰ

－Oｒ ｄｅｒPo ｓ＝χ

－Oｒ ｄｅｒSi ｚｅ＝gｘy

－Ｒａｓｔｅｒ

－Ｒａｓｔｅｒ
－y
Ｐｏｓ＝＼ｘldX4DY

- Ｒａｓt ｅｒ ＿ｘPo ｓ＝χｘldX4D χ

－Ｒａｓｔｅｒ-ySi ｚｅ°X1D ；Obi{I

- Ｒａｓｔｅｒ_ ｘSi ｚｅ＝X3D ；

－ＣＲＬＦ＝＼八 ｎ

－ＦＦ＝＼f

－ｇｒ ａｐｈｉｃ゛＼ｘldX4D ；

－ｓｔａ】rｔ＝

－ｒｅＰｅａt ＝



-ＭＨ　　 Ｍ Ｈ 符号圧縮指定

書式：

機能：

解説：

-ＭＨ

ラスクスキャンのデータを ＭＨ 符号で圧縮して転送する指定をします。

ＭＨ 符号圧縮指定は、-Ｒａｓｔｅｒ を指定していないと無効です。ＭＨ 符

号は１ 本の主走査線の画素数が2560 以 下の白黒 ２値の画像信号を対

象としています。 -ｗidｔｈ で指定 する値は、この値より小 さくしてく

ださい18)。

-Ｅｖｅｒy Ｒａｓｔｅｒ　 出 カ ラ ス ク 数 指 定

書式：

機能：

解説：

-ＥｖｅｒｙＲａｓｔｅｒ=[ｎｌｍ]

[ｎｕｍ]個のラスクごとに出力するように指定します。

-ＥｖｅｒyＲａｓｔｅｒ オプションは、-ＭＨ指定時には無視されます。

ＭＨ 符号圧縮をしない場合には、空白のラスタ群にはさまれた部分を

ひとまとめにしてプリンタに出力します。その際、送るビットイメー

ジの前後にある空白は除きます。　したがって、空白のラスクがあまり

なく、その問でラスクの長さが大きく変化する場合等には有効です19)。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション

18) これ以上 の値を指定した

場合には、安定した動作

は保証されません。

1９) た とえ ば、 スタ イル オプ

ショ ン(j) ｔｗｏｃｏｌｕ2n を

指 定 し てい る と きな ど。

８ ７



８ ８

２- Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

-ＲａｓｔｅｒO ｕｔＰｕｔO ｒｄｅｒ　 ラ ス ク 情 報 出 力 順 序 指 定

書式

機能

-ＲａｓｔｅｒOｕｔPｕｔOｒｄｅｒ=[ｓｔｒing]

出力するラスタイメージデータの位置や大きさを指示する順序を定義

します。

解説:　 ［ｓｔｒing ］ には、次に挙げ る文字を組み合わせて指定します。

文字 � 意味 �関連オプション

Ｘ

ｙ

Ｘ

Ｙ

ｇ �　　　

ｘ方向（横）の位置　　　

ｙ方向（縦）の位置

ラスクスキャンのｘ方向の大きさ

ラスタスキャンのｙ方向の大きさ

送るべきバイト数 �　

－Ｒａｓｔｅｒ＿ＸＰＯＳ　

－Ｒａｓｔｅｒ＿ｙＰｏｓ-

Ｒａｓｔｅｒ_χＳｉｚｅ

－Ｒａｓｔｅｒ＿ｙＳｉｚｅ

－ｇｒａＰｈｉｃ

［Ｓｔｒｉｎｇ］に記述した「文字」の順序に従って、「関連オプ ション」で

指定したコード列が出力されます。なお、すべての文字を書く必要は

ありません。

iｓｔ ２ － ２２ ●　Ｒａｓｔｅｒ卯ｔrｕｔoｒｄｅｒの設定例

１：　-ｒｅｍａｒｋ= ＬＰ－3000 用 ｐｒinｔ.cfg by Ri ｔｃｈy:

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
3
4
5
6
7

1
1
1
1
1

㎜ｒｅｍａｒｋ=　　　　　 ｍｏｄｉｆｉｅｄ ｂｙ Ｔ ．Ｈｉｌａ７１０ ｆｏｒ Ｒａｓｔｅｒ_ Ｏｕｔｐｕｔ-

ｗｉｄｔｈ＝2360　　 －ｈｅｉｇｈｔ＝３３７６

－ｘＯｆｆｓｅｔ＝２００　 －ｙＤｆｆｓｅｔ＝２００

－ｄＰｉ＝３００　　　- ＰｉｎＢｙｔｅｓ°１

－ｉｎｉｔ＝＼ｘｌｂｚＸＯχＯ＼ｘｌｄＯ；0. ２４ｍｕＥχｘｌｄ８；０１ｐＰχｘｌｄＯ；３００；３００ｄｒＥχｘ１

ｄＯｂｏＰ

-Ｒａｓｔｅｒ ＯｕｔＰｕｔＯｒｄｅｒ＝ｘｙｇＸＹ

－Ｒａｓｔｅｒ

-Ｒａｓｔｅｒ
－
ｙＰｏｓ°χｘｌｄＸ４ＤＹ

－Ｒａｓｔｅｒ Ｊ Ｐｏｓ＝＼ｘｌｄＸ４ＤＸ

－Ｒａｓｔｅｒ
－
ｙＳｉｚｅ４ ４Ｄ；Ｏｂｉ{ Ｉ

－Ｒａｓｔｅｒ ＿ｘＳｉｚｅ＝Ｘ４Ｄ；

－ＣＲＬＦ＝＼ｒχｎ

－ＦＦ＝＼ｆ

－ｇｒａｐｈｉｃ＝χｘｌｄχ５Ｄ；

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅＰｅａｔ＝

Liｓt 2，22 の 例の場合、７行目は、ビ ットマ ップ をラスク出力する際、

「ｘ 方向の位置」、「ｙ 方向の位置」、「送るべきバイト数」、「ラスクイ

メージの ｘ 方向の大きさ」、そして、「ラスクイメージの ｙ 方向の大

きさ」の順に送るこ とを表してい ます。

「ｘ 方向の位置」の出力コードは、10 行目の- Ｒａｓｔｅｒ_ｘPoｓ の記述に

従い ます。「ｙ方向の位置」の出力コードは、９行目の- Ｒａｓｔｅｒ_yPo ｓ

の 記述に従い ます。「送 るべ きバ イト数」の出力コードは、15 行 目

の- ｇｒａＰｈｉｃ の記述 に従い ます。「ラス クイメ ージの ｘ 方向の大 き

さ」の出力コードは、12 行 目の- Ｒａｓｔｅｒ_ｘSiｚｅ の記述に従い ます。

「ラス タイメージの ｙ 方向 の大 きさ」の出 力コ ードは、11 行 目の-

Ｒａｓｔｅｒ-ｙSiｚｅ の記述に従います。



Rａｓtｅｒ-ｘＰｏｓ　ラスクスキャン ｘ 方向位置のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-Ｒａｓｔｅｒ-ｘPoｓ=［ｓｔｒing ］

ラ スタスキャンｘ 方向位置のコード列を指定します。

-Ｒａｓｔｅｒ-ｘPoｓ で は、［ｓｔｒing ］ にラスタスキャンデータの ｘ 方向出

力位置をドット単位で指定するコード列を書きます。

次に説明 する- Ｒａｓｔｅｒ_yPo ｓ と組み合わせて使います。

ｐ.88 のList 2-22 の 例 の10 行 目を見てください。 -Ｒａｓｔｅｒ_ｘPoｓ の

行の設定により、ｘ 方向の位 置をバ イト数で数えたものを、最大 ４桁

までのASCII コ ー ドで表した十進数で出力 し、続けて Ｘ を出 力し

ますo

-Ｒａｓｔｅｒ-yPo ｓ　ラスクスキャン ｙ 方向位置のコード列指定

書式：

機能：

解説：

-Ｒａｓｔｅｒ-yPo ｓ°［ｓｔｒing ］

ラ スクスキャンの ｙ 方向位置のコード列を指定 します。

-Ｒａｓｔｅｒ-yPo ｓ で は、［ｓｔｒing ］に ラスクスキャンデータの ｙ 方向出

力位置をドット単位で指定するコード列を書きます。

上の- Ｒａｓｔｅｒ_ｘPoｓ と組み合わせて使います。

ｐ.88 のLi ｓt 2-22 の 例の ９行目を見てください。 -Ｒａｓｔｅｒ_yＰｏｓの行

の設定により、ｙ方向の位置をバイト数で数えたものを、最大 ４桁ま

での ＡＳＣＨ コードで表した十進数で出力 し、続けて Ｙを出力します。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション
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２- Ｏ ｉｏ ｎ ｓ

-Ｒａｓtｅｒ_ｘSiｚｅ　ラスクスキャン ｘ 方向サイズのコード列指定

書式：

機能：

解説：

-Ｒａｓｔｅｒ-ｘSiｚｅ°［ｓtｒing ］

ラ ス ク ス キ ャ ン ｘ 方 向 サ イ ズ の コ ー ド 列 を 指 定 し ま す 。

-Ｒａｓｔｅｒ-ｘSiｚｅ で は 、［ｓtｒｉｎｇ］に 、 ラ ス ク ス キ ャ ン デ ー タ の ｘ 方 向

サ イ ズ を ド ッ ト 単 位 で 指 定 す る コ ー ド 列 を 書 き ま す。

次 の- Ｒａｓｔｅｒ_ySi ｚｅ と 組 み 合 わ せ て 使 い ま す 。

ｐ.88 のLi ｓt 2-22 の 例 の12 行 目 を 見 て く だ さ い 。- Ｒａｓtｅｒ_ｘSiｚｅ

の 行 の 設 定 に よ り 、ｘ 方 向 サ イ ズ を バ イ ト 数 で 数 え た も の を 、 最 大 ４

桁 ま で のASCII コ ー ド で 表 し た 十 進 数 で 出 力 し ま す。

Rａｓtｅｒ-ySiｚｅ　ラスクスキャンｙ 方向サイズのコード列指定

書式：

機能：

解説：

-Ｒａｓｔｅｒ-ySi ｚｅ°［ｓｔｒing ］

ラ スクスキャンｙ 方向サイズのコード列を指定しますo

-Ｒａｓtｅｒ-ySiｚｅ では、［ｓｔｒing ］に、ラスクスキャンデータのｙ 方向

サイズをドット単位で指定するコード列を書 きますo

上 の- Ｒａｓｔｅｒ_ｘSiｚｅ と組み合わせて使います。

ｐ.88 のList 2-22 の 例 の11 行 目 を見てください。- Ｒａｓtｅｒ_ySi ｚｅ

の行の設定により、ｙ 方向サイズをバイト数で数えた ものを、最大 ４

桁までのASCII コ ードで表した十進数で出力 します。その後、「; 十

〇十ｂ 十ｉ 十｛十 工｝を続けて出力します。



-ｓｗiｔｃｈ=［ｓtｒing ］ で 使用 で き るコ ード

プリンタドライバで使用できるオプションのうち、次のものは引数として文字

列を指定します。

○　 汎 用 プ リ ン タ 制 御 系

-ini ｔ ，-CRLF,- ｅχｔｒａＣＲＬＦ,-FF, -g ｒａＰｈｉｃ， -ｓｔａｒｔ ， -ｒｅｌａｔi ｖｅ， -ｒｅＰｅａｔ

Ｏ　 ラ ス ク プ リ ン タ 制 御 系

-Ｒａｓt ｅｒ_ χPo ｓ， -Ｒａｓｔｅｒ_yPo ｓ，-Ｒａｓｔｅｒ_ χSi ｚｅ,- Ｒａｓｔｅｒ_ySi ｚｅ

そ こ に 指 定 で き る コ ー ド を 以 下 に 説 明 し ま す 。 な か で も 次 に 示 す ８ つ の オ プ

シ ョ ン は ， ビ ッ ト マ ッ プ デ ー タ の 位 置 ・ サ イ ズ 等 の 情 報 を と も な う の で ， 次 に 説

明 す る よ う な 特 別 な 記 法 が 用 意 さ れ て い ま す 。

○　 汎 用 プ リ ン タ 制 御 系

-g ｒａＰｈｉｃ，－ｓｔａｒt ， -ｒｅｌａｔi ｖｅ， -ｒｅＰｅａｔ

Ｏ　 ラ ス ク プ リ ン タ 制 御 系

-Ｒａｓｔｅｒ_ χPo ｓ， -Ｒａｓｔｅｒ_yPo ｓ，-Ｒａｓｔｅｒ_ χSi ｚｅ， -Ｒａｓtｅｒ_ySi ｚｅ

◆Z? ｄ,Z?D,Z?ｍ,X?Ｍ,Z?i，Z?ｴ

プリンタに出力ドット数を送る際に、そのドット数の出力方法を指定しなけれ

ばなりません。本コード列は、以下に挙げるオプ ションにおいて、グラフィック

データの出力の指定に使います。

これらのオプション内では、本コード列を何回指定してもかまいません。

○　 汎 用 プ リ ン タ 制 御 系

-gｒａＰｈｉｃ, -ｓｔａｒt ， -ｒｅｌａｔiｖｅ,-ｒｅＰｅａｔ

Ｏ　 ラ ス ク プ リ ン タ 制 御 系

-Ｒａｓｔｅｒ_χPoｓ，-Ｒａｓｔｅｒ_yPo ｓ，-Ｒａｓtｅｒ_ χSiｚｅ, -Ｒａｓｔｅｒ_ySi ｚｅ

本 コ ー ド 列 は， 次 に 分 類 す る よ う に ６ 種 類 あ り ま す。

Z?ｄ　　 ？ は １ か ら ５ ま で の ＡＳＣＨ コ ー ド で ， 最 大 ？ 桁 ま で の 十 進 数ASCII　　　　　

コ ー ド で 出 力 す る こ と を 意 味 し ま す 。

Z?D　　-g ｒａＰｈｉｃ，- Ｒａｓｔｅｒ_ χPoｓ，- Ｒａｓｔｅｒ-yPo ｓ， -Ｒａｓtｅｒ-ｘSiｚｅ お よ び

-Ｒａｓｔｅｒ-ySi ｚｅ で し か 使 え ま せ ん 。 出 力 す る デ ー タ が ド ッ ト 数 で

は な く， バ イ ト 数 で あ る 点 を 除 け ば ，Z? ｄ と 同 じ で す。

X? ｍ　　 ？ は １ ま た は ２ で ， ド ッ ト 数 を ？ バ イ ト の バ イ ナ リ デ ー タ に 変 換 し

て ， ビ ッ グ ェ ン デ'イ ア ン２０)で 出ヽ 力 す る こ と を 意 味 し ま す 。

Z? Ｍ　　- ｇｒａＰｈｉｃ，- Ｒａｓｔｅｒ_ χPoｓ，- Ｒａｓｔｅｒ_ｙＰｏｓ，- Ｒａｓｔｅｒ_ χSiｚｅ お よ び

-Ｒａｓｔｅｒ-ySi ｚｅ で し か 使 え ま せ ん 。 出 力 す る デ ー タ が ド ッ ト 数 で

は な く， バ イ ト 数 で あ る 点 を 除 け ば ，Z? ｍ と 同 じ で す。

２。４- ＰＲＩＮＴ オプション

2０)モトローラのＣＰＵ が採

川している順番で、 上位

バイトに続き、下位バイ

トを送るこ と。

91



９ ２

２-

21) インテルの ＣＰＵ か採川

してい る順番で、下位バ

イトに続き、上位バイト

を送ること。

2 ２）た と え ば 、「エ ス ケ ープ

コー ド十 Ｒ ｄｄｄ ７１」 の場

合 、ddd は リピー ト数 を

３ 桁 の十 進 数のASCII　　

コー ド で 表 して お り、ｎ

を リピ ー ト すべ きギ ャラ

ク タ とす る こ とを示 して

い ます。

Z?i　　 ？ は １ ま た は ２ で 、 ド ッ ト 数 を ？ バ イ ト の バ イ ナ リ デ ー タ に 変 換 し

て 、 リ ト ル エ ン デ ィ ア ン 川 で 出ヽ 力 す る こ と を 意 味 し ます 。

X?ｴ　　ｰ ｇｒａＰｈｉｃ， -Ｒａｓtｅｒ-ｘPoｓ， -Ｒａｓｔｅｒ-ｙＰｏｓ， -Ｒａｓｔｅｒ-ｘSiｚｅ お よ び

-Ｒａｓｔｅｒ-ySi ｚｅ で し か 使 え ま せ ん 。 出 力 す る デ ー タ が ド ッ ト 数 で

は な く、 バ イ ト数 で あ る 点 を 除 け ば 、Z?i と 同 じ で す 。

さ ら に 、 次 に 挙 げ る ２ つ の オプ シ ョ ン に 関 し て は 、 割 り 算 フ ァ ク タ を指 定 す る

こ と が で き ま す 。

-ｓｔａｒｔ，-ｒｅｌａｔiｖｅ

「割り算ファクタ」とは、たとえば360dpi のプリンタBJ-130 ではグラフィッ

クリピート指定が180dpi ベースでしか指定できないというような事態に対処す

るために考えられた概念です。その正確な定義は以下のようになっています。

定義：　スタートドット位置あるいは相対ドット位置の指定において、出力す

べきドット数をある指定数で割り、その商をドット数として出力し、

余りは通常のグラフィックデータとしてこのあとに続いて出力する。

この指定数を「割り算ファクタ」という。

360dpi 単位で割り出したドット数をすべて180dpi 単位に変換しなけれぱなら

ないわけですが、単に割り算ファクタ２で割っただけでは余りが出ます。これを

無視していてはピットずれのもとですから、それを後続のデータに埋め込んでし

まおうというわけです。

書式は、以下に示すとおりです。

X?/＊ｄ, X?/＊ｍ, X?/＊i

ここで、＊の部分に割り算ファクタを書きます。たとえば、BJ-130J では、次

のように指定します。

-ｒｅｌａｔiｖｅ=＼ｅＵＺ４/2dZOZOZO

こ の指定は、「ドット単位印字位置相対指定」が「エ スケープコード十Ｕ」に続

き、最大 ４桁 までの十進数ASCII コ ードで相対 位置の半分の数値 を出力 し、３

バ イトのO ｘ00 を出力することを意味し ます。

ちなみに、「エスケープコード十Ｕ」は、180dpi ベ ー スのグラフ ィックリピート

指定です。 360dpi のBJ-130J では 、空白のドット幅を数えて、その半分を指定

してやることが必要なのです。-ｒｅｌａｔiｖｅ によって、スキップ数の半分を出力し

てくれますから、リピ ートすべきドット列O ｘ00 0 ×ＯＯ Ｏｘ00 をダ ミー（ZOXOZO ）

と してあとから送ってやれば、目的 を達成で きます。

ほかにキャラクタリピート22）を使う場合、空白文字が幅48 ドットを持ってい

るなら、 次のように指定します。

-ｒｅｌａｔiｖｅ=＼eRZ3/４８ｄ＼ｘ20

なお、現在、割り算ファクタは複数指定することができません。さらに、割り

算ファクタのない指定との混在もできません。



◆ ＼Ｘ??　　　　　　　　

㎜

１バイトコードの出力指定です。16 進数で指定します。ちょうど ２桁分指定

してください。ただし、OX00 を出力したい場合はXO を用いてください。

◆ ＼???

１バイトコードの出力指定です。８進数で指定します。ちょうど３桁分指定し

てください。ただし、OX00 を出力したい場合はZO を用いてください。

◆ その他のコード

以上に記述したコード列以外にも，以下にリストされた記法が使用できます。

＼ｂ　　　　ベル（ＢＥＬ,0×07）

＼ｔ　　　　水平タブ（ＨＴ,0×09）

＼ｎ　　　　改行（ＬＦ,0×Oa）

＼ｖ　　　　垂直タブ（VT,0×Ob）

＼f　　　　改ページ（ＦＦ,0×Oc）

＼ｒ　　　 復帰（CR,0×Od）

＼ｄ　　　 ｄｅｓｅｌｅｃt（DC3，0×13）

＼ｓ　　　 サブコード（ＳＵＢ，0×1a）

＼ｅ　　　　エスケープコード（ESC，0×1b）

＼＼　　　　＼コード

ZX　　　　X コード

XO　　　 ヌルコード（ＮＵＬ，0×00）

ヌルコードは ＼000，＼ｘ00 等では指定できません。

１バイトコード出力指定（＼Ｘ??や ＼???）だけを使っていると、記述を見ただ

けでは意味がわかりにくいので、このようなわかりやすい記述のしかたを使うと

便利ですO

２。４- ＰＲＩＮ Ｔ オプ ショ ン

９３



Ｃ ｈａｐｔｅｒ ２ - Ｏ ｐｔｉｏｎｓ

９ ４

２。５………………ＭＥＴＲＦＯＮＴ の コマン ドラ イン

ＭＥＴｎＦＯＮＴの基本的な実行形式であるinimf. ｘ とｖiｒmf.ｘ のコマンドライ

ン解釈について簡単に説明しておきます。 inimf.ｘ とｖiｒmf.ｘには、通常のプ

ログラムでいう、コマンドラインから指定することで自身の動作を変化させるよ

うなオプションは存在しません。コマンドラインに記述された文字列は、そのま

ま ＭＥＴＲＦＯＮＴの入力文字として扱われます。

たとえば、コマンドラインから以下のように入力したとしましょうo

A＞inimf ｔｅｓｔ` mf　

＿

この記述は、一見するとコマンドラインの引数としてｔｅｓt.mf を渡したかの

ように見えます。しかし、これはただ単に、

Ａ〉 ｉｎｉ ｍｆ

Ｔｈｉｓ ｉ ｓ ＭＥＴＡＦ ＯＮＴ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２ ．７ （ＩＮＩＭＦ ）

＊●ｔｅｓｔ ．Ⅲｆ

とした場合とまったく等価ですo コマンドラインからの入力は、そのまま ＭＥＴＲ

ＦＯＮＴ の入力 として扱われる点に注意してください。

ただ し、TI£Ｘ の場合 と同様、“＆”を先頭に持つ最初の コマンドライン引数

だけは ＭＥＴＲＦＯＮＴ で も特別の意味を持 ちます。“＆”のあとに続 く文字列は、inimf.

ｘ で 作成した、拡張子が. ｂａｓｅ のフ ァイルを指定しますｏ ｂａｓｅファイル

は、竃沁 にとってのfmt フ ァ イルに相当するファイルです。

“ ＼”（“￥”）は、TI£Ｘ での場合と同様に ＭＥＴＲＦＯＮＴ で もパスの区切りとして

認識されませんから、コマンドラインからデ ィレクトリ付 きのファイル ネームを

渡 す場合ぱ‘＼”（“￥”）のかわりに“／”を使用してくださいo



2 。6 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ｍ ａ
ｋ ｅ ｆ ｏ ｎ ｔ オ プ シ ョ ン

mａｋｅｆｏｎｔ.ｘ には、以下に示す各オプ ションがあります。

●　〈dPi 〉

・　〈拡 大 率 〉

●　〈フ ォ ン ト 名 〉

●　-mf

●　-y

作成フ ォントの基本dpi

フ ォ ントの拡大率

作成フ ォント名

ＭＥＴｎＦｏＮＴ ソースファイル検索ディレクト リの追加

処理の中断の禁止

〈dpi〉〈拡大率〉〈フォント名〉については順番は固定で。省略することはでき

ません。その他のオプションは、これらのオプ ションの後ろであれば、順不同

で、省略も可能です。なお、オプ ションを指定せずに起動すると、対話形式で

ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘが起動します。

2｡６- ｍａｋｅｆｏｎt オプション
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９ ６

２- Ｏｐｔｉｏｎｓ

〈dPi 〉< 拡 大率〉〈フォント名〉　 基本 ｄｐｉ、拡大率、フォント名の指定

書式：

機能：

解説：

〈ｄＰｉ〉<拡大率〉<フォント名〉

作成フォントの基本dpi 、拡大率、フォント名を指定します。

第１オプションとして、作成フォントの基本dpi を50 －3000 の数値

で指定します。プレビューア用のフォントdpi 値は118 に、プリンタ

用のフォントはプリンタのdpi 値にあわせるようにするのが普通です。

第２オプションとして、作成フォントの拡大率を指定します。拡大率

は、以下の表のとおりに指定してください。実際に作成されるフォン

トサイズは、「dpiX 拡大率」の小数点第１位が５以下のとき、これを

切り捨てた値になります。

０

１

５司n052

＝ｍ1

０

１

6=m06

3=ｍ13

0.7 ＝m07 01.44

＝ln2 1

８＝m08　0728

＝ｍ３ ２

９＝ｍ０９　 １．０＝ｍ０　 １.095 ＝ｍｈ

０７４＝ｍ４ ２.488 ＝ｍ５

第 ３ オプ ションとして、作成す るフォント 名を ＭＥＴｎＦｏＮＴ の

ソ ースファイル名で指 定し ます。拡張子の.mf は指定しない

で くだ さい。指 定 ソースファイル 名の 例を以 下に示し ます。

ソー ス フ ァイル 名 � 作 成 さ れ るフ ォント

ｃｍｒ１０

ｃｍｔ１１０

ｃｍｃｓｃ１０

ｃｍｓ１１０

ｃｍｓｓ１０

ｃｍｔｔ１０ �Roman face 

（ ロー マ ン体 ）

μ 必c μce （イ タリ ッ ク体 ）

ＳＭ人LLc 人ps F八CE （小 文 字サ イ ズの大 文 字）Sjanted

息ce （斜体 ）Sans serif face 

（ サ ンセ リ フ体 ）TyPewriter face 

（ タ イプ ラ イタ 体）

なお、第１～ 第３のオプションの順番は固定で、省略することはで

きません。３つまとめてひとつのオプションだと考えてください。た

とえば、118dpi のｃｍｓｓ10フォントを拡大率1.2 で作成する場合、以

下のようにします。

Ａ〉ｍａｋｅｆｏｎt 118 ml cmｓｓ10



-ｍｆ　　 ＭＥＴＲＦＯＮＴソ ースファイル検索ディレクトリの追加

書式：

機能：

解説：

-ｙ

書式：

機能：

解説：

-mf=< デ ィレクトリ名〉

ＭＥＴＲＦＯＮＴソースファイルの検索ディレクトリを追加し ます。

ＭＥＴＲＦＯＮＴ ソースファイルが標準ディレクトリ以外 にあ る場合に。

この オプ ションで指定し ます。デ ィレクトリが環境変数 ＭＦｴＮＰＵＴＳで

指定されてい る場合は、このオプションは不要です。

処理の中断の禁止

-y

処 理 の中断を行わないようにします。

このオプ ションがあると処理を中断し ません。作成先デ ィレクトリが

ない場合は確認することなくディレ クト リを作成し、作成フ ォント

がすでに存在する場合は確 認することなく作業 を終了します。 また、

ＭＥＴＲＦＯＮＴソ ースにエラーがあった場合も、エラーメッセ ージを出

力するだけで作業を続行します。このオプ ションは、バッチフ ァイル

等で連続してフォントを作成するときに指定すると便利です。

2｡６- ｍａｋｅｆｏｎt オプション
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Config ｕｒａtiｏｎ

本章では、フ ォントマネージヤで使用 するコンフィギュレーションファイ

ルの文法について解説します。本書の添付ディスクに付属のインストーラ

によって ｌｋＸ の インストールを行った場合 、フ ォントマネージヤのコ

ンフィギュレーションファイルは、あなたのプリンタおよびフォントファ

イル環境 にあわせて ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ 内に ｍｙｆｏｎｔｓ.fm とい うファイル名で

作成されます。しかし、このコンフィギュレーションファイルには、あ く

までも最小限度の設定 だけ しか定義 されてい ませんから、このような既

存ファイルの設定 に満足できなくなることもあるでしょう。その場合、読

者は、自分自身でコンフィギュレーションファイルをつくらなければなり

ません。本章では、そのような読者のために、フォントマネージヤのコン

フィギュレーションファイルの書 き方について説明します。
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３。１・・… コンフ イギュレ ーションファイル文法

1　3.1.1　
コンフィギj レーションフアイル乱文

フ ォントマ ネージャのコンフィギュレーションファイルは、基本的に １行がひ

とつ の“又”によって構成されています。ここで、“文”とは、フ ォントマ ネー

ジャが解析可能な指示命令の集 まりのこ とで、ＢＡＳＩＣ でいうところの「行」、あ

るいはバッチファイルでいう「行」の概念に近いものだと思ってもらってもか ま

いません。

そのようなフォントマネージャのコンフィギュレーションファイルで使われる

文は、その働きの違いから大 きく２種類、正確には ６種類 に分けることができ、

それ以外には存在しません。

○　定義文

フォントマネージャの働きそのものを決定づける部分です。どのフォントを

どのフォントドライバで処理して出力するのかという部分を設定します。

（1） マクロ定義文

複雑で長い文字列に、短くてわかりやすい名前をつけるための文のこと

です。コンフィギュレーションファイルをわかりやすくするのに効果が

あります。

（2） ドライバ定義文

どのフォントドライバをどのような設定で処理するのかを定める文のこ

とです。コンフィギュレーションファイルのなかでも特に重要な役割を

果たします。

（３） フォント定義文

実際にフォントを作成するために、どのフォントドライバを組み合わせ

るかを定める文のことです。コンフィギュレーションファイルのなかで

も特に重要な役割を果たします。

コンフィギュレーションファイル内では、これらの文を順次並べていくこと

によって、フォントの登録をプログラミングするわけですが、このとき、各

定義文には次のような相互依存関係があります。

・　フォント定義文は、いくつかのドライバ定義文を参照する
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・　フォント定義 文や ドライバ定義文は、い くつかのマクロ定義文 を参 照

する

このため、文は基本的 に、(1) →(2) →( ３) の 順1)に並 べます。

この点について、 もう少し説明してみましょう。

基本的に、フ ォントマ ネージャのコンフィギュレーションファイルは、ドラ

イバ定義文によって定義されたフォントドライバの名称( 識 別子) を、フォン

ト定義文で列挙するこ とにより、フ ォントを生成し、また、外部のプ ログラ

ムが参照できるような名前をつけます。

ここで、｢ なぜ、フ ォントネームを使用して記述しないのか｣ という疑問がわ

いてくるか もしれませ ん。確かに、“自分の必要なフォントネームを列挙す

る”だけで、フォントマ ネージャがフ ォントドライバの組み合わせや、それ

らの順序を考えて、自動的 にフ ォントを登録してくれれば理想的でしょう。

しかし、それにはちょっと無 理があ ります。なぜなら、融通性を考えると、

フォントネームにはあ まり多 くの情報を盛 り込めないからです。

たとえば、‥｡-ｔｅｘ180 とい うフ ォントネームの一部を兄ただけではフィル

タドライバｔｏｔｅｘ.ｓyｓ を使っているということだけしかわからず、フィルタ

ドライバに渡したすべての引数 を類推することは不可能です。 また、キャッ

シュフ ィルタの有無 をフォントネームから判断することはできませ ん。

逆に、フォントネームにキャッシュフィルタの有無の情報を入れないことで

汎用性 を確保 しています。 キャッシュフ ィル タの有無が、フォントの形 を表

すフォントネームに影響することは好ましいことではないでしょう。

以上の理由により、コンフ ィギュレーションファイルの作成者は、引数の書

き方も含めたフ ォントドライバの識別をドライバ定義文で定義し、フ ォント

定義文でどの順番に組み合わせるのかを指示 する必要があります。

○　制御文

フ ォントマネージャのコンフ ィギュレーションファイルに記述された文の流

れを制御するための部分です。コンフ ィギュレーションファイルは、基本的

に記述されている順番に文を展開し、処理をしますが、これらの文を用い れ

ば、その処理を制御するこ とがで きます。

(1)incl ｕｄｅ 文

別のファイルに記述された定義文を参照するための文です。コンフィギュ

レーションファイル をわかりやすくするのに効果があります。

(2)if 文

普 通のプログラム言語の条件判断文 と同 じものです。ユーザの環境にあ

わせた定義をするのに便利です。

(３) ｗａｒning 文、ｅｒｒｏｒ 文

使用者に注意をうながす目的で使う部分です。 どちらも通常のプログラ

ム言語の処理中に発生するそれと同じ意味合いを持っていて、ｗａｒｎｉｎｇ

文は警告を出力させるだけですが、ｅｒｒｏｒ 文は警告を出力したうえ、文

の処理も中断させます。

1) 記述する場合の前後関係

は、正確には、定義文が

参照 しあう順に従って決

まってしまいます。

1０1
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本節の冒頭で述べたように、コンフィギュレーションファイルにはこれら６種

類以外の文を書くことはできません。

1　3.1.2　
“文”について

前項で述べたように、コンフ イギュレーションファイル中の１行を“文”とい

います。　しかし、以下の指定をすることによって、「文は１行である」という制

限を変更することができます。

◆ 行継続

行末にバックスラッシュ（＼）を書 くと、その文は次の行につながっているこ

と（行継続）になります。すなわち、「＼十〇ｘOd 十 〇ｘOa」（バックスラッシュおよ

び改行復帰）は無視されます。

◆ 空行　　　　　　　　　　　　

㎜　㎜

空行は文とはみなされず、無視されます。

行継続の記号（＼）の次に空行がある場合、この空行は無視されてしまいます

ので、その空行の前の行と次の行は続いているものとみなされます。

◆ コメント

キャラ クタ ＃”があ るとコメント とみなされ、“＃”以下の文章は行末 まで無

視され ます。コメント文が次の行 まで続く場合は、行末に“ ＼”をつけても、“ ＼”

よりも“＃”のほうが強い働きをしますので、“＼”は無視されてしまい ます。次の

行までコメント文を続けたい場合は、次の行の行頭にも“＃”をつけてください。

◆ エスケープキャラクタ　　

㎜

“＼”は、エスケープキャラクタとして働きます。コンフィギュレーションファ

イルでは、=、l，{､1，$､1,} のほか、アルファベット、数字などが文意によって

は特別な意味を持ってきます。それをキャンセルする場合( 特別な意味を持たな

い単なる文字として使用したい場合、の意味)、これらのキャラクタの前に“＼”
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を書いてください。たとえば、“＝”を特別な意味を持たない単なる文字として使

用したい場合には、“＼=”と記述します。

また、“＼”自身を通常の文字として認識させたい場合は、“ ＼＼”と続けて書い

て ください。

◆ スペース

○

○

○

○

スペースは、入れてはならないところ以外では、見やすさのために、

いくつ入れてもよい

スペースのかわりにタブを使用することができる

スペースとタブを混在させて複数書くことができる

スペースを入れなくてもよい

ということになっています。

なお、スペースを入れてはならない場合については、以下の説明中、個別に解

説します。

1　3.1j　
“識別子”定義

識別子は、漢字（全角文字のすべて）、アルファペットと数字からなる文字列で、

マクロ定義文とドライバ定義文によって定義された、いくつもの定義を識 別する

ためのものです。第3.1.1 項 「コンフィギュレーションファイルの文」（ｐ.100）で、

マクロ定義文を「複雑で長い文字列に、短 くてわかりやすい名前をつけるための

文」のことだと書 きましたが、このときに「つけ」られた「短 くて使いやすい名

前」 も、ここでいう“識別子”のひとつです。

識別子では大文字・小文字が使い分けられます。文意あるいは明示的な指定2）に

よってマクロネームとドライバネームを区別することができるので、同じ識別子

を用いることもできないわけではあ りませんが、やはり、識別子は別のものにし

たほうがいいでしょう。

先に述べたように、識別子に含 まれてもよい文字は、漢字とアルファベ ットと

数字ですから、これ以外の文字はすべ て識別子のデリミタ（区切 り）として機 能

します。　したがって、識別子を記述するときには、文字の間にスペースを入れて

はいけません。たとえば識別子“ｄｅｆｉｎｅ”があったとすると、これを“ｄｅ ｆｉｎｅ”

などと記述することはできません。

1　3.1.4　
文の“フォーム”

第3.1.1項「コンフイギュレーションファイルの文」（ｐ.100）で、コンフイギュ

2 ）マ クロ ネームの 参照 は。

ネームの前に“＄”を置

くことで行い ます。詳し

くは、「マ クロ定義 文」

（ｐ.104 ）を参照。
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3)具体的にどのような識別

子や文字列に置き換える

のかについては。そのつ

ど説明します。

1０4

レーションファイルを構成する文には６つの種類があることを簡単に説明しま

した。本節では、各文について少し詳しく見ていくのと同時に、その文の書き方

（これを「フォーム」と呼びます）を説明しておきます。

その前に、「各フォームに関する説明」の“流れ”を示すとともに、その読み方

について、いくつかの注意点を示します。

（1） フォームの書式説明は、フォームの文頭に「○」を付けて行う。

（2） その際、フォームの書式を示す説明部分では、

（ａ） アルファベットや記号は、実際のフォームの記述どおりである。

（ｂ） カタカナや漢字で記述された部分は、実際のフォームの記述に際して適

切な識別子あるいは文字列に置き換えなければならない3）。

（３） さらに、フォームの説明のあと、その機能をイメージしてもらうための例を

挙げるが、これはフォントマネージャのコンフィギュレーションファイルと

して正しいものではない。つまり、あくまでも理解を深めてもらうための材

料にすぎない。

（４） 最後にフォントマネージャのコンフィギュレーションファイルとして成り立

ちうる実例を示す。

◆ マクロ定義文

フォントマ ネージャのマクロは、Ｃ 言語で使用する、引数をとることも可能な#

ｄｅｆｉｎｅ と同等の働きをします。つ まり、「複雑で長い文字列」を「短い識別子」

で代用して書いておき、フ ォントマ ネージャでこれを解釈するときは、元の長い

文字列に置 き換えて解釈してほしいというようなときに使い ます。 また、識別子

には引数を指定するこ とがで きますので、“似 たような長い文字列”をひとまと

めにして定義するこ とがで きるようになります。

マクロ定義文は、次のフ ォームをとります。「マクロネーム」および「引数」は

識別子であり、「定義体」は文字列です。

○

○

dｅｆｉｎｅ マクロネーム ＝ 定義体

ｄｅｆｉｎｅ マクロネーム［ 引数１， 引数２，　
Ｉ゚°ｌ　
引数ｎ ］ ＝ 定義体

２ つのフ ォームのうち、上側 に示したフ ォームは、引数をとらないマクロを定

義する場合に使 用するもので、マクロ定義の最 も簡 単な利用方法 といえます。 引

数を まったくとらないマクロネームは、この記述方法で しか定義するこ とがで き

ません。これに対して下側に示したフ ォームは、引数をとるマクロを定義する場

合に使用し、与えた引数は定義体の中で展開されます。

まず、引数をとらないマクロを定義する場合から詳しく説明します。

マクロ定義文で引 数を とらないマ クロを定義 しておくと、以後、「定義体」の

内容を「$ マ クロネーム」で参照することができるようになります。

ＬｉＳt 3- 1 に、 引数をとらないマ クロ定義をイメージするための例を示します。
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IＬｉＳt ３－1・ 引数をとらないマクロ定嚢例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｓ

Ｉ

Φ

－

Ｉ

Ｉ

Φ

一

響
1
2
3
4

d ｅｆｉｎｅ Ｎｏ ＝fi ｒｓt

Ｔｈｅ 籾 ｏ ＳａｍＰｌｅ.

ｄｅｆｉｎｅ Ｎｏ ＝ ｓｅｃｏｎｄ

Ｔｈｅ $ Ｎｏ ｓａｍＰｌｅ.

この例は、次の展開結果と同等です。
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１

２

Ｔｈｅ ｆｉｒｓｔ ｓａｍＰｌｅ ．

Ｔｈｅ ｓｅｃｏｎｄ ｓａｍｐｌｅ ．

同じマクロネームで新たにマクロ定義文を定義すると、それ以後は新しく定義

されたものに置き換わります。 Liｓt 3-2で は、それぞれfi ｒｓt,ｓｅｃｏｎｄ になって

いることに注目してください。

それでは、フォントマネージヤのコンフ イギュレーションファイルの一部とし

て成り立ちうるマ クロの使 用実例 として、Liｓt 3-3 を示 し ましょう。２行目 と

３ 行目で引数をとらないマ クロを定義し、7,8,10 行目 でそのマクロを使用して

います。

1

2

3

4

5

一

一

Ｉ

■

■

Φ

■

響

９

Φ
7
8
9
0
1

毒 以下の ２ 行が引数をとらないマクロ定義の実例です。

define f ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ ＝46define f

ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ ＝48

ifdef f ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ ｛

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＭｉｎＢｉｔｍａＰ ’ /ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｂｍ１.ｓyｓ へ、

/ｔｅｘ/f ｒｅｅｆｏｎｔ/ ｍｉｎｃｈｏ豺ｒｅｅ皿ｉｎｓｉｚｅ．ｂｍｌ ＼

－ｎ ｆｒｅｅ－ビ ッ ト マ ッ プ （ｌｆｒｅｅｍｉｎｓｉｚｅ）一明 朝

dfilt ｅｒ ＭｉｎＢｉｔｍａＰＳｍｏｏｔｈ ° /ｔｅＸ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｓｍｏｏｔｈ.ｓyｓ ＼

－ｓ 256 -p Sf ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ

1

この例は、次の展開結果と同等です。

ＬｉＳt ３－４● ＬｉＳt ３-３ の展開結果

５ ：

６ ：

7
8
9
0
1
　
　
　
　
　
　

１

１

ｉｆｄｅｆ ｆｒｅｅｍｉｎｓｉｚｅ ｛

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＭｉｎＢｉｔｍａｐ ’ ／ｔｅｘ ／ｆ ｏｎｔｍａｎ ／ｂｍ１ ．ｓｙｓ χ

／ｔｅＸ ／ｆｒｅｅｆｏｎｔ ／ｍｉｎｃｈ０４８ ．ｂｍ１ ＼

-ｎ ｆｒｅｅ－ ビ ッ ト マ ッ プ （48 ）一明 朝

ｄｆｉｌｔｅｒ ＭｉｎＢｉｔｍａＰＳｍｏｏｔｈ ° ／ｔｅｘ ／ｆ ｏｎｔｍａｎ ／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ ＼

－ｓ ２５６ - ｐ ４８

｝

マクロf ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅの展開結果 紅ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅが48 であ ることに注目して

ください。

ここで少し寄り道をして、 コンフ イギュレーションファイルでマクロ参照をす

る場合のちょっ としたテクニックについて触れてお きます。

普通、マクロを参照したときは、そのあとにスペースを入れなければ なりませ

ん。なぜなら、マクロに引き続いて、さらに識別子になりうるキャラクタ（漢字・
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英字・数字) 力゙ きた場合、スペースを入れなければ、識別子に続くキャラクタを

マクロの識別子の続 きとして誤認してしまうこ とがあ るからです。

先のＬｉＳt 3-1 の場合、マクロの識別子に続いていたのが“ 。”(７行目)､“) ”(８

行目) という記号でしたから、これらの文字が同時に識別子のデリミタとしても

機能したため に、 スペースの挿入という ような処理は不要でした。

しかし、 たとえば、ＬｉＳt 3-5 を 見てください。

一
一

Ｉ

Ｉ
r

‐

Ｑ
I

ｄｅｆｉｎｅ ｎａｍｅ ＝ ｍｉｎ

ｆｉｌｅ Ｐａｔｈ ｉｓ Ｂ：／ＴｅＸ／ｆｏｎｔｓ ／$ｎａｍｅ１０ ．Ｐｋ

この例では、ｎａｍｅのつもりで書い た識別子が、実際には ｎａｍｅ１０ という識別

子として認識されてしまいます。その結果、望んだようにはマ クロを展開してく

れません。

Liｓt ３-６● Liｓt ３－５ の展開結果

1 :　file Paｔh iｓ Ｂ:/ＴｅＸ/ｆｏｎｔｓ/$ｎａｍｅ１０.Pｋ

で は、ＬｉＳt 3－7 の ように、ｎａｍｅ　と10 の 間にスペースを入れればう まくいく

ので しょうか ？

Liｓｔ３－７●識別子と引数の間にスペースを入れた例

1 :　ｄｅｆｉｎｅ ｎａｍｅ －min

2こ　ｆｉｌｅ Ｐａｔh iｓ Ｂ:/ＴｅＸ/ｆｏｎｔｓ/1;ｎａｌｌｅ １０.Ｐｋ

しかし、実はＬｉＳt 3－7 も希望どお りにはいきません。

iｓt ３_-８● Liｓｔ;!-７の晨闘結果

I :　file Paｔh iｓ B:/ＴｅＸ/ｆｏｎｔｓ/min 10.Pｋ

フ ァイル名min10. Ｐｋ が、min 10. Ｐｋ の ように分断されてしまい ます。

このような場合は、ＬｉＳt 3－9 の ように、ｎａｍｅ と10 の 間に“ ＼”を入れてくだ

さい。すると、フ ォントマネージャは、“Ｖ’を識別子の終わりとみなします。

Liｓt ３-９● マクロ定義テクニック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

1:　ｄｅｆｉｎｅ ｎａｍｅ ＝min

2:　file Pa ｔh iｓ Ｂ:/ＴｅＸ/ｆｏｎｔｓ/拿ｎａzｎｅχ10.Ｐｋ

これで、 ようやく希望 どおりのマ クロ展開がで きるようになります。

Liｓｔ ３-１０● Liｓｔ ３-９ の晨開結限

1 :　file Paｔh iｓ Ｂ: /ＴｅＸ/ｆｏｎｔｓ/ｍｉｎ１０.Pｋ

な お 、 マ ク ロ 定 義 の 参 照 は 、 マ ク ロ 定 義 行 を 読 み 込 ん だ 直 後 に 行 わ れ る の で 、

次 の よ う に ｄｅｆｉｎｅ 自 体 をマ ク ロ に 置 き 換 え る こ と もで き ます 。

Liｓｔ ３-１１● マクロｄｅｆ を定義する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿

1 :　ｄｅｆｉｎｅ ｄｅｆ ＝ ｄｅfiｎｅ



２

３

４

$ ｄｅｆ$

ｄｅｆ
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A ＝

Ｂ ＝
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ａ

ｂ
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１ （ａ ゛ ａｎｄ ｂ゙ ｊ ａｒｅ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

しかし、このようにｄｅｆｉｎｅ自体をマクロに置き換えるような使い方はコン

フイギュレーションファイルが見にくくなるので、通常は使わないようにしてく

ださい。

さて次に、引数をとるマクロを定義する場合について説明しましょう。

先にも述べたように、引数をとるマクロを定義した場合、以後、「引数本体」を

「定義体」内に展開した内容を、以下に示すフォームで参照することができます。

○　$マクロネーム［ 引数本体１，引数本体2 ，
゜゚丿s　
引数本体ｎ ］

引数を定義する場合は、「マクロネーム」に複数の引数を続ける形で行います。

引数をとるマクロをイメージするための例をLiｓt 3- 13 に、その展開結果をLiｓt3-14

に示します。

１

２

３

ｄｅｆｉｎｅ Ｘ[ａ,ｂ] －$ ａ ａｒｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａｎ $ ｂ．$

Ｘ[Ｅｌｅｐｈａｎｔｓ，ｈｌｍａｎｓ]

$Ｘ[Ｇｉｒａｆｆｅｓ，ｅｌｅＰｈａｎｔｓ]

１

２

Ｅｌｅｐｈａｎｔｓ ａｒｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａｎ ｈｌｍ ａＴｌｓ ．

Ｇｉｒａｆｆｅｓ ａｒｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａｎ ｅｌｅＰｂａｎｔｓ ．

通常、引数をとるマクロは、引数をとらないマクロで代用することができますO

たとえば、ＬｉＳt 3- 15はＬｉＳt 3- 13とまったく同等の指定になります。

ＬｉＳt ３-15● 引数のつかないマクロでの代用例

1

2

3

4

5

6

７ ：

ｄｅｆｉｎｅ Ｘ ＝$ ａ ａｒ ｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａｎ $ ｂ

ｄｅｆｉｎｅ ａ ＝ ＥｌｅＰｈａｎｔｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｂ ＝ ｈｕｍａ７１ｓ

$Ｘ

ｄｅｆｉｎｅ ａ ＝ Ｇｉｒａｆｆｅｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｂ ＝ ｅｌｅｐｈａｎｔｓ

$Ｘ

しかし、これはＸを定義する時点でａとｂが定義されていないので。たまた

まうまくいった例です。

たとえば、ＬｉＳt 3- 16のような場合には、Ｘの定義でａとｂが展開されてしま

いますから、ＬｉＳt 3- 17のような展開結果にしかなりません。

iｓｔ ３-１６● 代用の失敗例

1:　ｄｅｆｉｎｅ ａ ＝Ｈｌｌｍａｎｓ



３ - Ｃ ｏｎｆｌｇｕｒａｔｉｏｎ

１０ ８

２

3
4
5
6
7

－

丿

一

一

８

９

d ｅfi ｎｅ

ｄｅfi ｎｅ

ｄｅfi ｎｅ

ｂ ＝ ｄｏｇｓ

Ｘ ＝$ ａ ａｒｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａｎ $ ｂ

ａ ＝ Ｈｏｒｓｅｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｂ ＝ ｈｕｍａｎｓ

$Ｘ

ｄｅｆｉｎｅ ａ ＝ ＥｌｅＰｈａｎｔｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｂ ＝ ｈｏｒｓｅｓ

$Ｘ

M 鮭ま 二ＪＬ．Ｊａ畦 ３－１６の畢圈綿果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

１：　Ｈｕｌｓａｎｓ ａｒｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａｌｌ ｄｏｇｓ．

２：　Ｂｕｌ●ａｎｓ ａｒｅ ｔａｌｌｅｒ ｔｈａ！ｌ ｄｏｇｓ．

そ れ で は 、フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤの コ ンフ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル の 一 部 に な り

う る 、 引 数 を と る マ ク ロ 定 義 の 実 例 を ＬｉＳt 3－ 18 に 、 そ の 展 開 結 果 を ＬｉＳt 3－ 19

に 示 し ま す 。

1 :　ｄｅｆｉｎｅ ｔｏｔｅｘ[ｋｉｎｄ] ＝ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ -j 串ｋｉｎｄχ.ｔｆｌｌ -ｅ /ｄｕ●P

2 :　ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅＸＫＭ１１１　° SｔｏｔｅＸ [ＺＳｋｍ１１Ｐａａ]

3 :　ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＫＧｏｔｈ ＝S 七〇ｔｅｘ【ＺＳｋｋｇＰａａ】

４:　ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘSM111　＝S ｔｏｔｅｘ【ＺＳｓｍ１１Ｐａａ】

5 :　ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＧｏｔｈ ＝ 参ｔｏｔｅｘ【ZSｓｋｇＰａａ】

2

3
4

5

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＫＭｉｎ　 ＝ ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｊ ＺＳｋｍｎＰａａ ．ｔｆｍ －ｅ ／ｄｕｍＰ

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＫＧｏｔｈ ＝ ｔｏｔｅｘ ，ｓｙｓ －ｊ ＺＳｋｋｇＰａａ ．ｔｆｍ －ｅ ／ｄｌｌｍＰ

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＭｉｎ　 ° ｔｏｔｅｘ ，ｓｙｓ －ｊ ＺＳｓｍｎＰａａ ．ｔｆｍ - ｅ ／ｄｌｌｍＰ

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＧｏｔｈ ＝ ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｊ ＺＳｓｋｇｐａａ ．ｔｆｍ －ｅ ／ｄｕｍｐ

ところで、フォントマネージャには環境変数を参照するためのマクロがデフォル

トで用意されていますので、これについても簡単に触れておくことにしましょう。

このマクロ定義の参照のためのフォームは以下に示すとおりで、このフォーム

を使用すると、「環境変数名」で指定された環境変数の内容に展開されます。

O　 ＳｅｎＶ［環 境 変 数 名 ］

LiSt 3-20 の よ う に 書 い た 場 合 、 環 境 変 数 参 照 マ ク ロ を 参 照 し て い る 部 分 が 、

環 境 変 数 ＭＹＮＡＭＥ の 値 に 展 開 さ れ る の だ と イ メ ー ジ し て く だ さ い 。 た と え ば 、 環

境 変 数 ＭＹＮＡＭＥ の 値 が “Ｋａｗａｍｏｔｏ” で あ る 場 合 は 、Li ｓt ３-21 の よ う に 展 開 さ れ

る イ メ ー ジ で す 。

Liｓt ３-２０● 環境変数参照マクロ例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿

1:　 Ｍｙ ｎａ７１ｅｉｓ llenｖ［ＭＹＮＡＭＥ］｡

iｓｔ ３ －２１ ● 環 境 変 数参 照 マ ク ロ例

１ ：　 １１ｙ ｎｇ７１１ｅ ｉ ｓ Ｋａｗａｍｏｔｏ ．
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実際のフォントマネージヤのコンフィギュレーションファイルにおけ る使 用例

としては、ＬｉＳt 3-22 に示 すようなものがあり、これは環境変数 ＴＥＸＨＯＭＥ の内容

を展開します。汎用性の高いコンフィギュレーションファイル を記述したい場合

には、あなたも同じ記述を使用することがあるか もしれません。

iｓｔ ３-２２● 環境変数参照マクロの実例

1 :　ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ｅｎｖ[ＴＥＸＨＯＭＥ]/ｆｏｎｔｍａｎ

◆ ドライバ定義文

ドライバ定義文は、フ ォントドライバ のファイル名と、そのフ ォントドライバ

にどういう引数を渡すのかなどの情報を含めて識別子「ドライバネーム」に定義

しますo

フ ォントドライバの種類はＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ.2 まで は３種類でしたが、ＦＯＮＴ-

ＭＡＮ Ｖｅr.3か ら ８種類に増えました。 しかし、コンフィギュレーションフ ァイ

ルのレベルでは ８種類の分類 は必要ないので、次の ような ３分類４）で識別してい

ます。

（1） フォントジェネレータ

○　ビットマップフォントジェネレータ

○　ベクトルフォントジェネレータ

（２） フォントフィルタ

○　ビットマップフォントフィルタ

○　ベクトルフォントフィルタ

○　ビットマップフォントドローア

○　ベクトルフォントイクストラクタ

（3） フォントミキサ

○　ビットマップフォントミキサ

○　ペクトルフォントミキサ

フ ォントジェネレ ータ、フォントフ ィルタ、フォントミキサの概要については

『Ｖｏｌ.1 － Ｕｓｅｒ’s Ｇｕide 編 』の第3.2.1 項 「概要」（ｐ.50）を参照 してください。

フ ォントマネージヤは、フ ォントジェネレータがターゲットにするフ ォントが

ビットマ ップフ ォントであ るかベクトルフ ォントであるかを自動判別するので、

意識 して記述する必要は特 にありません。

さて、 コンフィギュレーションフ ァイルでドライバ定義文を記述する場合、以

下 に挙げる ５種類のフォームが用意されているので、これを使用します。

「ドライバネーム」は識別子で、「ドライハ名とその引数」は文字列です。識別

子の参照は、次に説明するフ ォント定義文で行い ます。

Ｏ　ｇｅｎｅｒａｔｏｒ　ドライバネーム ＝　ドラ イハ名とその引数

４)ＦＯ ＮＴ Ｍ ＡＮ Ｖｅｒ．２ で

行って い た ３ 種類 の 分類

と同 じ分 類 です 。

109



Ｃ ｈａｐｔｅｒ ３ 一 Ｃ ｏｎｎｇｕｒａｔｉｏｎ

１ １ ０

○

○

○

フォントジェネレータの定義文です。

filt ｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

cfilt ｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

dfilt ｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

フォントフィルタの定義文です。

フォントマネージャでは、異なるフォントに対し同じフォントフィルタをか

けることができます。完全に同じフォントフィルタなら、ひとつのプログラ

ムを共有するとメモリが節約できると考えるのは自然な考え方でしょう。そ

のため、フォントフィルタ登録に関しては、プログラム領域を共有する手段

が用意されています。

しかし、なかには一見共有できるようで、できないフォントフィルタも存在

します。プログラム領域を共有できるようにするためには、フォントフィル

タの作者は共有されることを意識してプログラミングしなければならないか

らです。

そこで、フォントマネージャでは、次の３種類の指示方法を用意することで

プログラム領域の共有の可否を判断しています。

●　filtｅｒ(ｏｒｄｉｎａｒy filｔｅｒ)

他のフィルタとプログラムセクションを共有することがある場合に指定

します。

●　cfilｔｅｒ(ｃｏｍｍｏｎ ｆｉｌｔｅｒ)

フィルタ同士がプログラムセクションを共有する場合に指定します。

●　dfilｔｅｒ(diｖided filｔｅｒ)

他のフィルタとプログラムセクションを共有しない場合に指定します。

このうち、使用するフォントフィルタにどの指定が一番適切であるのかは、

そのフォントフィルタのドキュメントを参照しなければなりません。

O　mi ｘｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

フォントミキサの出力にあたる識別子の定義文です。

以上のドライバ定義文を使用したフォントマネージヤのコンフィギュレーショ

ンファイルの実例として、LiSt 3-23を示します。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ｄｅｆｉｎｅ ｚｓ ＝ Ｂ： ／Ｚｓｓｔａｆｆ ／ｆｏｎｔｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｆｏｎｔｓ ＝ Ｂ：／ＴｅＸ／ｆｏｎｔｓ／ｊｆｏｎｔｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｌｌｍＰ ° Ｂ ＝／ＴｅＸ／ｄｕｍｐ

ｆｉｌｔｅｒ Ｓｍｏｏｔｈ ＝ Ｄ：／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ Ｍｉｎｃｈｏ ＝ Ｄ：／ｚｓ ．ｓｙｓ －ｃ - ｍ 一ｓ ５１２ ＼

－１ Ｓｚｓ ／ｍｉｎｃｈｏ ．ｖｆ１ －２ Ｓｚｓ／ｍｉｎｃｈｏ ．ｖｆ２

ｆｉｌｔｅｒ Ｒｅｖｅｒｓｅ ＝ Ｄ：／ｒｅｖｅｒｓｅ ．ｓｙｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｔｏｔｅｘ[ ｋｉｎｄ, ＤＰＩ] ＝ Ｄ：／ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｄ ＳＤＰＩ χ

－ｊ 紅 ｏｎｔｓ ／Ｓｋｉｎｄχ１０ ．ｔｆｍ －ｅ Ｓｄ･ｌｍＰ

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＭｉｎ１１８ ＝ Ｓｔｏｔｅｘ[ ｍｉｎ ，１１８]

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＭｉｎ１８０ ＝ Ｓｔｏｔｅｘ[ ｍｉｎ ，１８０]
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1 ～3 行 目 、 お よ び8,9 行 目 は マ ク ロ 定 義 文 で す 。 最 初 の ３ 行 は 、 フ ァ イ ル パ

ス を マ ク ロ 定 義 し た 例 で す。 8,9 行 目 は 引 数 付 きマ ク ロ 定 義 文 の 例 で 、 行 継 続 の

例 で もあ り ま す 。

ド ラ イ バ 定 義 文 は4 ～7 行 目 と;10,11 行 目 で す。4 ～7 行 目 は 、 直接 ド ラ イ バ

の 引 数 を 書 き 込 ん で い る 例 で す。 ま た 、10,11 行 目 は マ ク ロ 定 義 を 利 用 す る こ と

で 、 ほ と ん ど 同 じ 定 義 の 、 徴 妙 に 違 う 部 分5 ）を ス マ ー ト に 定 義 し て い ま す 。

各 フ ォ ン ト ド ラ イ バ ヘ の 引 数 の 指 定 方 法 は 、 フ ォ ン ト ド ラ イ バ ご と に

異 な り ま す の で 、 本 書 の 添 付 デ ィ ス ク が 構 築 し たTljX シ ス テ ム の 場 合 、

ＸＴＥＸＨＯＭＥＺ＼ｆｏｎtma11 ＼ｄｏｃ＼ｄｒi ｖｅｒｓ 配 下 に あ る 、 そ れ ぞ れ の マ ニ ュ ア ル を 参 照 し

て く だ さ い 。 な お 、 本 書 の 添 付 デ ィ ス ク に よ っ て 構 築 さ れ る こ［甘Ｘ シ ス テ ム に 含

ま れ て い る フ ォ ン ト ド ラ イ バ の 概 略 は 以 下 に 示 す よ う に な っ て い ま す 。

ｂｄｒ ａｗ ．ｓｙｓ

bm1. ｓｙｓ

ｂｏχ.ｓｙｓ

ｄｉｅｔ. ｓyｓ

ｆｃａｃｈｅ.ｓy ｓ]

ｇ. ｓyｓ

j ｘ14. ｓyｓ

kａｇｅ.ｓyｓ

ｍａｒｕ.ｓyｓ

miｘJIS2. ｓyｓ

ｒｅｖｅｒ ｓｅ ．ｓｙｓ

ｒｏｍｂｏχ ．ｓｙｓ

ｓｈｉｒｏ ．ｓｙｓ

ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ

ｔａｔｅ ．ｓｙｓ

ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ

ｖｓｔｒ ｅｔｃｈ ．Ｓｙ Ｓ

ｖｓｌａｎｔ ．ｓｙ Ｓ

ｚｓ ．ｓｙｓ

ベクトルフ ォントをビットマップフ ォント に変換す るフ ィ

ルタ

ビットマップベタファイルフ ォント用ジェネレ ータ

フォントのまわりをボックスで囲むフ ィルタ

フ ォントを細らせる（ダイエットする）フ ィル タ

フォント キャッシュフ ィル タ

ツァイトのベジェアウトラインフ ォント用ジェネレータ

アスキーのJ χL4 フ ォーマ ットファイルフ ォント用ジェネ

レータ

影文字、立体文字、網掛 けを生成するフィルタ

ＦＭＴｏｗ Ｎｓ の丸文字フ ォント用ジェネレータ

アウトラインフォントで第二水準の漢字データがない場合 に

ＲｏＭ フ ォントで代用するためのミキサ

白黒反転させるフィルタ

本体内蔵の ＲｏＭ フォント専用のボックスフ ィルタ

白抜きを生成するフ ィルタ

本体内蔵 の ＲｏＭ フ ォント を拡大縮小してスムージングを

かけるフィルタ

pTrＥｘ で必要な縦書きフ ォントデータを、通常の横書 き用フォ

ントから生成するためのフィルタ

フ ォントマネ ージャで生成されたフォントを、TU ｘ に対応

させ るフィルタ

文字を縦や横から偏平をかけるベクトルフォントフ ィルタ

文字に傾斜 をつ けるベクトルフ ォントフ ィルタ

ツァイトの リニ アアウトラインフォント用ジェネレ ータ

5 ）プレビューアとプリンタ

ドラ イバが使用するフ ォ

ントの解像度（ｄｐｉ）の

違いです。

１ １ １
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6)p3m ファイルとは、フ ォ

ントマネージャが登録し

たフ ォントとデバイスド

ライバが使用するフォン

トと の対応 を記 述 した

ファイルのことです。P3m　

ファイルへのフ ォントエ

イリア スネームの記述例

については、Liｓt 3－56　(

ｐ.131) を参照してく

ださい。

１ １ ２

◆ フォント定義文

フォント定義文は、実際にデバイスドライバなどで使用することができるフォ

ントを作成するために、どのフォントドライパを、どう組み合わせるかを指定す

るものです。

フォント定義文のフォームは以下に示すとおりです。

○

○

fｏｎｔ フォント定義本体

ｆｏｎｔ フォントエイリアスネーム ＝ フォント定義本体

順番は前後しますが、「フォント定義本体」のみを記述する前者のフォームに

ついては後述することにして、まず、「フォントエイリアスネーム」をあわせて

記述する後者のフォームについて説明しますo このフォームは、「フォント定義

本体」によってできあがったフォントにエイリアスネーム（別名）をつけるため

のものです。フォントエイリアスネームには空白記号（スペースとタブ）以外で

あればどんなキャラクタでも使えますが、その最初ぱ ー”から始まらなければ

なりません。こうしてエイリアスネームがつけられたフォントは、そのエイリア

スネームをp3m ファイルに記述することができます6）。また、そのコンフィギュ

レーションファイル全体でフォント定義する場合にも使用できます。

なお、同じフォントエイリアスネームが複数回定義された場合は、あとに定義

されたほうが有効になります。

さて、「フォント定義本体」は、次のような再帰的なフォームを持ちます。

各「ドライバネーム」には、すでにドライバ定義文によって定義した識別子を

指定しなければなりません。ただし、「ジェネレータドライバネーム」の記述が

ない（空列）場合には、ＲＯＭ フォントを指定したことになりますo

○　 フォントエイリアスネーム

「フォントエイリアスネーム」は、それ自身でひとつのフ ォントとなります。

○　 ジェネレータドライバネーム

フ ォントジャネレータを定義する識別子「ジェネレータドライバネーム」は、

それ自身でひとつのフォントとなります。

○　 フォント定義本体 ｜ フィルタドライバネーム

フ ォントフ ィルタを定義する識別子「フィルタドライバネーム」は、親フ ォ

ントをひとつ指定するこ とで、ひとつのフ ォント となります。

フォームについてみると、まず、「フ ォント定義本体」にフィルタドライバの

入力になる親フォントを記述します。次の“卜’はパイプ記号で（Ｈｕman68k　　

の ＣＯＭＭＡＮＤ.X でいうところのパイプ記号に相当します）、その右側にフォン

トフ ィルタを定義する識別子「フィルタドライバ ネーム」を記述します。

○ ｛ フォント定義本体1 ，･
｀゜l　
フォント定義本体ｎ ｝ ミキサドライバネーム

フォントミキサは、 複数の親フ ォントを必要とし、ミキサ自身が親フ ォント

をミックスしてひとつのフ ォントを構成します。
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フォームについてみると、左側にフォントミキサの入力となる親フォントを

書き並べ、右側にフォントミキサの出力を定義する識別子「ミキサドライバ

ネーム」を記述します。

フォントマネージャのコンフ ィギュレーションファイルの実例として、簡単で

実用的な例を挙げておきます。

iSt ３-２４● 簡単で実用的なコンフィギュレーションファイルの例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
1
2
3
4
5

1
1
1
1
1

16

d ｅｆｉｎｅ ｐｒin ｔｅｒＤＰＩ ＝360

fil ｔｅｒ S ●ｏｏｔｈ ＝ Ｄ:/ ｓｍｏｏｔｈ. ｓy ｓ

gelle ｒａｔｏｒ Ｍｉｎｃｈｏ ＝ Ｄx/ ｚｓ. ｓｙｓ －ｃ 一皿 一ｓ ２５６ χ

－Ｉ Ｂ：ｙＺｓｆｏｎｔ ／ｍｉｎｃｈ０ ．ｖｆ１ －２ Ｂ：／Ｚｓｆｏｎｔ ／ｍｉｎｃｈ０ ．ｖｆ２

ｄｅｆｉｎｅ ｔｏｔｅｘ[ ｋｉｎｄ, ＤＰＩ] ＝ Ｄ：／ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｄ 串ＤＰＩ χ

－jB ＝/ＴｅＸ/f ・ｎｔｓ/1; ｋｉｎｄχ10. ｔｆｍ －ｅ Ｂx/ ＴｅＸ/dl 皿Pf11

七ｅｒ ＴｏｔｅｘＭ１１１Ｐｒｅｖｉｅｗｅｒ ＝ 紅 ｏｔｅｘ[ ｍｉｎ ．１１８]

ｆｉｌｔｅｒ Ｔｏ ｔｅｘＭｉｎＰｒｉｎｔｅｒ ＝* ｔｏｔｅｘ{ １１１ｎ ，串ｐｒｉｎｔｅｒｌ}ＰＩ]

ｆｉｌｔｅｒ Ｒｅｖｅｒｓｅ ＝ Ｄ：／ｒｅｖｅｒｓｅ ．ｓｙｓ

腫ｉｘｅｒ ＪｉｓＭｉΣ ＝ Ｄ：／ｍｉｘＪＩＳ２ ．ｓｙｓ

＃

ｆｏｎｔ ＭｉｎｃｌｌｏｌＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒin ｔｅｒ

ｆｏｎｔ ＭｉｎｃｈｏｌＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒｅｖｉｅｇｅｒ

ｆｏｎｔ{ Ｍｉｎｃｈｏ ，IS ●ｏｏｔｈ}Ji ｓlli ｘｌＴｏｔｅｘllinP ｒin ｔｅｒ

ｆｏｎｔ - ｒｏｍ－ｇｏｔｈｉｃ ＝IS 頂ｏｏｔｈｌＲｅｖｅｒｓｅ

ｆｏｎｔ －ｒｏｌｌ－ｇｏｔｈｉｃ- ｔｏｔｅχ１１８ ＝ －ｒｏｍ- ｇｏｔｈｉ ｃｌＴｏｔｅχＭｉｎＰｒｅｖｉｅｌｉｅｒ

最後の５行がフォント定義文です。フォントマネージャは、このフォント定義

文を読み込むことでフォントの登録順序を決定し、フォントドライバの登録を行

います。

(1) ｚｓ.ｓyｓ ｍｉｎｃｈｏ を登録する(3 行 目)。

(2)(1) をｔｏtｅｘ.ｓｙｓ -d 118 と ｔｏｔｅｘ.ｓyｓ -d 360 に通 す(12 ，13 行 目)･

(３) ＲＯＭ フォントに ｓｍｏｏｔｈ.ｓyｓ を通す(14 行目)。

(４)(1) と( ３) のフ ォントをmi ｘJｴS2. ｓyｓ で混合する(14 行 田 。

(5)( ４) をt ｏｔｅｘ.ｓyｓ -d 360 に通 す(14 行 目)。

(6)(3) をｒｅｖｅｒｓｅ.ｓyｓ に通し、-ｒｏｍ-goｔｈｉｃ とい うエ イリアスネームをつけ

る(15 行 目)。

(7)( ６) をt ｏｔｅｘ.ｓyｓ -d 118 に 通 し、-ｒｏｍ-ｇｏｔｈｉｃ-ｔｏｔｅｘ118 とい うエ イリ

アスネームをつける(16 行 目)。

◆incl ｕｄｅ文

inclｕｄｅ文は、定義文ではありません。別のファイルに記述された定義文を参

照するのに使用する制御文です。そのフォームは、以下に示すとおりですo

O　incl ｕｄｅ ファイルパスネーム

「ファイルパスネーム」には、インクルートしたいファイルのパスネームを書

きます。なお、ネスティングは深さ８まで許されます。inclｕｄｅ文が書いてある

１ １ ３
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１ １ ４

と、フ ォントマネージャはこの行を、指定したファイルの内容で置 き換えます。

こ の機能をイメージしてもらうための例をLi ｓt 3-２５ ｃｏｍｍｏｎ.fm に示 します。

１

２

３

Ｗｅ ａｒｅ ｂｏｙｓ
・

Ｙｏｕ ａｒｅ ｇｉｒｌｓ ．

Ｈｅ ｈｅ ｈｅｙ ． Ｌｅｔ ｓ゙ Ｐｌａｙ ｗｉｔｈ ｕｓ

この とき、LiSt 3-26 はＬｉＳt 3-27 の ように展開されます。

１

２

３

Ｏｈ ｍｙ ｇｏｄ ．

ｉｎｃｌｕｄｅ ｃｏｍｍｏｎ ．ｆｍ

Ｉ ｆｅｅｌ ｓｈｙ
・

1

2

3

4

5

口ｈ ｍｙ ｇｏｄ ．

Ｗｅ ａｒｅ ｂｏｙｓ
・

Ｙｏｕ ａｒｅ ｇｉｒｌｓ ．

Ｈｅ ｈｅ ｈｅｙ ． Ｌｅｔｊｓ ｐｌ ａｙ ｗｉｔｈ ｕｓ ．

工 ｆｅｅｌ ｓｈｙ
・

実際のコンフィギュレーションファイルにおける使用例は、ここに挙げるまで

もないでしょうから、省略します。

◆if 文

if 文は定義文ではありません。条件判断を行うための制御文です。 if文には、ifdef

文とifndef 文、およびifeq 文とifneq 文があります。

・　ifdef 文は、あるマクロネームが定義されているかどうかをチェックし、定

義されている場合には、指定された文を実行します。

・　ifndef 文は、あるマクロネームが定義されているかどうかをチェックし、定

義されていない場合に、指定された文を実行します。

・　ifeq 文は、２つのマクロネームを比較し、その展開結果が等しい場合に、指

定された文を実行します。

・　ifneｑ文は、２つのマクロネームを比較し、その展開結果が等しくない場合

に、指定された文を実行します。

はじめにifdef 文のフォームを示します。

O　ifdef マクロネーム 文

単純ifdef 文です。「マクロネーム」で示されるマクロが定義されていたと

き、指定された「文」が実行されます。 ifdef 文が１行からなる単純な文で

ある場合に使用します。
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ただし、「文」に、もう一度if 文を書くことはできません。たとえば、「ifdef　　

マクロネームifdef … 」という記述はできません。このような文を記述し

たい場合には、複文のifdef 文を使ってください。

O　ifdef マクロネーム･｛:

:｝･

elｓｅ節をともなわない、複文のifdef 文です。「マクロネーム」で示される

マクロが定義されていたときに実行する文を、「Ｅ」の部分に書きます。こ

こには、複数の文を書くことができるほか、if 文を書くこともできます。ネ

スティングは、深さ８ まで許されます。

なお、マクロが定義されていたときに実行する文が１行だけで、かつ、if　

文でない場合には、単純ifdef 文を使うことをお勧めします。単純ifdef　　

文を使うと、コンフィギュレーションファイルが見やすくなります。

O　ifdef マクロネーム･｛

1 el ｓｅ ｛

1

elｓｅ節をともなう、複文のifdef 文です。「マクロネームで示されるマクロ

が定義されているときに実行する文を最初の「 Ｅ」に書き、マクロが定義さ

れていないときに実行する文をel ｓｅ以降の「 Ｅ」に書きます。ネスティン

グは、深さ８まで許されます。

ifndef 文は、マクロが定義されているかどうかの判断が逆転して、定義され

ていなかった場合に指定された「文」を実行する以外はifdef 文と同じですの

で、ifndef 文の説明は省略します。

次に、ifeｑ文について説明しますo ifeｑ文は、マクロネームを２つ必要と

し、この２つのマクロネームを比較することで分岐を行います。このとき、マ

クロのどちらかが引数をとっているものであった場合の動作は不確定ですから、ife

ｑ文での比較対象となるマクロは引数をとってはいけません。

ifeｑ文は、以下のフォームをとります。

O　ife ｑ マクロネーム マクロネーム 文

単純ife ｑ文です。２つの「マクロネーム」の展開結果が等しいときに、指

定された「文」を実行します。

ただし、ifeｑ文にif 文を書くことはできません。複数の文を書きたい場合

には、次に説明する複文のife ｑ文を使ってください。

O　ife ｑ マクロネーム マクロネーム｛

｝

１ １ ５
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elｓｅ節をともなわない、複文のife ｑ文です。２つの「マクロネーム」の展

開結果が等しかったときに実行する文を、「１」に書きます。ここには、複

数の文を書くことができるほか、if 文を書くこともできます。

ネスティングは、深さ８まで許されます。

なお、マクロが定義されていたときに実行する文が１行だけで、かつ、if 文

でない場合には単純ife ｑ文を使うことをお勧めします。単純ife ｑ文を使

うと、コンフィギュレーションファイルが見やすくなりますo

O　ife ｑ マクロネーム マクロネーム｛

｝e1 ｓｅ ･｛:

｝

elｓｅ節をともなう複文ife ｑ文です。２つの「マクロネーム」の展開結果が

等しかったときに実行する文を最初の「 Ｅ」に書き、等しくなかったときに

実行する文をel ｓｅ以降の「 ヨ」に書きます。

ネスティングは、深さ８まで許されます。

ifneｑ文は、マクロネームが等しいかどうかの判断が逆転する以外、ifeｑ文

と同じですので、ifneｑ文の説明は省略します。

◆ ｗａｒｎｉｎｇ 文 、ｅｒｒｏｒ 文

ｗａｒｎｉｎｇ 文 、ｅｒｒｏｒ 文 は 、 定 義 文 で は あ り ま せ ん 。 ｗａｒning 文 と ｅｒｒｏｒ 文 は 、

使 用 者 に 注 意 を う な が す 目 的 で 使 い ま す。

文 の フ ォ ー ム は 以 下 に 示 す と お り で す。

○

○

wａｒning 出力 文字列

ｅｒｒｏｒ 出力文字列

ｗａｒning 文 は、「出力文字列」を画面に出力したあ と、 処理自体はそのまま続

行します。一方 ｅｒｒｏｒ 文は、「出力文字列」を画面に出力したあと、それ以後の

処理を中止 します。

1　3.1.
５　ＦＯＮＴｊＭＡＮ のコンフィギュレーションフアイル文法　　　

｜

ここまでに解説してきた、コンフィギュレーションファイルの各種フォームに

ついて、まとめます。



dｅｆｉｎｅ　マクロ定義フ ォーム

3｡1 － コ ン フ イ ギュレ ー ショ ンフ ァイ ル文 法

書式1 : ｄｅｆｉｎｅ マ クロネーム ＝ 定義体

書式2 : ｄｅｆｉｎｅ マ クロネーム［ 引数１，‥ 。，引数ｎ ］＝ 定義体

機能：　マクロを定義します。

解説：　引数をとらないマクロの定義例を挙げます。

iｓｔ ３-２８● 引数をとらないマクロ定義の実例

１：　＃　　以下の ２ 行が引数をとらないマクロ定義の実例です。

2:　ｄｅｆｉｎｅ ｆｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ ＝46

3:　ｄｅｆｉｎｅ ｆｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ ＝４８
４

５

６

7
8
9
0
1
　
　
　
　
　
　

１

１

ｉｆｄｅｆ ｆｒｅｅｍｉｎｓｉｚｅ ｛

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ ＭｉｎＢｉｔｍａＰ ° ／ｔｅχ／ｆｏｎｔｍａＴＩ／ｂｍ１ ．ｓｙｓ ＼

／ｔｅｘ ／ｆｒｅｅｆｏｎｔ ／ｍｉｎｃｈｏ紅 ｒｅｅｍｉｎｓｉｚｅ ．ｂｍ１ ＼

－ｎ ｆｒｅｅ ―ビ ッ ト マ ッ プ （ﾎ ｆｒｅｅｍｉｎｓｉｚｅ）一明 朝

ｄｆｉｌｔｅｒ ＭｉｎＢｉｔｍａｐＳｍｏｏｔｈ ° ／ｔｅｘ／ｆｏｎｔｍａｎ ／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ ＼

－ｓ ２５６ - ｐ $ ｆｒｅｅｍｉｎｓｉｚｅ

｝

LiSt 3－28 は、ＬｉＳt 3－29 の よ うに展開されますO

iSt ３－２９● ＬｉＳt ３－２８ の展聞結果

５

６

7
8
9
0
1
　
　
　
　
　

１

１

ifdef f ｒｅｅｍｉｎｓiｚｅ 【

ｇｅｎｅ】rａｔｏｒ ＭｉｎＢｉｔｍａＰ ° / ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａＴＩ/ｂｍ１.ｓyｓ χ

/ｔｅｘ/f ｒｅｅｆｏｎｔ/ ｍｉｎｃｈ０４８.ｂｍ１ χ

-n f ｒｅｅ－ピ ッ ト マ ッ プ （48 ）一明 朝

dfil ｔｅｒ ＭｉｎＢｉｔｍａＰＳｍｏｏｔｈ ° / ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｓｍｏｏｔｈ.ｓyｓ ＼

－ｓ 256 -P 48

｝

次 に 、 引 数 を と る マ ク ロ の 使 用 例 を 挙 げ ま す 。 ＬｉＳt 3－30 は 、 ＬｉＳt3

－31 に 示 す よ う に 展 開 さ れ ま す。

iｓｔ３－３０● 引数をとるマクロの実例

1:　 ｄｅｆｉｎｅ tｏｔｅｘ[ｋｉｎｄ] ＝t ｏｔｅｘ.ｓyｓ -j 李ｋｉｎｄχ.ｔfm －ｅ /dllmP

2:　fil ｔｅｒ ＴｏｔｅｘＫＭｉｎ　＝$t ｏｔｅｘ[ＺＳｌｍｎＰａａ]

3:　fil ｔｅｒ ＴｏｔｅｘＫＧｏｔｈ ＝$t ｏtｅｘ[ＺＳｋｋｇＰａａ]

4:　fil ｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＭｉｎ　－ $tｏｔｅｘ[ZS ｓｍｎＰａａ]

5:　fil ｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＧｏtｈ ＝$t ｏｔｅｘ[ZSｓｋｇＰａａ]

iｓ零 ３－３１ ● ｌ,ｉｓｔ ３ －３０ の 展 胤結 果

２：　 ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｔＫＭｉｎ　 ＝ ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｊ ＺＳｋｓ１１Ｐａａ ．ｔｆ皿 －ｅ ／ｄｌｌｓＰ

３：　 ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＫＧｏｔｈ ＝ ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ　 ｊ ＺＳｋｋｇＰａａ ．ｔｆ皿 －ｅ ／ｄｌｍ Ｐ

４ ｘ　 ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＭｉｎ　 － ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｊ ＺＳｓ皿ＩＰａａ. ｔf 皿 －ｅ / ｄｕｌｌｐ

乱　 ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＳＧｏｔｈ ＝ ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｊ ＺＳｓｋｇＰａａ ．ｔｆａ －ｅ ／ｄｎｌｌｐ

１１ ７



Ｃ ｈａｐｔｅｒ ３ - Ｃ ｏｎｎｇｕｒａｔｉｏｎ

１ １ ８

eｎｖ マクロ　環境変数参照マクロフォーム

書式：

機能：

解説：

$ｅｎｖ[環境変数名]

環境変数の内容を参照 します。

たとえば、環境変数 ＴＥＸＨＯＭＥ がA:/ ＴｅＸであった場合、ＬｉＳt 3－32は

ＬｉＳt 3－33の ように展開されます。

iｓｔ ３-３２● 環境変数参照マクロの実例

1 :　ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ｅｎｖ[ＴＥＸＨＯＭＥ]/ｆｏｎｔｍａｎ

ｌ d ｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝ Ａ:/ ＴｅＸ/ｆｏｎt ｍａｎ

汎用性の高いコンフィギュレーションファイルを作成したい場合には、

このマクロを使用するとよいでしょう。



gｅｎｅｒａtｏｒ　 フォントジェネレータの定義文フォーム

書式：

機能：

３。１－ コンフ イギユレーションファイル文法

gｅｎｅｒａｔｏｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

ビットマップフォントジェネレータあるいはベクトルフォントジェネ

レータの識別子を定義します。

解説：　「ドライバネーム」は識別子で、「ドライハ名とその引数」は文字列

です。識別子の参照はフォント定義文で行います。

コンフィギュレーションファイルの実例を挙げます。

１１ ９

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ｄｅｆｉｎｅ ｚｓ ＝ Ｂ：／Ｚｓｓｔａｆｆ／ｆｏｎｔｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｆｏｎｔｓ ＝ Ｂ：／ＴｅＸ／ｆｏｎｔｓ／ｊｆｏｎｔｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｄ１１ＴｎＰ ° Ｂ：／Ｔｅχ／ｄ!ｌｍＰ

ｆｉｌｔｅｒ Ｓｍｏｏｔｈ ＝ Ｄ：／ｓｍｏｏｔｈ．ｓｙｓ

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ Ｍｉｎｃｈｏ ° Ｄ：／ｚｓ．ｓｙｓ －ｃ - ｍ －ｓ ５１２ χ

－１ Ｓｚｓ／ｍｉｎｃｈｏ．ｖｆｌ －２ Ｓｚｓ／ｍｉｎｃｈｏ．ｖｆ２

ｆｉｌｔｅｒ Ｒｅｖｅｒｓｅ ＝ Ｄ：／ｒｅｖｅｒｓｅ．ｓｙｓ

ｄｅｆｉｎｅ ｔｏｔｅｘ[ｋｉｎｄ,ＤＰＩ] ＝ Ｄ：／ｔｏｔｅｘ．ｓｙｓ －ｄ $ ＤＰＩ ＼

－ｊ Ｓｆｏｎｔｓ／Ｓｋｉｎｄへ１０．ｔｆｍ －ｅ $ ｄｕｌｌＰ

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＭｉｎ１１８ ＝ 枇 ｏｔｅｘ[ｍｉｎ，１１８]

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＭｉｎ１８０ ＝$ ｔｏｔｅｘ[ｍｉｎ ，１８０]

Liｓt 3-34 の ５ 行目でフォントジェネレータを、識別子“Ｍｉｎｃｈｏ”に

定義しています。

フォント ジェネレータヘの引数の指定方法については、フォントジェ

ネレータごとに異なりますので、それぞれのマニュアルを参照してく

ださい。
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miｘｅｒ　フォントミキサの定義文フォーム

書式:　mi ｘｅｒ ドライバネーム ＝ドライハ名とその引数

機能：　ビットマップフォントミキサあるいはベクトルフォントミキサを定義

します。

解説：　「ドライバネーム」は識別子で、「ドライハ名とその引数」は文字列

です。識別子の参照はフォント定義文で行います。

コンフィギュレーションファイルの実例を挙げます。

１

２

dｅｆｉｎｅ ｄｒi ｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ[ ＴＥＸＨＯＭＥ]/ ｆｏｎｔｍａｎ

ｍｉｘｅｒ Ji ｓMi ｘ ＝$ ｄｒi ｖｅｒ/mi ｘJ 工Ｓ２ ．ｓｙｓ

LiSt 3-35 の２行目でミキザJiSMiX ”を定義しています。

フォントミキサヘの引数の指定方法については、フォントミキサごと

に異なりますので、それぞれのマニュアルを参照してください。



filｔｅｒ，cfil ｔｅｒ，dfilt ｅｒ　フォントフィルタの定義文フォーム

３。１－ コ ンフ ィ ギュ レ ーシ ョン フ ァイ ル文 法

書式1 : fil ｔｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

書式2 : cfil ｔｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

書式3 : dfil ｔｅｒ　ドライバネーム ＝　ドライハ名とその引数

機能：　ピットマップ フ ォントフィルタ、ベ クトルフ ォントフィルタ、ピット

マップフォントドローア、ベ クトルフォントイクストラクタなどのフ ォ

ントフィルタを定義します。

Ofil ｔｅｒ（ｏｒｄｉｎａｒy fil ｔｅｒ）

他のフ ィル タとプログラムセクションを共有することがある場合

に指定します。

O　cfil ｔｅｒ（ｃｏｍｍｏｎ ｆｉｌｔｅｒ）

フ ィルタどうしがプ ログラムセクションを共有する場合に指定し

ます。

Odfil ｔｅｒ（diｖided fil ｔｅｒ）

他のフ ィルタとプログラムセクションを共有しない場合に指定し

ます。

解説：　 「ドライバ ネーム」は識 別子で、「ドライハ名 とその引数」は文字列

です。識別子の参照はフ ォント定義文で行います。

List 3-34 （ｐ.119 ） の 例では、4,7,10,11 行 目がフィルタ定義文の

例です。それぞれ、スムージングをかけるフ ィルタ Ｓｍｏｏｔｈ”、白黒

反転させ るフィルタ Ｒｅｖｅｒｓｅ”、118dPi の １ 必 情報を付加するた

めのフィルタ ＴｏｔｅｘMin118 ”、180dpi の7［ＭＸ 情報を付 加するため

のフィルタ ＴｏｔｅｘMin180 ” を定義しています。

フォントフィルタへの引数の指定方法については、フ ォントフィルタ

ごとに異なりますので、 それぞれのマニュアルを参照してください。

121



122

３- Ｃ Ｏ

fｏｎｔ　　フォント定義文フォーム

書 式1 : ｆｏｎt フ ォ ン ト 定 義 本 体

書 式2 : ｆｏｎｔ フ ォ ン ト エ イ リ ア ス ネ ー ム ＝ フ ォ ン ト 定 義 本 体

機 能 ：　 実 際 の フ ォ ン ト 生 成 の た め の フ ォ ン ト ド ラ イ バ の 組 み 合 わ せ 方 を指 定

し ま す 。

解 説 ：　 書 式 １ で は 、 そ の 行 以 前 に 定 義 済 み の フ ォ ン ト や ド ラ イ バ ネ ー ム を

使 っ て 新 た な フ ォ ン ト を 定 義 し ま す 。

書 式 ２ で は 、 書 式 １ と同 様 に 新 た な フ ォ ン ト を 定 義 し ま す が 、 さ ら

に 、 そ の フ ォ ン ト に 名 前 （エ イ リ ア ス ネ ー ム ） を つ け ま す 。

「フ ォ ン ト 定 義 本 体 」 は 、Li ｓt 3-36 の よ う な 再 帰 的 な フ ォ ー ム を 持

ち ま す 。

Liｓt ３-３６● フォント定義本体フォーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｊ

1

2

3

4

フォントエイリアスネーム

ジェネレータドライバネーム

フォント定義本体 ｜ フィルタドライバネーム

｛フォント定義本体１,‥ 。フォント定義本体ｎ｝ミキサドライバネーム

実用的な コンフィギュレーションフ ァイルを挙げ ます。

ＬｉＳt ３－３７● コンフィギュレーションファイルの例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

ｄｅｆｉｎｅ ＰｒｉｎｔｅｒＤＰＩ ＝ ３６０

ｆｉｌｔｅｒ Ｓｍｏｏｔｈ ＝ Ｄ：／ｓｍｏｏｔｈ ．ｓｙｓ

ｇｅｎｅｒａｔｏｒ Ｍｉｎｃｈｏ ＝ Ｄ：／ｚｓ ．ｓｙｓ
ｃ゙ 一
ｍ 一ｓ ２５６ ＼

－Ｉ Ｂ：／Ｚｓｆｏｎｔ ／ｍｉｎｃｈｏ ．ｖｆ １ －２ Ｂ：／Ｚｓｆｏｎｔ ／ｍｉｎｃｈｏ ．ｖｆ２

ｄｅｆｉｎｅ ｔｏｔｅｘ［ｋｉｎｄ ，ＤＰＩ］ ＝ Ｄ：／ｔｏｔｅｘ ．ｓｙｓ －ｄ 釦PI ＼

-j B:/ ＴｅＸ/ｆｏｎｔｓ/ 串ｋｉｎｄ ＼１０ ．ｔｆ ｍ - ｅ Ｂ：／ＴｅＸ／ｄ１１－Ｐ

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒｅｖｉｅｗｅｒ ＝$ ｔｏｔｅｘ［ｍｉｎ ，１１８］

ｆｉｌｔｅｒ ＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒｉｎｔｅｒ ゛ $ ｔｏｔｅｘ［ｍｉｎ ，$ＰｒｉｎｔｅｒＤＰＩ］

ｆｉｌｔｅｒ Ｒｅｖｅｒｓｅ ＝ Ｄ： ／ｒｅｖｅｒｓｅ ．ｓｙｓ

ｍｉｘｅｒ ＪｉｓＭｉｘ ＝ Ｄ：／ｍｉｘＪＩＳ２ ．ｓｙｓ

＃

ｆｏｎｔ ＭｉｎｃｈｏｌＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒｉｎｔｅｒ

ｆｏｎｔ ＭｉｎｃｈｏｌＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒｅｖｉｅｗｅｒ

ｆｏｎｔ ｛ Ｍｉｎｃｈｏ ，ｊＳｍｏｏｔｈ｝ＪｉｓＭｉｘｌＴｏｔｅｘＭｉｎＰｒｉｎｔｅｒ

ｆｏｎｔ －ｒｏｍ- ｇｏｔｈｉｃ ’ ＩＳｍｏｏｔｈｌＲｅｖｅｒ ｓｅ

ｆｏｎｔ －ｒｏｍ- ｇｏｔｈｉｃ－ｔｏｔｅｘ１１８ ’ －ｒｏｍ- ｇｏｔｈｉｃｌＴｏｔｅχＭｉｎＰｒｅｖｉｅｗｅｒ

LiSt 3-37 の12 行目から14 行目が書式１の指定例です。15 行目と16

行目が書式２の指定例です。



iｎｃｌｕｄｅ　ｉｎｃｌｕｄｅ 文 フ ォ ー ム

書式：

機能：

解説：

３。１－ コンフィギュレ ーションフアイル文法

iｎｃｌｕｄｅ ファイルパスネーム

別のファイルに記述された定義文を参照するのに使用する制御文です。

「ファイルパスネーム」には、読み込みたいファイルのパスネームを

書きます。なお、ネスティングは深さ８まで許されます。

inclｕｄｅ文はLiｓt 3-38 のように使用します。
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１ ：

２ ：

３ ：

４ ：

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒｉｖｅｒ ＝ Ａ：／ｔｅｘ／ｆｏｎｔｍａｎ

ｉｎｃｌｕｄｅ $ ｄｒｉｖｅｒ ／ｃｏｎｆｉｇｓ／ｄｒｉｖｅｒｓ ．ｄｅｆ

ｉｎｃｌｕｄｅ $ ｄｒｉｖｅｒ ／ｃｏｎｆｉｇｓ／ｂａｓｉｃｆｏｎｔｓ ．ｄｅｆ

ｉｆｄｅｆ ｕｓｅＴｅＸ ｉｎｃｌ ｕｄｅ $ ｄｒｉｖｅｒ ／ｃｏｎｆｉｇｓ／ｔｅｘｆｏｎｔｓ ．ｄｅｆ
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３- ｉｏ ｎ

ifdef　ifdef 文 フ ォーム

書式1 : ifdef マクロネーム 文

書式２:ifdef マクロネーム｛

｝

書式３ : ifdef マクロネーム｛

｝e1ｓｅ｛

｝

機能：　あるマクロネームが定義されているかどうかをチェックし、定義され

ている場合には指定された文を実行します。

解説：　以下、順に書式1 、書式2 、書式３の使用例を挙げます。

１

２

ifdef ｕｓｅＣｌｕｂ ｄｅｆｉｎｅ ｆｌａｇｓ コ ーｎ ｚｅｉｔ－ｃｌｕｂ －ゴ シ ッ ク ＼

－ｃ －ｓ $ ｍａｙＦｏｎｔSi ｚｅＴｗi ｃｅ

Ｉ

一

一

Ｉ

一

一
1
1
1
2
3
4

ifdef ｕｓeCl ｕｂ ｛

ｄｅｆｉｎｅ ｆｌａｇｓs 一ｎ ｚei ｔ－ｃｌｕｂ－ゴ シ ッ ク ＼

－ｃ －ｓ $ ｍａχＦｏｎｔＳｉｚｅＴｗｉｃｅ

１

1

2

3

4

５

６

ifdef ｕｓeCl ｕｂ ｛

define flag ｓ ＝- ｎ ｚei ｔ－cl ｕｂ－ゴ シ ッ ク ＼

－ｃ －ｓ $ ｍａｘＦｏｎｔＳｉｚｅＴｗｉｃｅ

｝ ｅｌｓｅ ｛

ｄｅｆｉｎｅ ｆｌａｇｓ ° -ｇ －ｓ $ ｍａｘＦｏｎｔＳｉｚｅＴｗｉｃｅ

｝

uｓeClｕｂ というマクロが定義されていたら、フォント名をｚeiｔ-clｕｂ－

ゴシックに変えるなどの変更 を行い ます。



ifndef　ifndef 文 フ ォーム

書式1 : ifndef マクロネーム 文

書式2 : 1fndef マクロネーム｛

｝

書式３ : ifndef マクロネーム｛

3｡1 － コンフィギュレ ーションファイル文法

｝e1ｓｅ｛

｝

機能：　あるマクロネームが定義されているかどうかをチェックし、定義され

ていない場合には指定された文を実行します。

解説：　以下、順に書式1 、書式2 、書式３の使用例を挙げます。
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１
i ｆｎｄｅｆ ｍｉｎ２ｆｏｎｔ ｄｅｆｉｎｅ ＺＳＭ工Ｎ ＝ ｛$ZSM 工Ｎ ，$ＲＯＭＭ工ＮＩＪｉｓＭｉｘ

１

２

３

iｆｎｄｅｆ ｍｉｎ２ｆｏｎt ｛

ｄｅｆｉｎｅ ＺＳＭ工Ｎ ＝｛$ZSMIN ，$ＲＯＭＭ工Ｎ｝ＪｉｓＭｉｘ

｝

１

２

３

４

５

ifndef min2font ｛

ｄｅｆｉｎｅ ＺＳＭＩＮ ＝｛$ZSM 工Ｎ,$ＲＯＭＭＩＮ｝JiｓMiｘ

｝el ｓｅ｛

ｄｅｆｉｎｅ ＺＳＭ工Ｎ ＝｛$ ＺＳＭ工N,$ＢＭＭ工Ｎ｝JiｓMiｘ

｝

マクロ ｍｉｎ２ｆｏｎ七が定義 されてなければ、第二水準の明朝体の使用を

あ きらめ、フ ォントミキサを使って ＲＯＭ フ ォントで代用するなどし

ますo



Ｃ ｈａｐｔｅｒ ３-
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ife ｑ　ifeq 文フォーム

書式１

書式２

ifeq マクロネームife

ｑ マクロネーム

｝

書式3 : ifeq マクロネーム

｝
ｅ１ｓｅ

｛

マクロネーム 文

マクロネーム｛

マクロネーム｛

｝

機能：　２つのマクロを比較し、展開結果が等しい場合に指定された文を実行

します。

解説：　以下、順に書式1 、書式2 、書式３の使用例を挙げます。

１

２

３

dｅｆｉｎｅ yｅｓ ° ＹＥＳ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ[ＴＥＸＨＯＭＥ]

ife ｑ ｕｓeBit ｍａＰ yｅｓ incl ｕｄｅ $ｄｒiｖｅｒ/config ｓ/bit ｍａＰ.fｍ

Liｓt ３ － ４６ ● ifeq_文の使用例 書式２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿

１

２

３

４

５

dｅｆｉｎｅ yｅｓ ° ＹＥＳ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ［ＴＥＸＨＯＭＥ］

ife ｑ ｕｓeBit ｍａｐ yｅｓ ｛

incl ｕｄｅ $ｄｒiｖｅｒ/config ｓ/biｔｍａＰ.fm

｝

１ ：

２ ：

３ ：

４ ：

５

６

７

dｅｆｉｎｅ yｅｓ ° ＹＥＳ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ［ＴＥＸＨＯＭＥ］

ife ｑ ｕｓｅＢｉtｍａＰ yｅｓ ｛

incl ｕde $d ｒiｖｅｒ/config ｓ/bit ｍａＰ.fml e1

ｓｅ ｛

incl ｕde $d ｒiｖｅｒ/config ｓ/bitmaP2.fm

｝･

マ クロｕｓeBitｍａＰの展開結果が ＹＥＳであれば、biｔｍａＰ.fm をイ ンク

ルートするなどします。



iｆｎｅｑ　ifne ｑ 文フォーム

書式1 : ifneｑ マクロネーム

書式2 : ifneｑ マクロネーム

｝

マクロネーム 文

マクロネーム｛

書式3 : ifneq マクロネーム マクロネーム｛

3｡1 － コンフィギュレーションファイル文法

｝e1ｓｅ｛

｝

機能：　２つのマクロを比較し、展開結果が等しい場合に指定された文を実行

します。

解説：　以下、順に書式1 、書式2 、書式 ３の使用例を挙げます。
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1

2

3

4

dｅｆｉｎｅ ｄｅｆａｕlｔ ＝ZM 工Ｎ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ[ＴＥＸＨＯＭＥ]

ifne ｑ ｚeiｔｆｏｎｔｎａｍｅ ｄｅｆａｕlｔ ｅｒｒｏｒ フ ォ ン ト ＼

$ｚｅｉｔｆｏｎｔｎａｍｅ に は未 対応 です

１

２

３

４

５

dｅｆｉｎｅ ｄｅｆａｕlｔ ＝ ＺＭＩＮ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ［ＴＥＸＨＯＭＥ］

ifneq ｚeiｔｆｏｎtｎａｍｅ ｄｅｆａｕlt ｛

ｅｒｒｏｒ フ ォ ント$ ｚｅｉｔｆｏｎｔｎａｍｅ には 未 対応 で す

｝

ILiｓt ３ － ５０ ● ifneｑ 文の使用例 書式 ３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｊ

1
2
3

4
5
６

７

dｅｆｉｎｅ ｄｅｆａｕlｔ ＝ ＺＭＩＮ

ｄｅｆｉｎｅ ｄｒiｖｅｒ ＝$ ｅｎｖ［ＴＥＸＨＯＭＥ］

ifneq ｚeitｆｏｎｔｕ ｅ゙ ｄｅｆａｕlt ｛

ｅｒｒｏｒ フ ォ ント$ ｚｅｉｔｆｏｎｔｎａｍｅ には 未 対応 で す

｝ｅ１ｓｅ｛

ｅｒｒｏｒ フ ォ ント$ ｚｅｉｔｆｏｎｔｎａｍｅ に対 応 して い ます

｝

マ クロ ｚeiｔｆｏｎｔｎａｍｅ の展開結果 がZM 工N で なければ、未対応メッ

セージを出力して異常終了するなどしますo



１ ２ ８

３-

ｗａｒｎｉｎｇ　 ｗａｒｎｉｎｇ 文 フ ォ ー ム

書式：

機能：

解 説：

書式：

機能：

解説：

walｎ̂ｉｎｇ 出力文字列

「出力文字列」を画面に出力したあ と、そのまま続行します。

ｗａｒning 文 を デバッグに使用する例を挙げます。

１ iｆｎｄｅｆ ｕｓｅＴｅＸ ｗａｒｎｉｎｇ ＴｅＸ 用 の フ ォ ン ト が 生 成 さ れ ませ ん

マクロｕｓｅＴｅＸが未定義の場合、ウォーニングメッセージを出力し

ます。

ｅｒｒｏｒ　 ｅｒｒｏｒ 文 フ ォ ー ム

eｒｒＯｒ 出力文字列

「出力文字列」を画面に出力したあ と、それ以後の実行を中止します。

ｅｒｒＯｒ 文を使用する例を挙げ ます。

Liｓｔ ３-５２・ ｅｒｒｏｒ文使用例

1 :　ifndef ｕｓeZeit ｅｒｒｏｒ Zeiｔ 用のフォントが生成されません

マクロｕｓeZeiｔが未定義の場合、エラーメッセージを出力して異常

終了します。



3
。2 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・P3m

フ ァ イ ル

X680×O版 兆外 に導入された フォントマネージャシステムと／ﾐ[甘Ｘ ドライバ

群との間ではフォントネームの変換を行う必要があります。本節では、その変換

規則を書いたファイルであるＰ３ｍファイルのフォーマットについて説明します。

3｡2,ｿ1＼p 漏 し７ｙｊイ ル概 要

こ[ｋＸ システムでは、英 語フ ォントはデータをPk フ ァイルに収め て利用し ま

す。　しかし、日本語フォントはデータ量が膨大なため、英語フォントと同じよう

にＰｋフ ァイルに収めると、 デ` イスクスペースを大量に消費 します。

そこで、X680 ×O 版 ＴｋＸ では、日本語フ ォントにかぎってフ ォントマネージャ

でリアルタイムにフォントを生成する形をとってい ます。

『Ｖｏ１,1 － Ｕsｅｒ's Ｇｕide 編』の第3,2.1 項｢ 概要｣(1)｡50) で 述べたように、フォ

ントマネージャは7[ｋＸ で使用されるだけではな く、各種アプ リケーションで利

用することができる汎用のフ ォントマネージメントシステムです。そのフ ォント

マ ネージャの汎用性を高めるため、ｌｋＸ をはじめとするフ ォントマ ネージャを利

用する各種アプ リケーションとフ ォントマネージャとの間のインターフェースに

ついては詳細な取り決めがありますo

たとえば、勁£Ｘ システムにおけ るフ ォントマネージャを考えた場合、ITIE;Ｘ と

フ ォントマネージャとの間でフォントネームの変換を行う必要があります。 その

ためのファイルがP3m フ ァイル です。普通に ＴｋＸ をインストールすると、乃£Ｘ

の ＨＯＭＥ ディレクトリ内に Ｐｒｅｖieｗ.ｐ３ｍとP ｒinｔ.Ｐ３ｍ とい う名前のフ ァイ

ルができていますo Pｒｅｖieｗ.Ｐ３ｍがプレビューアを実行する際に参照されるＰ３ｍ

フ ァイルで、Ｐｒint.P3m がプ リンタドライバを実行する際に参照されるP3m フ ァ

イルです。

通常、使用する場合は、こ れらのＰ３ｍファイルのフ ォーマットについて詳しく

知っている必要はありませんo　しかし、新たなフォントを追加する場合等、通常

の使用範囲を越える使い方をする場合には、P3m フ ァ イルのフォーマットと、p3m

フ ァイルの書き換えについての知識が必要になります。

本節では、Ｐｒinｔ.P3m を例 にとりながら、Ｐ３ｍファイルの書き方について説明

レ フ ォントマネージャで通常定義 されているフォント名についても説明します。

３ 。２- ファイル

１２ ９



1)JI の例では、180 dpi の

ｓin10.Pk 。

2)|･i】じ く、上 の 例 で は 、

-tｅｘ一高速一明朝。

3)フォントネームで も同じ

です。

13 ０

13･2.2　p3111 7 
アイ)りj オ一マット

本 項 で は 、Ｐｒint. Ｐ３ｍ の サ ンプ ル を 例 に と り な が ら 、 Ｐ３ｍ フ ァ イ ル の フ ォ ー

マ ッ ト に つ い て 説 明 し ま す 。

叫iｓt ３－５３● ｐｒinｔ･ｐ３ｍの例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｊ

１

２

3
4
5
6

７

８

９

0
1
2

1
1
1

毒

＃
s８『lple of P ｒinｔ.Ｐ3ｍ

＃

118

11 ８118118

ｍｉｎ

ｇｏｔｈ

ｔｍｉｎ

ｔｇｏｔｈ

１８０／ｍｉｎ１０

ｍｉｎ

ｇｏｔｈ

ｔｍｉｎ

ｔｇｏｔｈ

-tｅｘ一高速 一明 朝

-ｔｅｘ一高速－ゴ シ ッ ク

ーｔｅｘ一高速 一縦 一明 朝

-tｅｘ一高速 一縦－ゴ シ ッ ク

ーtｅｘ一高速 一明 朝

-tｅχ一明朝

-tｅｘ－ゴシ ッ ク

ーｔｅｘ一縦一明 朝

-ｔｅｘ一縦- ゴシ ッ ク

ＬｉＳt 3-53 を 見て ください。1 ～3 行目が「コメ ント」、８ 行目が「例外定義」、

残りの行が「一般定義」 となってい ます。

「例外定義」も「一般定義」も、

○

○

○

省略可能な基本dpi 値

省略不可能なＰｋファイル名

省略不可能なフォントエイリアスネーム(あるいはフォントネーム)

の３つのフィールドから構成されています。

「基本dpi 値」は、ドライバのdpi 値を特定する場合に記述します。これを明

記すると、ドライバのdpi 値が明記したdpi 値に一致する場合だけ、この行の

定義が有効になります。省略された場合には、ドライバのdpi 値がなんであって

も、その行の指定が採用されます。

「例外定義」は、ひとつのPk ファイル1）ごとに、どのフォントエイリアス２）

を使用するかを指定するためのものです。基本dpi 値が明記されていれば、ドラ

イバのdpi 値と一致した場合にかぎって採用されます。

「一般定義」は、デバイスのdpi 値が基本dpi 値と一致する場合にかぎって、

そのフォントのあらゆるポイントの、あらゆるスケールについて同一のフォント

エイリアス３）を採用することを表します。基本dpi 値が省略されていれば、ドラ

イバのｄｐｉ値を選びません。

lkXL のデ“ イスドライバが、指定されたＰｋファイルに対してどのフォントエ

イリアスを採用するのか、これらの定義の解釈順序を明確に書いておきます。

（1） まず、ファイルの最初から順に例外定義を探す。見つかったら、残りは無視

される。

（２） 例外定義がなければ、ファイルの最初から順に一般定義を探す。見つかった

ら、残りは無視される。



（3 ） 一般定義 もなければ、従来の ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．１と同様に、＊.Pk フ ァ イル

を探 す。

たとえば、List 3-54 の定 義は２行目が優先ですが、Liｓt 3-55 の よ うに指定

すると１行目が優先されます。

iｓt ３-５４● ２行目が優先

1:　　　　　 ｍｉｎ　　　　　　　-t ｅｘ一明朝

2:　　　　　180/min10　　　　- ｔｅｘ一高速一明朝

ｉＳｔ ３－５５● １ 行目が優先　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿　＿

１

り
乙

180

118

ｍｉｎ

ｍｌｎ

-ｔｅｘ一高 速 一明 朝-

ｔｅｘ一高 速 一明 朝

1　3.2･3　
フォシト７ネージヤy 定義される７ オ゛トニl:ブリアス　　　

｜

通常、p3m フ ァ イル には、フ ォントネームよりフォントエイリアスを書くこと

を心がけてください。フ ォントネームはすべてのフォントセットを区別するため

の名前であるのに対し、フォントエイリアスは機能としての名前なので、これを

使用すればｆｏｎtmaTI.ｘ が 自動的に４)そ の機能に一番ふさわしいフォントを割り当

てるようになっているからです。

本書添付のコンフィギュレーションファイル ｍyｆｏｎｔｓ.fm で登 録されてい る標

準的なエ イリアスは、次のとおりです。

iｓt a-５６● 標準フォントエイリアス

H
 
C

９

3

4

5

6

7

8

一通 常

一強 調

一明 朝

－ゴ シッ ク

ーｔｅｘ一高速 一明朝

-ｔｅｘ一高速－ゴ シッ ク

ーｔｅｘ一明 朝

-tｅｘ-ゴシ ッ ク

通常フォント

ー通常 を強調したもの

明朝体

ゴシック体

ＴｅＸ（主に プレビューア）用高速明朝体

ＴｅＸ（主に プレビューア）用高速ゴシック体

ＴｅＸ（主に プリンタドライバ）用明朝体

ＴｅＸ（主に プリンタドライバ）用ゴシック体

たとえば、「-ｔｅｘ一明朝」の場合、普通、ツァイト社のアウトラインフ ォント5 ）

を意味します。しかし、アウトラインフォントがなければ、ＲＯＭ フォントを拡

大・縮小 したフォント6）を使い ます。 また、「強調」という指定にも ３種類7）の

バリエーションがあります。こ れらはフ ォントマネージャを登録する際にユーザ

の環境、あるいは趣味にあわせて決めるこ とがで きます。

Ｐ３ｍファイルにエイ リアスネームを指 定しておけば、たとえフ ォントがバ ー

ジョンアップ して、よりきれいなフォントに置き換えることになって も、変更す

るのはフ ォントマネージャのコンフ ィギュレーションだけですむこ とになり、保

守がたいへん楽になりますo

さて、TI£Ｘ のデバイスドライバと関係のあるフォントエイリアス８）について説

明しましょう。

３。２-

4) 正 確に は ｆｏｎｔｍａｎ.fm 等

の フ ォ ント マ ネ ー ジ ヤコ

ンフ イギ ュレー ションフ ァ

イル内 で指 定 し ます 。

５)た とえば 、ｚeit-cl ｕｂ一明

朝- ｄｉｅt-ｔｅｘ。

６) た とえば、ｓ1･- Ｐ ｒ(ｓ 平

滑-ｔｅχ。

７)rl 抜 き。 ボッ ク ス。 厦 転

の ３ 種類 。

8)ｆｏｎｔｍａ.f 皿 で・ 録 さ れ

るフ ォン トエ イり ア ス で

す。

131



３ - Ｃ ｏｎｎｇｕｒａｔｉｏｎ

9)ｆｏｎtｍ乙.fm で明軍的に

窟録します。

１ ３ ２

Liｓt 3-56で-ｔｅｘが行頭についているものがＩＭＸ 関連の必須フォントです。

プリンタの種類には関係なく、またプレビューアだろうとプリンタドライバだろ

うと一貫して使うことができます。しかし、他のフォントは、適宜９）登録しなけ

れば使えません。たとえば、丸文字フォントを登録すると、Liｓt 3-57 のフォン

トが使えるようになります。

iｓｔ ３-５７● 丸文字フォントエイリアス

1:　-tｅｘ一丸　　　　　　　　　　TeX（主にプリンタドライバ）用丸文字体

また、ツァイトの毛筆体や教科書体を登録すると、ＬｉＳt 3-58 のフォントが使

えるようになります。

1:　-ｔｅｘ一毛筆　　　　　　　　ＴｅＸ（主にプリンタドライバ）用毛筆体

2:　-ｔｅｘ一教科書　　　　　　　ＴｅＸ（主にプリンタドライバ）用教科書体

次に、縦書きフ ォントを登録すると、ＬｉＳt 3-59 のフ ォントが登録されます。

皿 アス

1:　-ｔｅｘ一高速一縦一明朝　　　 ＴｅＸ（主1ニプレビューア）用高速縦書き明朝体

2:　-ｔｅｘ一高速一縦－ゴシック　 ＴｅＸ（主にプレピューア）用高速縦書きゴシック体

3:　-ｔｅｘ一縦一明朝　　　　　　 ＴｅＸ（主にプリンタドライバ）用縦書き明朝体

４:　-ｔｅｘ一縦－ゴシック　　　　ＴｅＸ（主にプリンタドライバ）用縦書きゴシック体

もちろ ん、丸文字があれば、さらに ＬｉＳt 3-60 の フ ォントが、ツァイトの毛筆

体や教科書体があれば、ＬｉＳt 3，61 の フ ォントがそれぞれ登録されます。

Liｓt ３-６０● 丸文字縦書きフォントエイリアス

1:　-tｅｘ一縦一丸　　　　　　　　ＴｅＸ（主にpｒｅｖieｗｅｒ）用縦書き丸文字体

Liｓt ３－６１● 毛筆体・教科書体縦書きフォントエイリアス

1:　-t ｅｘ一縦一毛 筆　　　　　　　 ＴｅＸ（主 にP ｒint ｅｒ ｄｒiｖｅｒ） 用縦 書 き毛筆 体

２：　-ｔｅｘ一縦一教 科 書　　　　　 ＴｅＸ（主 に Ｐｒintｅｒ ｄｒiｖｅｒ） 用縦 書 き教 科書 体

毛 筆体や教科書体 としてはツァイト社から発売されてい るフ ォントが１種類し

かあ りませんが、ツァイトの書体倶楽部にはどんどん新 しいフ ォントが追加され

てい ますし、他社のアウトラインフォントがX680 ×O で も使えるようになるかも

しれ ません。仮 にフォントの実体を将来変更することになったとしても、フ ォン

トエイリアスを同じものにすることによって、修正箇所 を最小限に抑えるこ とが

できます。

なお、現在、どんなフ ォントエイリアスが登録されているかを確認するときは、

ｆｏｎｔｍａｎ -ａ として ください。 また、どんなフ ォントネームが登録されているか

を兄 るときは、ｆｏｎｔｍａｎ -ｎ と しますo さ らに、ｐ３ｍファイルに書くことができ

るフ ォントネーム をすべて表示したければ、ｆｏｎｔmaTI -1 と し ます。詳しくは、

第2.2 節 「ＦＯＮＴＭＡＮ オプション」を参照してください。
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1・XL で は、ＭＥＴＲＦＯＮＴが作成する、さまざまな英数字および記号のフォ

ントを利用することができます。本書がサポートしてい るのは、そのなか

でも Ｄ．Ｅ．Ｋｎｕｔｈ 博士 によって作成され、数あるフォントのなかでも

標準となってい るＣＭ（Ｃｏｍｐｕtｅｒ Ｍ ｏｄｅｒｎ）フォントです。本章で

は、その多彩な ＣＭ フォントを利用するために用意されたI ぶＴＥＸ のコ

ントロール ・シ ーケンスの一覧、 および ＭＥＴＲＦＯＮＴ のフォントテ ーブ

ルの一覧をお届けします。
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。1 ●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

特 殊 言 已
’SI
｝

本節では、IMkX で特殊記号を出力するためのコントロづレ・シーケンスを紹

介します。

なお、数学記号の出力を定義したコントロール・シーケンスの多くは数式モー

ドでしか利用できませんから、注意してください。

｢4
」.1　 主 に文章 中 ず？l す Ｓ記 号

……｣｣ :
･

I
｣:｣｣=:=

パラグラフモードおよびＬＲ モードで使用することができる、あるいは動作

モードを問わずに使用することができるというコントロール・シーケンスを紹介

しましょう。

◆ 特殊な働きをする記号

眩ＩＥＸには特殊な働きをするためにソース中にそのまま記述することができな

い記号がありますが、そのような記号を出力するためのコントロール・シーケン

スを下表に示します。

これらのコントロール・シーケンスはmjEIX のソースであるかぎり、モード

を問わずに利用できるといってよいでしょうo

'nlble4-1●特殊な働きをする記号

出 力 � ソ ース �出 力 �ソ ース �出 力 �ソ ース

＼

一

一
�{

＼tt＼S戸b01{'134}}{

＼tt＼Symb01P 136}}{

＼tt＼Symb01P 176}} �

｛

－tB�

＼｛

＼_

＼$ �

｝

％

＆

毒 �

＼｝

＼X

＼&

＼#



パラグラフモードおよびＬＲ モードで利用することができるコントロール

シーケンスです。

｢nlble 4･2・ アクセント記号

出力 �ソ ース �出 力 �ソ ース �出 力 �ソ ース �出 力 �ソ ース

６

～Ｏ

６

９ �V{o}

＼″{o}

＼^{o}

＼c{o} �

６

－Ｏ

ＯＯ

Ｏ �

＼j{o1

＼={o}

＼t{oo}

＼b{o} �

Ｏ

６

６ �

＼̈ fo}

＼u{o}

＼H{o} �

Ｏ

６

９ �

＼.{o}

＼V{o}

＼d{o}

戸 ぷご ‾ ‾コ
以下に示すTable 4-3 中のコントロール・シーケンスは、すべてのモードで

利用することができます。

hble4-3 ●そのほかの紀号

出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ース

↑

§

○ �

＼dag

＼S

＼coPyright �

‡

¶

£ �

＼ddag

＼P

＼P011ndS

これに対して、以下に示すTable 4-4 はパラグラフモードおよびＬＲ モード

で利用することができるコントロール・シーケンスです。

'nlble 4-4● 発奮記号など

出 力 �ソ ース �出 力 �ソー ス �出 力 �ソー ス �出力 �ソ ース

a3

＆

必

ｉ �

＼ae

＼aa

＼O

口 �

£

Ａ

Ｏ

乙 �

＼AE

＼AA

＼0?

゛ �(

氾

ｌ

Ｂ �

＼Oe

＼1

＼SS �(

Ｅ

Ｌ �

＼OE

＼L

4｡1.2　数学記号

本項で示すコントロール・シーケンスは数式モードでしか扱うことができませ

んから、注意しなければなりません。

４。１－ 特殊記号
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◆ ギリシヤ文字

'nlble 4 ・5・ ギリシャ文字

出力 � ソー ス �出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ース

ﾉ1

召

Ｆ

△

Ｅ

Ｚ

亙

ｅ

７

尺

Λ

町

yv �

Ａ

Ｂ

＼Ｇａｍｍａ

＼Ｄｅｌｔａ

Ｅ

Ｚ

Ｈ

＼Ｔｈｅｔａ

工

Ｋ

＼Ｌａｍｂｄａ

Ｍ

Ｎ �

ａ

β

７

δ

６

ε

ぐ77

θ19

£K

λ

μ

μ �

＼ａ１Ｐｈａ

＼ｂｅｔａ

＼ｇ３= ａ

＼ｄｅｌｔａ

＼ｅＰｓｉｌｏｎ

＼Ｖ゛`１ ｅ̂ｐｓｉｌｏｎ

＼ｚｅｔａ

＼ｅｔａ

＼ｔｈｅｔａ

＼ｖａｒｔｈｅｔａ

＼ｉｏｔａ

＼ｋａＰＰａ

＼１ａｍｂｄａ

＼ｍｕ

＼ｎｕ �

Ξ

Ｏ

Ｈ

Ｐ

Σ

Υ

Υ

φ

Ｘ

ｌ

Ω �

＼ｘｉ

０

＼Ｐｉ

Ｐ

＼Ｓｉｇｍａ

Ｔ

＼ＵＰｓｉｌｏｎ

＼Ｐｈｉ

Ｘ

＼Ｐｓｉ

＼Ｏｍｅｇａ �

こO7

「

二7

ρgCyg7

’

り

φ

？

Ｘ

φ

ω �

＼ｘｉ

○

＼Ｐｉ

＼ｖａｒＰｉ

＼ｒｈｏ

＼ｖａｒｒｈｏ

＼ｓｉｇｍａ

＼ｖａｒｓｉｇｍａ

＼ｔａｕ

＼ｕＰｓｉｌｏｎ

＼Ｐｈｉ

＼ｖａｒｐｈｉ

＼ｃｈｉ

＼ｐｓｉ

＼ｏｍｅｇａ

◆ 矢印

111ble 4 －6● 矢印

出 力 � ソ ー ス �出力 � ソ ー ス �出 力 � ソ ース

←

や

→

⇒

←卜

⇔

→

ら

一

一

井 �

＼１ｅｆｔａｒｒ ｏｗ

＼Ｌｅｆｔａｒｒ ｏｗ

＼ｒｉｇｈｔａｒｒｏｗ

＼Ｒｉｇｈｔａｒｒｏｗ

＼１ｅｆｔｒｉｇｈｔａｒｒｏｗ

＼Ｌｅｆｔｒｉｇｈｔａｒｒｏｗ

＼ｍａＰｓｔｏ

＼ｈｏｏｋｌｅｆｔａｒｒ ｏｗ

＼１ｅｆｔｈａｒＰＯＯｎｕｐ

＼１ｅｆｔｈａｒＰｏｏｎｄｏｗｎ

＼ｒｉｇｈｔｌｅｆｔｈａｒＰＯｏｎｓ

�

←

⇔

→

⇒

←

⇔⇒

←→
←

一

一

心
�

＼１０ｎｇｌ ｅｆｔａｒｒｏｗ

＼Ｌｏｎｇｌ ｅｆｔａｒｒｏｗ

＼１０ｎｇｒｉｇｈｔａｒｒ ｏｗ

＼Ｌｏｎｇｒｉｇｈｔａｒｒ ｏｗ

＼１０ｎｇｌ ｅｆｔｒｉｇｈｔａｒｒｏｗ

＼Ｌｏｎｇｌ ｅｆｔｒｉｇｈｔａｒｒｏｗ

＼１０ｎｇｍａＰｓｔｏ

＼ｈｏｏｋｒｉｇｈｔａｒｒ ｏｗ

＼１７１ｇｈｔｈ｀１７ＰｏｏｎｕＰ

＼ｒｉｇｈｔｈａｒＰｏｏｎｄｏｗｎ

＼１ｅａｄｓｔｏ
�

↑

介

↓

与

↓

刄

／

Ｘ

／

Ｘ
�

＼ｕＰ
゛`７`ｒｏｗ

＼Ｕｐａｒｒｏｗ

＼ｄｏｗｎａｒｒｏｗ

＼Ｄｏｗｎａｒｒｏｗ

＼ｕＰｄｏｗｎａｒｒｏｗ

＼ＵＰｄＯＷｎａｒｒＯＷ

＼ｎｅａｒｒｏＷ

＼ｓｅａｒｒｏｗ

＼ｓＷａＴｒｏｗ

＼ｎＷａｒｒｏｗ



◆ 二項演算記号

'nlble 4・7・ 二項演算記号

出 力 � ソー ス �出 力 � ソ ー ス �出 力 � ソ ース �出力 � ソ ース

士

干

×

－

＊

大

○

● �

＼Ｐｍ

＼ｍＰ

＼ｔｉｍｅｓ

＼ｄｉｖ

＼ａｓｔ

＼ｓｔａｒ

＼ｃｉｒｃ

＼ｂｕｎ ｅｔ

＼ｃｄｏｔ �

ｎ

Ｕ

田

口

口

Ｖ

∧

＼

？ �

＼cap

＼cuP

＼uplus

＼sqcaP

＼sqcuP

＼vee

＼wedge

＼setminus

＼wr �

◇

△

▽

く］t

〉<1

に><1

－

じ>
－ �

＼ｄｉａｍｏｎｄ

＼ｂｉｇｔｒｉａｎｇｌｅｕＰ

＼ｂｉｇｔｒｉａｎｇｌｅｄｏｗｎ

＼ｔｒｉａｎｇｌｅｌ ｅｆｔ

＼ｔｒｉａｎｇｌｅｒｉｇｈｔ

＼１ｈｄ

＼ｒｈｄ

＼１１ｎｌｈｄ

＼１１ｎｒｈｄ �

母

ｅ

⑧

○(

Ｅ)

○

↑

‡

Ｈ �

＼ｏＰｌｕｓ

＼ｏｍｉｎｕｓ

＼ｏｔｉｍｅｓ

＼ｏｓｌａｓｈ

＼ｏｄｏｔ

＼ｂｉｇｃｉｒｃ

＼ｄａｇｇｅｒ

＼ｄｄａｇｇｅｒ

＼ａｍａｌｇ

◆ 関係記号

lhble 4 ・8・ 関係紀号

出 力 � ソ ー ス �出力 � ソ ー ス �出 力 � ソー ス �出 力 � ソ ー ス

＜－-

く

ベ
ー

≪

⊂

⊂
－

［

口
ー

∈

卜 �

＼１ｅｑ

＼Ｐｒｅｃ

＼ｐｒｅＣｅｑ

＼１１

＼ｓｕｂｓｅｔ

＼ｓｕｂｓｅｔｅｑ

＼ｓｑｓｕｂｓｅｔ

＼ｓｑｓｕｂｓｅｔｅｑ

＼ｉｎ

＼ｖｄａｓｈ �

＞
一

卜

ｙ
－

≫

⊃

⊃
－

コ

コ
ー

∋

Ｈ �

＼geq

＼SUCC

＼SUCCeq

＼gg

＼suPset

＼suPseteq

＼sqsupset

＼sqsuPseteq

＼ni

＼dashv �

一一
一

心

〃－

Ｘ

沁

竺

≠

一一

∝ �

＼ｅｑｕｉｖ

＼ｓｉｍ

χｓｉｍｅｑ

＼ａｓｙｍＰ

χａＰＰｒｏχ

χｃｏｎｇ

＼ｎｅｑ

χｄｏｔｅｑ

＼ＰｒｏＰｔｏ �

卜

・

｜

‖

図

凶

Ｗ

ら �

＼ｍｏｄｅｌｓ

＼Ｐｅｒｐ

＼ｍｉｄ

＼Ｐａｒａｌｌｅ１

＼ｂｏｗｔｉｅ

＼Ｊｏｉｎ

＼ｓｍｉｌｅ

＼ｆｒｏｗｎ

４。１－ 特殊記号
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◆ そのほかの数学記号

Table 4・9・ そのほかの数掌記号

出 力 � ソ ース �出 力 � ソー ス �出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ース

Ｎ

九

Ｘ

Ｊ

ぞ

ｐ

況

９

Ｕ �

＼alePh

＼hbar

＼imath

＼jmath

＼e11

＼wP

＼Re

＼工m

＼mho �

／

の

▽

ｙ

Ｔ

・||

∠

∀ �

＼prime

＼emPtyset

＼nabla

＼surd

＼toP

＼bot

＼I

χa7191e

χforan �

∃

¬

ｂ

ａ

Ｕ

＼

∂

∞

口 �

＼ｅｘｉｓｔｓ

＼ｎｅｇ

＼ｆｌａｔ

＼ｎａｔｕｒａ１

＼ｓｈａｒＰ

＼ｂａｃｋｓｌａｓｈ

＼Ｐａｒｔｉａ１

＼ｉｎｆｔｙ

＼Ｂｏｘ
�

◇

△4･

◇Q

φ

● ● ●

● ● ●

�

＼Diamond

＼triangle

＼c1UbSuit

＼diamondsuit

＼heartsuit

＼sPadesuit

＼1dots

＼cdots

＼vdots

＼ddots

◆ 大きさが変化する数学記号

インライン数式環境で使用した場合とデ ィスプ レイ数式環境で使用した場合と

で は出力される大 きさが変化する数学記号です。以下の表において、「出力（Ｉ）」

はインライン数式環境での出力例を、「出力（Ｄ ）」はディスプレイ数式環境での

出力例を示します。

lhble 4-10● 大きさが変化する数学記号

出力(I) �出力（Ｄ） � ソー ス �出力（I ） �出力（Ｄ） � ソー ス

Σ

１‾Ｉ

Ｈ

ｆ

ｆ

⑧

ｅ �

ΣJ[IH

ノ

ダ

⑧
母

�

＼SUm

＼Prog

＼coProd

＼int

＼oint

＼bigodot

＼bigoPlus
�

ｎ

Ｕ

口

Ｖ

∧

⑧

旧 �

ｎ

Ｕ
口
Ｖ

八

⑧
田

�

＼bigcaP

＼bigcup

＼bigsqcuP

＼bigvee

＼bigwedge

＼bigotimeSxbiguPluS



◆ かっこなどの記号

111ble 4 ・Ｕ ・ かつこなどの紀号

出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ー ス

（

［

｛

Ｌ

「

く

／

｜ �

（

［

＼｛

＼1floor

＼1ce11

＼1angle/

｜ �

）

］

｝

」

１

〉

＼||�

）

］

＼｝

＼ｒｆｌｏｏｒ

＼ｒｃｅ１１

＼ｒ゛゙ｇｌｅ

＼ｂａｃｋｓｌａｓｈ

＼｜

◆ 関数などの記号　　　　　　　　　　　　

㎜

111ble 4 － 12 。 関数などの紀号

出力 � ソ ース � 出 力 � ソ ース � 出 力 �ソ ー ス

arCCOS

arCSln

arctan　

arg　

COS　

cosh　

cot　

coth　

csc　

deg　

det �

＼ａｒＣＣＯＳ

＼ａｒｃｓｉｎ

＼ａｒｃｔａｎ

＼ａｒｇ

＼ＣＯＳ

＼ｃｏｓｈ

＼ｃｏｔ

＼ｃｏｔｈ

＼ＣＳＣ

＼ｄｅｇ

＼ｄｅｔ �　dim　exp　gcd　hom

inf　

ker　　

19　

11m

liminf

limsup　　

ln �

＼ｄｉｍ

＼ｅｘＰ

＼ｇｃｄ

＼ｈｏｍ

＼ｉｎｆ

＼ｋｅｒ

＼１ｇ

＼１１ｍ

＼１１ｍｉｎｆ

＼１１ｍｓｕＰ

＼１ｎ �

ｌｏｇ

ｎｌａ,Ｘ

ｎｌｌｎ

Ｐｒ　

ＳｅＣ

Ｓｌｎ

ｓｉｎｈ

ｓｕｐ

ｔａｎ

ｔａｎｈ �

＼１０ｇ

＼ｍａｘ

＼ｍｉｎ

＼Ｐｒ

＼ＳｅＣ

＼ｓｉｎ

＼ｓｉｎｈ

＼ｓｕｐ

＼ｔａｎ

＼ｔａｎｈ

◆ アク_セント記号

111ble 4 － 13 ・ アクセント記号

出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ー ス �出 力 � ソ ース �出 力 � ソ ー ス

ａ

ａ
ａ �

＼ｈａｔ{ａ}

＼ｃｈｅｃｋ{ａ}

＼ｂｒｅｖｅ{ａ} �

＆

＆

－ａ �

＼ａｃｕｔｅ{ａ１

＼ｇｒａｖｅ{ａ}

＼ｔｉｌｄｅｆａ}
�

－ａ

→
α
�

＼ｂａｒ{ａ}

＼ｖｅｃｆａ} �

ａ

ａ �

＼dot{a}

＼ddot{a1

4｡1 － 特殊記号

１ ３ ９



４- Ｆｏｎｔｓ

1 〕11 ，14 ，20 ，２５ｐt の英

字か、やや太 い線で かか れ

てい る よ うに 見 え る と思

います。こ れは。こ れらの

サ イズ 専 川に デ ザ イ ンさ

れ た ＭＥＴＲＦＯＮＴ の フ ォ

ント がない ため に、10pt　

のフ ォ ン トを 単 純 に拡 大

し て 使 用 し て い る た め

です 。こ の 件 に つ い ての

詳細 は 、 本 書のr Ｖｏ]｡1　

－ Ｕｓｅｒlｓ Ｇｕide 編 』、

ｐ.139 のコ ラム に示 し て

い ます。
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4｡2 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　ポ
イ ン ト 別 文 字 サ イ ズ 比 較

以下に示すのは、ポイント別の文字サイズ比較です。

どのコ ントロール ・シーケンスがどのポイントのフ ォントを出力するかにつ

いては、『Ｖｏｌ.1 － Ｕsｅr'ｓ Ｇｕide 編 』の 第４．５．１項｢ 文 字の大 きさを変更する｣(

ｐ.137) を参照してください1)･

5pt : ｃｍｒ5 and min5

ｓＡ１４ＰＬＥsan1pleみほん見本

6pt : ｃｍｒ6 and miD6

sＡＭＰＬＥｓａｍｐ]ｅみほん見本

7pt : ｃｍｒ７ ａｎｄ ｍｉｎ７

ＳＡＭＰＬＥ ｓａｍｐｌｅ みほん兄本

8pt : ｃｍｒ８ ａｎｄ ｎｌｉｎ８

ＳＡＭＰＬＥ ｓａｍｐｌｅ みほん 見本

9pt : ｃｍｒｇ ａｎｄ ｍｉｎ９

ＳＡＭＰＬＥ sａｍｐｌｅ み ほん 見本

10pt : ｃｍｒ１０ ａｎｄ ｍｉｎｌＯ

ＳＡＭＰＬＥ sａｍｐｌｅ み ほ ん 見本

11pt : ｃｍｒ10 χｍａｇstephalf and min10 ＼ｍａｇｓtｅｐｈａｌｆ

ＳＡＭＰＬＥ Ｓａｍｐｌｅ み ほ ん 見 本

12pt : ｃｍｒ12 and min10 ＼ｍａｇstｅｐ１

ＳＡＭ ＰＬＥ Ｓａｍｐｌｅ み ほ ん 見 本

14pt : ｃｍｒ10 ＼ｍａｇｓtｅｐ２ ａｎｄ ｍｉｎ１０ ＼ｍａｇstｅｐ２

ＳＡ Ｍ ＰＬＥ Ｓａｍ ｐｌｅ み ほ ん 見 本

17pt : ｃｍｒ17 and min10 Xmag ｓtｅｐ３

ＳＡ Ｍ Ｐ Ｌ Ｅ Ｓａｍ ｐｌｅ み ほ ん 見 本

20pt : ｃｍｒ10 ＼ｍａｇｓtｅｐ４ ａｎｄ ｍｉｎ１０ χｍａｇｓtｅｐ4

SＡＭＰＬＥ ｓａｍＰｌｅ み ほ ん 見 本
25pt : ｃｍ ｒ10 ＼ｍ ａｇｓtｅｐ５ ａｎｄ ｍｉｎ１０ ＼ｍ ａｇｓtｅｐ5

SＡ]Ｖ[ＰＬＥ ｓａｍＰｌｅ

みほん 見 本



4
.3 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Ｆ
ｏ ｎt 

Ｔ
ａ
ｂ ｌ
ｅs

本節には、本書の添付ディスクで構築した ＭＥＴＲＦＯＮＴ システムで作成可能な

フォントのうち、主 に10 ポイントのフ ォントにか ぎってフォントテーブル を掲

載しています。

1　4.3.1

∧4
載７゛
じ
トー覧

掲載順序は以下のようになっています。

Ｏ Ｃｏｍｐｕtｅｒ Ｍｏｄｅｒｎ Ｆｏｎt Ｆａｒnilｙ

ＣＭ フォント・ファミリーのフォントです。フォントを、用途別およびシェ

イプ別に大きく分類し、この分類に従って並べています。ただし、

（1） ここでの分類は本章筆者のきわめて個人的な趣味によるものであること

（2） 分類の際に同じ系列にあると判断したフォントはできるだけ見開きペー

ジにまとめるように配慮した結果、掲載の順番は必ずしも使用頻度を反

映していないこと

この２点には注意してください。

●　Ｒｏｍａｎ Ｆｏｎtｓ Ｖａｒiatiｏｎ

cｍｒ10

ｃｍｂ10

ＣｍｂＸ10

ｃｍfi ｂ8

Ｃ Ｍ ｒｏｍａｎ

CM bold r ｏｍａｎ

CM bold e ｘtｅｎｄｅｄ ｒｏｎ!ａｎ

Ｃ Ｍ r ｏｍ ａｎ ｎｂｏｎａｃｃｉ ｆｏｎt

●　 Ｓｊａｎｔｅｄ Ｒ ｏｍ ａｎ Ｆ ｏｎ ｔｓ Ｖ℡ｒｊａ£ｊｏｎ

cｍｓ110cmb

ｘｓ110

C Ｍ sｌａｎted r ｏｍａｎ ‥ ‥ ‥

CM bold e ｘtｅｎｄｅｄ sｌａｎted ｒｏｍａｎ

●　 Ｃ ＡＰｓ ＡＮＤ ＳＭＡＬＬ Ｃ ＡＰｓ Ｆ ＯＮＴＳ

ｃｍｃｓｃ１０　　　 ： Ｃ Ｍ ｃａｐｓ ａｎｄ ｓｍ ａｌｌ ｃａｐｓ

・ ７£αｌｉｃ ｊら71X ｓ K17･ia ねａ７1

cｍｔ110

cmbｘｔ110cm

ｕ10

CNl t ｅｘt italic ・・・・・・・･・

CM bold e ｘtｅｎｄｅｄ tｅｘt it ａｌｉｃ

Ｃ Ｍ ｕｎｓｌａｎted italic 
‥ ‥ ‥ ‥

‥ ｐ.146

p.146

p.147

p･147

p.148

p.148

p.149

p.150

p.150

p.151

４ ．３ - Ｆｏｎｔ Ｔａｂｌｅｓ
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４- Ｆｏｎｔｓ

1）こ の約 束 事が で き る前 に

つ くられ た一 部の ｌｊＴＥ｝Ｘ

ソー スファイル では、「１ 」

の つ かな い フ ァ イル 名 で

フ ォン ト を 参照 して い る

場 合 も あり ます。 そ の よ

う な ソー ス を 処理 す る場

今 には 。 ソ ー ス自 体 を 修

正 す るか 、 ま たは フ ォ ン

ト をコ ピ ー し て リネ ー ム

す るか 、 い ず れか の 手段

で 対処 し て くだ さい 。

142

●　ＴｙＰｅｗｒi ｔｅｒ Ｆｏｎt ｓ Ｖａｒiati ｏｎ

ｃｍｔｔ １０

ｃｍｖｔｔ１０

ｃｍｓｌｔｔ１０

ｃｍｉｔｔ１０

ｃｍｔ ｃｓｃ１０

ｃｍｔ ｅｘ１０

: Ｃ Ｍ t ｙｐｅｗrit ｅｒ tｅｘt p.152

: Ｃ Ｍ ｖａｒiable- ｗidth t ｙｐｅｗｒitｅｒ
●・●・●●●●･●●●●●●

ｐ
●152

: ＣＭ sｌａｎtｅd

: Ｃ Ｍ ｉtａliｃ

●　San5 Serif Fonts Ｖａriatiｏｎ

ｃｍｓｓｑ８

ｃｍｓｓq18　　　cm

ｓｓ10

cm ｓｓｄｃ１０

ｃｍｓｓｂχ10　　

cm ｓｓ110

●　Ｅt ｃ. Ｆｏｎtｓ

ｃｍff10

ｃｍf110

ｃｍｄlｍh10　　　

ｃｍiｎｃｈ

●　 Ｍ ａtｈ Ｆｏｎtｓ

ｃｍｅχ１０

ｃｍｍ１１０

ｃｍｍｉｂ１０

ｃｍｓy１０

ｃｍｂｓy10

１ａｓｙ１０

１ａｓｙb10

11ne10

11ne ｗ１０

１ｃｉｒｃｌ ｅ１０

１ｃｉｒｃｌ ｅｗ１０

Ｃ Ｍ ｓａｎｓ

ｃａｐｓ ａｎｄ

:I ぶＴＥ Ｘ ｗide:I

ぷＴＥ Ｘ ｃｉｒｃlｅ

p.153

p.153

p.154

p.156

p･158

p.158

p.159

p.160

p.163

p.164

p.165

p.166

p.168

p.169

p.168

p.169

p.170

p.172

C Ｍ t ｙｐｅｗrit ｅr ｃａｐｓ ａｎｄ ｓｍ ａｌｌ ｃａｐｓ

： ＣＭ ＩﾌｋＸ ｅｘtｅｎｄｅｄ Ａ ＳＣＩｌ ｃｈａｒａｃtｅrｓ 
●･●●●●●●　p.154

: ＣＭ ｓａｎｓ ｓｅrif ｑｕｏtａtｉｏｎ ｓtｙle 
●●●●●●●●・●■･¶■●　

ｐ.155:

Ｃ Ｍ s ａｎs s ｅrif ｑｕｏtａtｉｏｎ style s ｌａｎted 
‥ ‥ ‥ ‥ ｐ.155

: ＣＭ ｓａｎs sｅrif demibold conden ｓed ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ｐ.156:

ＣＭ ｓａｎｓ ｓｅｒif bold e χtｅｎｄｅｄ 
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ｐ.157:

ＣＭ ｓｌａｎted s ａｎｓ ｓｅｒif 
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ｐ.157

： Ｃ Ｍ ｆｕｎｎｙ ｒｏｍ ａｎ

: Ｃ Ｍ ｆｕｎｎｙ

: ＣＭ ｄｕnhilI ｒｏｌｎａｎ . 、............. ‥ ‥:

ＣＭ ｉｎｃｈ-high s ａｎs sｅｒif bold e χtｅｎdｅd

C Ｍ ｍａth eｘtｅｎsiｏｎ

: ＣＭ ｍａth italic:

ＣＭ ｍａth itａliｃ

IぷＩＥＸ ｓｙmbol ｓ ‥ ‥I

ぎIEX bold ｓｙｍｂｏｌｓ

:
Ｃ Ｍ ｍ ａth ｓｙmbol ｓ 

●･●・●●●●･●●●●●●●I●●●●

: Ｃ Ｍ ｂｏｌｄ ｍａth ｓｙmbol ｓ 
●●･●●･●･●●●･●●●●●●●●･　

ｐ.167

01 ｙl:ＥＸ Ｅｘtｅｎｄｅｄ Ｆｏｎt Ｆａｍｉｌｙ

簡単な図形を描画するために用意された 玖［ＥＸ 用のフォントの一覧です。

IぷＴＥＸ 用のフォントは、フォントファイルの頭に「１」をつけることが決ま

りになっています1）o

： Ｍ ＩＥ Ｘ Ｉｉｎｅ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．‥ ．

IぷＴＥＸ ｗide ci ｒｃlｅ

O　 ＭＥＴＲＦＯＮＴ`ｓ ｌｏｇｏ， ａｎｄ ｓｏ ｏｎ‥.

Ｄ. Ｅ. Ｋｎｕth 博 士 が 『ｌｌ Ｘｂｏｏｋ 』 お よ び 「 ＭＥＴＲＦＯＮＴ ｂｏｏｋ 」 の た め に 作

成 し た ｍａｎｆｏｎｔ な ど 、 特 殊 記 号 フ ォ ン ト の 一 覧 で す。



10go10

10gobf10

10goｓ110manfn

ｔ

ａｓcgｒP

： Ｍ Ｅ ＴＡＦ ＯＮ Ｔ ｌＯｇ０ ．．．．．．．．‥ ．‥ ．．．．

:b ｏldfａｃｅ Ｍ ＥＴＡＦＯＮＴ lｏgｏ

p.174

p.174

: ｓｌａｎtｅｄ Ｍ ＥＴ ＡＦ ＯＮ Ｔ ｌｏｇｏ.......................　 ｐ
●174:

Ｓｐｅｃｉａｌ ｆｏｎt fo ｒ the '] Ｉ Ｘ ａｎｄ ＭＥＴＲＦＯ ＮＴ ｍ ａｎｕal ｓ ｐ.175:ASCIl 

ｓｐｅｃｉａｌ ｆｏｎt famil ｙ， ｓｐｅｃｉａｌ ｇrａｐｈｉｃ ｆｏｎt . ‥ ｐ.176

１　０
．２　 ７ オOj ダ ーグ ‘7)参Ｓ‘二=畔ﾉ

ら１

さて、テーブルの見方について、簡単に説明してお きましょう。Table 4-14

（ｐ.143） を参照しながら読んでください。

フォントテーブル の左上にはフォントのファイル名（の拡張子を除いた部分）

を、傍注欄にはフ ォントの正式名称、および本書の添付ディスクによって構築し

たIE; Ｘ システムに用意 されてい るデザインサイ ズ2）を、それぞれ示し ました。Table

4-14 の場 合、ファイル名 ｃｍｒ10 の ＣＭ Ｒｏｍａｎ フ ォントのフ ォントテー

ブ ルであり、5,6,7,8,9,10,12,17pt と い うデザインサイズの同名フ ォント3 ）

が用意されているこ とになります。

テキスト記述に用いる（あ るいは用いることもで きる）類 のフ ォントについて

は、フ ォントテーブルの左側にフ ォントの情報を示しています4）。

０ １ｅｍ

当該フォントに定められてい る１ｅｍの幅5）を意味し ます。

０　１ｅｘ

当該フォントに定められてい る1e ｘ の高さ6）を意味します。

O　height

当該フ ォント中、Ｏ… ９,Ａ … Ｚ,ａ ‥･ ｚのASCII コ ードと等しい（ＩＭＸ の

内部コードを持つ文字７）のうち、最も高い文字の高さを意味し ます。

’］:ＭＸの世界において「文字の高さ」は、“ベースラインより上の部分の高ざ

を意味します。ベ ースラインとは、言葉の とおり基準となる線のこ とです。

たとえば「ＡＢＣＤＥＡＢＣＤＥ」というとき、各文字はその下端 を架 空の直線に

揃えているように見えます。こ の架空の線を「ベースライン」いい、■iiX は

この線にあわせて文字を並べ ることで組版を実現します（Fig. 4- 1 ）。

Fig.4 －1● フォントのベースライン、および高さと深さ

に　　 幅　　 ）|

文字の「深さ」は、

一見英数字や記号に

だけしか設定されて

いないかのようにも

見えますが、日本語

フォントにも設定さ

れています。

４ ．３ - Ｆｏｎｔ Ｔａｂｌｅｓ

2) フ ォ ン ト か 何 ポ イ ン ト の

サ イ ズ 用 に つ く ら れ た も

の で あ る か を 示 す 値 の こ

と を い い ま す 。

3) ｃ 加ｒ5, ｃｍｒ61 ‥｡､ ｃzlｒ121　c

皿r17 が あ る と い う こ

と を 意 味 し ま す 。

4) 情 報 を 得 る た め の( ソ

ー ス レ ベ ル の) 方 法 に

つ い て は 、 ＺＴＥＸＢ ＯＭＥ Ｘ

χｓａ ｃｒ ｏｓ χｆｏｎｔb1.t ｅｘ を

参 照 し て く だ さ い 。

５) ｌｅ ｍ に つ い て は｢ Ｖ ｏｌ.1　

－ Ｕ ｓｅｒ'ｓ Ｇ ｕide 編 ｊ

の ｐ.140 の=2 ラ ム を 参

照 し て く だ さ い 。

6｣le ｘ に つ い て はr Ｖ ｏｌ.1　

－ Ｕ ｓｅ ｒlｓ Ｇ ｕｉｄ ｅ 編 ｊ

の ｐ.140 の コ ラ ム を 参

照 し て く だ さ い 。

7)ｌ ｋ Ｘ の 内 部 コ ー ド は

ASCII コ ー ド を も と に

し て い ま す か ら 、 当 該 フ す

ン ト フ ァ イ ル か ０ ‥･ ９ ，

Ａ ‥･ Ｚ ，ａ ‥･ ｚ を 含 む な

ら 、 そ れ ら の 文 字 自 身 を

示 す'r Ｍ Ｘ の 内 部 コ ー ド

は Ａ Ｓ Ｃ Ｈ コ ー ド と 一

致 し ま す 。 ま た 、 そ れ ら

の 文 字 を 含 ま な い 場 合 で

も 、 コ ー ド 同 士 の 対 応 関

係 は 変 わ り ま せ ん か ら 、

そ れ ら の 文 字 を 含 ん で い

る フ ォ ン ト テ ー ブ ル と 比

較 す る こ と で 、 た や す く

コ ー ド 同 士 の 対 応 閔 係 を

把 握 す る こ と か で き る で

し ょ う 。

１ ４ ３



４- Ｆｏｎｔｓ

８）ＣＭ ｒｏｍａｎ （５，６，７，

８，９，１０，１２，１７ｐｔ）

9)実際にはアクセント記号

を付ける位置の調整のた

めに 匙1X 内部で利用さ

れる値です。

１ ４ ４

'nlble 4 －14 ● フォントテーブルのサンプ ル
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χ
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゛j忠男 �Ｐ �Ｑ �Ｒ �Ｓ �Ｔ �Ｕ �Ｖ �Ｗ �”5X
■3Ｘ �Ｘ �Ｙ �Ｚ �［ ��］
'j徊 ��ａ �ｂ �Ｃ �ｄ �ｅ �ｆ �ｇ �

”6χ

町5X �ｈ
� ●１ � ●Ｊ �ｋ �１ �m �ｎ � ○

ｸj必 �ｐ �ｑ �「 �Ｓ �ｔ �Ｕ �Ｖ � Ｗ �
”7χ
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�”８ �”９ �"Ａ、�≒11B �”Ｃ �”Ｄ �'¶Ｅ �Ｉ'Ｆ ．

し た が っ て 、 た と え ば 「 文 字 “ ｙ” の 高 さ 」 と い う 場 合 、「 ＡＢｙＣＤ 」と し て

み る と 明 ら か な 、“ ベ ー ス ラ イ ン よ り 下 に は み だ し た 部 分 ” は そ れ に 含 ま れ

ませ ん 。 こ の “ は み だ し 部 分 ”、 つ ま りベ ー ス ラ イ ン よ り 下 の 部 分 の 高 さ を

1砲Ｘ の 世 界 で は 「 文 字 の 深 さ 」 い い ま す 。

な お 、 フ ォ ン ト テ ーブ ル 中 、 左 見 出 し の イ タ リ ッ ク 体 で 書 か れ た 数 字（Table　　4-14

で い え ば ‘‥ 叩 が と い う 数 字 列 ）の ダ ー ス ラ イ ン と 、 要 素 と な っ て い

る 文 字 の ベ ー ス ラ イ ン と を 揃 え て あ り ま す 。 ベ ー ス ラ イ ン の 位 置確 認 を し た

い 場 合 は 参 考 に し て く だ さ い 。

O　depth

当 該 フ ォ ン ト 中 、Ｏ … ９,Ａ … Ｚ,ａ･ ‥ ｚ のASCII コ ー ド と 等 し い 町 外 の

内 部 コ ー ド を 持 つ 文 字 の う ち 、 最 も 深 い 文 字 の 深 さ を 意 味 し ま す。

Ｏ　slant

当 該 フ ォ ン ト の 傾 き を 意 味 し ま す9 ）。

ま た 、ｐｌａｉｎrrlE;χ の ＼ｃｈａｒ 、 あ る い は 礎［kX の ＼ｓｙｍｂｏ１ の よ う に 、 フ ォ ン ト

の 文 字 コ ー ド ０ 厄Ｘ の 内 部 コ ー ド ］ を 指 定 し な け れ ば な ら な い コ ン ト ロ ー ル ・

シ ー ヶ ン ス を 使 用 す る場 合 な ど は 、 以 下 に 示 す よ う な 手 順 を 踏 ん で フ ォ ン ト の 文

字 コ ー ド を 得 て く だ さい 。

０　 ８ 進 数 で 文 字 コ ー ド を 得 た い 場 合

仮 に ｃｍこｒ10 に お け る「 Ｚ 」の 文 字 コ ー ド を 得 た い も の と し ま し ょ うo

（1 ） ま ず 、ｃｍｒ10 の フ ォ ン ト テ ーブ ル か ら「 Ｚ 」を 探 し ま す 。

（２） テ ー ブ ル の 左 見 出 し に イ タ リ ッ ク 体 で 記 述 さ れ た 数 字 に 注 目 し 、 文 字

コ ー ド の 上 位 桁 を 得 ま す 。



「Ｚ」の場合、 ’」お10 ）がこれにあたります。

（３） テーブルの上 見出しにイタリック体で記述 された数字に注目し、文字

コードの下位桁 を得ます。

「Ｚ」の場合、 ’2がこ れにあたり ます。

（４）「Z 」の文字コードが1132 で あ るこ とがわかりました11）。

0　16 進数で文字コードを得 たい場合

仮にｃｍｒ10 における「Ｒ 」および「Ｚ」の文字コードを得たいものとしましょう。

（1 ） まず、ｃｍｒ10 の フォントテーブルから「Ｒ」および「Ｚ」を探します･

（2 ） テーブルの右見出しにタイプ ライタ体で記述された数字に注目し、文字

コードの上 位桁 を得 ます。

「Ｒ 」および「Ｚ」とも、”5×12）が これにあたります。

（３） 下位桁の取得には若干の注意を要し ます。今求めた上位桁は、フ ォント

テーブ ルでいう ２ 列ずつ をひとつの値で示していました13）。　もし、文

字コードを得たい文字がこの ２列のうちの上 側の列にあ る場合、テープ

ルの上見出しにイタリック体で記述された数字が下位桁 を意味します。

これに対して、文字コードを得たい文字が２列のうちの下側の列にある

場合、テーブルの下見出しにタイプ ライタ体で記述された数字が下位桁

を意味します。

「Ｒ」は、上位桁 ¨5ｘ が表すフ ォントテーブル上の ２列のうち上の列に

あるので、 ’2が下位桁にあたります。こ れに対し、「Ｚ」は、JI 位桁 ’･5ｘ

が 表す２列のうち下の列にあるので、l’Ａが下位桁にあたります。

（４）「Ｒ」の文字コードが･･52 、「Z 」の文字コードが･･5A で あ るとわか りま

した。

1　4.3.
３　 Ｆｏｎt' ａ̂ ｂｌｅs

それでは、次ページから始まる多種多彩なフォント群を活用してください。

４．３ - Ｆｏｎｔ Ｔａｂｌｅｓ

10 ）ｌ甘Ｘ では 数字 の前 に「・ 」

を つ け るこ と で 、８ 進数

で あ るこ と を衣 し ます 。

11) 上位桁で Ｘ で表さ れて

いた部分に、下位桁が収

まったわけです。

12 ）71gX では数字の 前に「 一一」

をつ け るこ と で、16 進

数 であ る こ とを表 し ます。13

）16 進 数 で 文字 コ ー ド を

表 す 場 合 、上 位桁 は フ ォ

ント テーブ ル 上の ２ 列 ず

つ をひ と つの 値 で 示 し ま

す 。16 進 歓の1110 ” が

８ 進 数 の “20 ” で あ る

こ とを 考 え れば 。 こ れ は

不思 議 で もな ん で も あ り

ませ ん。

１４ ５
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１４）ＣＭ ｒｏｍａｎ （５，６，７

８，９，１０，１２，１７ｐｔ）

15) ＣＭ ｂｏｌｄ ｒｏｍａｎ (10pt)
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